
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「お兄さんはストッキングの方が好きに決まっているじゃないですか！」

「お兄ちゃんはニーソックスの方が好きに決まってるでしょ！」




　俺の部屋に、そんな二つの声が響ひびき渡わたった。

「ふう……、あなたはいつも可愛かわいくて気が利くのに、こういうことには疎うといのですね。お兄さんのストッキングに対する情熱というものが感じ取れないのですか？」

「お姉ちゃんこそ、全国レベルの頭脳の持ち主で性格も超ちよういいのに、ちょっと鈍にぶいよ。お兄ちゃんがニーソックスにどれだけこだわりを持ってるかがわからないの？」

　俺を挟はさんで二人の女の子が向かい合っている。

　一見お互たがいに褒ほめ合っているように見えるが、その雰ふん囲い気きはお世辞にも和なごやかとは言えず、俺は「あの、ちょっと二人とも……」と、なんとか間に入ろうとしたが、

「お兄さんは少し黙だまっていてください」

「お兄ちゃんはちょっと黙ってて」

　そんなぴったり息の合った感じで、即そく封ふう殺さつされてしまった。

　さて今、俺こと御み堂どう隼はや人との目前で起きている状じよう況きようを一言で表すと『姉妹喧げん嘩か』である。

　姉妹喧嘩──そう、二人は実の姉妹だ。

「うふふ、こんな明白なことがわからないなんて、まったく困った妹です」

　一人は、流れるような黒い髪かみを持ち、落ち着いた雰囲気でお淑しとやかな笑みを浮うかべている、ここ月つき城しろ家の長女である姉の菫すみれ。

「あはは、それはこっちの台詞せりふだよ。お姉ちゃんって見た目のわりに強情だからね」

　もう一人は、年ねん齢れいのわりには小こ柄がらで幼い感じながらも、そこだけは妙みように大きい胸を反らしながら、明るく元気いっぱいの笑顔を見せる次女で妹の椛もみじ。

　一歳違ちがいのこの二人は、近所でも学校でも評判の美少女姉妹だ。

　姉の菫は全国レベルでトップクラスの頭脳の持ち主で学校の生徒会長まで務め、妹の椛はスポーツ万能なうえ水泳で全国大会出場経験まで持っている。

　でもこの二人の評判については、もちろんそれぞれ個人の可愛さと優ゆう秀しゆうさもあるけど、大たい抵ていは二人セットで語られることが多い。

　どういう風にかというと『いつも一いつ緒しよの仲良し姉妹』といった感じだ。

　そう、この二人は本当に仲がよくて、家でも学校でもいつだって仲なか睦むつまじい姿を見せている。二人がケンカをするなんて想像できないくらいのレベルらしい……のだが、

「うふふ」

「あはは」

　今その二人は俺の目の前で笑顔で会話を交わしているけど、それが一時の静せい寂じやく──嵐あらしの前の静けさであることは明らかだった。……だって目が笑ってないし。

「……ふふ、仕方ありませんね。椛、あなたにも納得できるよう、お兄さんがいかにストッキングが好きなのかを理由を挙げて説明してあげましょう」

　間もなく、菫が真顔に戻もどって口を開いた。

「お兄さんのストッキング好きを示すエピソードを教えてあげます。朝、登校する時にみんなで玄げん関かんで靴くつを履はきますね？　その時、お兄さんはストッキングに包まれた私の脚あしを、そ、その、いつも熱い視線で眺ながめてくるんですから」

　そしていきなりスゴいことを言い出した菫に、俺は絶句する。

「そ、そんなのあたしだって同じだよ！　ニーソックスをはいたあたしの脚も、お兄ちゃんから毎朝じっくり見られてるもん！」

　さらに椛も続き、思いっきり狼ろう狽ばいする俺。……というか、なんでバレてる!?

「ふふ、それだけではありませんよ？　この前お兄さんが私の部屋に来た時、私はちょうどストッキングをはいているところだったのですが、その時のお兄さんの食い入るような視線といったら……！　はぅ……、あの熱い視線は忘れられません……」

　なぜかうれしそうにウットリとしている菫はさておき、俺はもう泣きたくなる。

「どうですか椛。このように、私の主張が正しいということは明白ではありませんか」

　謎なぞに誇ほこらしげな菫だったが、椛はふるふると首を振ふり、

「甘いねお姉ちゃん。そんな印象だけの証言なんて何の意味もないから。あたしにはちゃんとした証しよう拠こがあるし。……っと、うん、これこれ」

　そう言って椛は、鞄かばんから一冊の本を取り出す。……って、あれは、

「これはお兄ちゃんがやってるゲームの、……えっと、設定資料集？　だよ。ここに載のってる女の子のキャラクターを見て。ほら、ほとんどみんなニーソックスでしょ？」

「……ちょっと待て。なんでそんなの持ってるんだ？」

「調べて買ったの。お、お兄ちゃんが熱心にやってるゲームだから、どんなのか知りたいなって思って……。と、とにかく、見てよほら、この女の子のニーソックス率を！」

「そ、そんな……!?　でも、待ちなさい！　ほら、ちゃんとストッキングもいます！」

「比率だよお姉ちゃん。ニーソックスは多数派。ストッキングは少数派。ここからも、お兄ちゃんがどっちが好きなのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃん？」

「そ、そんなことはありません。重要なのは数の論理ではなく、お兄さんの嗜し好こうです。いくらニーソックスが多いからといって関係は……」

「残念。ほら、お兄ちゃん一押しのキャラもちゃんとニーソックスをはいてるよ！」

「む、むむむ……！　お、お兄さん、どうしてこんなゲームをしているんですか！　それによく見ると、なんだか女の子の服装がやたら露ろ出しゆつが多くて、あのその……！　い、いかがわしい感じなのはどういうことですか！」

「そんなこと言われても!?」

　そしていきなりこっちに飛び火してきて、俺は大いに焦あせる。だが悲しいことに、二人のケンカが飛び火して俺が火傷やけどするのはいつものことだ。……本当に悲しいことだが。

「と、とにかくこんなの私は認めません。重要なのは現実のお兄さんの好みです。お兄さんのストッキング好きを示す証拠は他にもありますから」

「証言の間ま違ちがいでしょ？　それってお姉ちゃんの思い込みの可能性もあるしね」

「むむ……！　そ、そもそもニーソックスなんて中ちゆう途と半はん端ぱではないですか！　脚全体を覆おおうわけでもなく、機能性の面で劣おとります！」

「大事なのは見た目の可愛さだよ。ニーソックスは色もデザインもバリエーションがいっぱいあるのに、お姉ちゃんのはくストッキングなんて基本的に黒だけじゃん！」

「そ、それだけで十分お兄さんを満足させられるくらい強力だからいいのです！　それに黒と一言で言っても、ストッキングにはデニール数というものがあって──」

　姉妹の言い争いはどんどんヒートアップしていく。

　そんな二人に挟まれて、俺だけが蚊か帳やの外なんて甘いことはもちろんなくて、

「ストッキングはその手て触ざわりも魅み力りよくのはずです！　お兄さん！　ど、どうぞ実際に触ってみてください！」

「ええ!?」

「ニーソックスは絶対領域っていうのが最強みたいだから、ソックスと太ももの両方が楽しめるんだよ！　だから、あの……、い、いいよ!?」

「なにが!?　というか、絶対領域なんて単語をいつの間に……！」

　無茶苦茶なことを言いながら、それぞれ制服のスカートを少したくし上げつつ自分達の脚をアピールしてくる二人に、俺はもういろんな意味で頭がクラクラしてきた。

「お兄さん、どっちがいいのですか!?」

「お兄ちゃん、どっちがいいの!?」

　そうして最後には、こんな感じの二に者しや択たく一いつを迫せまられる。

[image: ]

　わけがわからないとは思うが、残念なことにこれが間違いなく今の俺の日常だった。

「……なんでお前ら、そんなことでケンカになるんだよ……」

　俺はもう何度口にしたかわからない──けど心底切実な疑問を口にするのだが、

「で、ですから！　これもお兄ちゃんと家族になるためです！」

「そ、そうそう、家族だからちゃんと好みを知っておきたいんだよ！」

　いつも通りの答えが返ってきて言葉に詰つまる。そう言われると、俺は弱いのだ。

　月城家にやって来て、新しく『家族』というものをまたもう一度手に入れられるかもしれないと思っている俺には、その言葉は刺ささる。なので思わず黙ってしまう。

　すると二人はすかさず、またさっきまでの言い争いを再開してしまった。

「お兄さんが望むなら、私はいつでも何度でもストッキングをはく実演をします」

「そんなのあたしだって、お兄ちゃんのためならニーソックスで膝ひざ枕まくらしてあげるよ」

「な、なんて卑ひ猥わいで羨うらやましいことを考えるんですかあなたは!?」

「ひ、卑猥って、お姉ちゃんの方がよっぽど卑猥だよ！　わかってないとこも含ふくめて！」

　ワーワーギャーギャーと、姦かしましいことこの上ない姉妹喧嘩が目の前で繰くり広げられる。

　こんな状況を止めないといけないのが『兄』としての俺の役割だった。

　月城家に新たな家族の一員という形で居候いそうろうになった俺。

　俺はそこで、失った『家族』というやつを取り戻せればいいなと思っていた。

　だから、これは俺が『理想の家族』を手に入れるための物語──……と言いたいところだが、現実は甘くない。今の俺の願いはたった一つ。




　──せめて、せめて俺のためにケンカはしないでくれ……！




　新天地で待ち受けていたのは、本当は仲良しのはずなのに、なぜか俺の前でだけ言い争いを続ける姉妹。

　みんな仲良く理想の家族って夢は未いまだ達成できず、それでもなんとかしようとして、俺はケンカしてる二人を仲裁し続けている──……のだが、

「私の方がお兄さんを満足させてあげられます！」

「ま、満足って、お姉ちゃん、ちゃんと意味わかって言ってんの!?」

「ど、どういうことですか！　私が変なこと言ったみたいな反応しないでください！」

　俺は、いつ果てるとも知れない姉妹喧嘩を眺めながら、この残念な現実に深いため息を吐つくしかないのだった……。








兄を歓かん迎げいしながらケンカする妹達









　俺は目の前にある庭付きの一いつ軒けん家やを見上げていた。

　門の横には『月つき城しろ』という表札とインターホンがある。

　それを鳴らす前に、俺はもう一度深呼吸をして気分を落ち着かせようとする。

　けど、緊きん張ちようと期待でいっぱいの胸は、それくらいじゃなかなか静まってはくれない。

「……落ち着け。こういうのは最初が肝かん心じんだ」

　何度繰り返したかわからない台詞せりふを再度呟つぶやく俺。

　とはいえ、緊張するのは仕方がない。なにせここから俺の新しい日々が始まるのだ。

　ずっと求めてきた『家族との生活』ってやつがすぐそこにある。

　そこではきっとなんでもない日常のことで笑い合ったり、時にはぶつかりもするけどすぐに仲直りしたり、悲しみや苦しみを共有しながら一緒に乗り越こえたり──……えっと、それから、……それからなんだ？

　と、とにかく、そういうアニメとかマンガとかラノベの中であるような理想的な家族ってやつが、ここには当たり前に存在しているはずなんだ。

　俺は、今からそこに家族の一員として足を踏ふみ入れる。とっくの昔に失ってしまったものが、そこではまた手に入るかもしれない──いや、手に入れたいと思ってる。

　だから最初が肝心だ。しっかりと家族として認められるよう、失敗はできない。

「……よし」

　胸はまだドキドキしたままだが、俺は意を決してインターホンを押した。

『はい、隼はや人とくんね？　どうぞ入ってきてください』

　すると軽快なチャイム音の後にすぐ女性の声が聞こえてきて、俺は慌あわてて「わ、わかりました」と少し上ずった声で返してしまった。

　門もん扉ぴを開けて、玄関まで歩く。そして俺は緊張しながらも、一思いにドアを開けた。

「わぁ、本当に隼人くん？　もう、すっかり大きくなっちゃったわね」

　その瞬しゆん間かん、そんな朗らかな声が聞こえてきて、俺は反射的に顔を上げ（いつの間にか俯うつむいて目をつぶってた）そっちの方に目を向けた。

「あらあら、どうしたの？　もしかしておばさんのこと覚えてないのかしら？」

　するとそこには、とても『おばさん』とは言えない、むしろ『お姉さん』にしか見えないくらい若々しい女の人が立っていた。

　少しウェーブのかかったフワフワの髪かみに、どこまでも柔にゆう和わな雰ふん囲い気き。

　頬ほおに手を当てて笑顔をこちらに向けている様子は俺の記き憶おくにある昔の姿そのままで、そのあまりの変化のなさに、俺は一いつ瞬しゆん過去に戻ったかのような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「い、いえ、覚えてます。遥はるかさん、ですよね？」

「ふふ、覚えててくれたのね。お久しぶり、隼人くん」

　この人は月城遥さん。ここ月城家の母親だ。見た目通りの優しい人で、七年前に一時期月城家にお世話になっていた時にも、とってもよくしてくれたのを覚えている。

「ほら、あなたも黙だまってないで何か言ってください。久しぶりの隼人くんですよ」

「…………うむ」

　と、今度は遥さんに話を振られる形で、隣となりに立っていた男の人が頷うなずいた。

　腕うでを組み、鋭するどい眼光をこちらに向けている大おお柄がらなこの男性もまた、俺の記憶にある姿とほとんど変わっていなかった。

「あ、お、お久しぶりです文ふみ彦ひこさん」

「…………ああ」

　月城文彦。この家の主人であり父親でもある人だ。口数が少なくいかにも厳格って感じの人で、しかも筋骨隆りゆう々りゆうなものだからすごい威い圧あつ感かんがある。

　昔からあんまり会話とかはしたことがなく、しかもこんな感じの人だから正直怖こわい印象がある。といっても、怒おこられたりした記憶はないんだけど。

「えっと……、このたびは本当にありがとうございます。その、俺を迎むかえ入れてくれて」

　それはともかく、俺は二人に会えたので、早速用意しておいたお礼の言葉を述べる。

　親父おやじとの冷え切った二人暮らしを見かねて、俺を月城家に引き取るという提案をしてくれたのは、他でもないこの文彦さんだ。

　それから遥さんも、高校二年生の男子を家に引き取って一いつ緒しよに暮らすなんて結構大変なことを快く了りよう承しようしてくれたと聞く。

　しかも俺は居候のつもりだったのに、二人は家族の一員として迎えるなんて信じられないことまで言ってくれたんだ。

　……その時の俺の感激といったら……、とても言葉じゃ言い表せない。

　とはいえ本当に言い表さないわけにもいかないので、俺は心の底からの感謝を込めながら、二人に何度もお礼を言った。

「もう、隼人くん、そんなの気にしなくていいのよ。隼人くんはもともと、うちの息子みたいなものだったんだし。ねえあなた？」

「……ああ」

「ほら、この人もそう言ってるから、そういう他た人にん行ぎよう儀ぎなのはいらないわよ。これからは正しよう真しん正しよう銘めいうちの子として、なにも遠えん慮りよはしなくて大だい丈じよう夫ぶだから。ね？」

「……その通りだ」

「……ありがとうございます……！」

　温かい言葉をかけられて、俺は正直泣きそうだった。こんないい人達に家族として迎え入れられるなんて幸運があっていいんだろうかと、今でも信じられないくらいだ。

　とにかく、こんな最高の機会を用意してもらった以上は、俺は精せいいっぱいがんばらないといけない。善意から迎え入れてもらったけど、本当はただの居候にすぎないけど、それでも本当に家族の一員として認めてもらえるようになろうと、俺は改めて心に決めた。

「さて、それじゃいつまでも玄げん関かんで立ち話もなんだし、上がって隼人くん」

「あ、はい、お邪じや魔まします」

「ここはもう今日から隼人くんの家なんだから、そんな改まった挨あい拶さつはいらないわ」

　笑顔の遥さんに導かれ、俺は靴くつを脱ぬいで家の中へと足を踏み入れた。

　そこで俺の目に、真っ直すぐにリビングへと続く廊ろう下かが飛び込んできて、ここでも昔の記憶が呼び起こされる。

　懐なつかしい。外から帰ってきた後、ここでみんな揃そろっておやつを求めてよく走り抜ぬけた気がする。あの時は何をするにも三人一緒だった。

「あ、そういえば二人はどうしてますか？　元気にしてますかね」

　とその時、俺は肝心なことを思い出して、遥さんに質問する。

　二人というのは、月城家の子供達のことだ。

　俺と同い年の姉と、一歳年下の妹という二人姉妹。

　子供の頃ころは、俺も含めた三人でずっと一緒に遊びまわっていたけど、俺の家庭でいろいろあって以来交流が途と切ぎれ、もう何年も会っていない。

　……今はどんな風になってるだろう。俺のこと、覚えてくれてるだろうか。

「ああ、菫すみれと椛もみじね。うん、元気よ。……ちょっと元気すぎるくらい」

「元気すぎる？」

「ううん、なんでもないわ。とにかく二人とも、隼人くんに会えるのをずっと楽しみにしてたんだから。それはもう、とっても、すっごく。……ちょっと困るレベルで」

「…………うむ」

　なぜか遥さんと文彦さんが視線を逸そらした。どうしたんだろう？

「そうですか。そう言ってもらえて安心しました。ちょっと不安だったんで……」

「不安って、何が？」

「いえ、ほら、昔とは違ちがってもうみんな高校生じゃないですか。いくら幼おさな馴な染じみとはいえ、男子と同じ家で暮らすってのはどうしても抵てい抗こうがあると思うんです。だから、俺がここに来るのもあんまりよく思われてないんじゃないかなって……」

　そう、遥さんや文彦さんは快く迎え入れてくれたけど、二人も同じとは限らない。

　両親の手前とりあえず了承はしたけど、内心じゃ嫌いやだったり疎うとましく思ってるかも。

「隼人くん、それ、あり得ないから」

「うむ」

「え？」

　だがそんな俺の懸け念ねんは間もなく一いつ蹴しゆうされた。それはいいんだけど、

「むしろ逆というか、あり得なさすぎて困るというか……、ねえ？」

「……………………うむ」

　……なんか二人とも表情が暗いのはなぜだ？　それに、この歯切れの悪さは一体……？

　ま、まあなんだかよくわからないけど、

「それならよかったです。あの、じゃあ、二人は今どこに？」

　そういった心配が不要となると、俺は途と端たんに二人に会いたくなった。

「ああ、まだ手間取ってるのかしら？　でも多分、隼人くんが来たってことはわかってると思うから、きっともうすぐ──」

　と、遥さんがそこまで言った時だった。




「お、おおお、お兄さん……!?」

「お、お兄ちゃん！」




　不意に、そんな声が階段の上から聞こえてきて、俺はハッと息を吞のんだ。

　少し大人びた感じになったみたいだけど、確かに記憶にある女の子の声が二つ。

　それから、俺を『兄』というこの呼び方。

　間ま違ちがいない、これはあの二人──菫と椛だ。

　俺は久しぶりの再会シーンがやって来たことにうれしさを噛かみしめながらも、なんとか冷静さは保とうとする。

　ここは、はしゃいで喜びを全面に出すわけにはいかない。

　いや、別にそれがマズいってわけじゃないが、これから家族の一員になるってことは、俺は『兄』的ポジションになるわけだから、きっと兄としての威い厳げんってやつも持たないといけないはずだ。多分。

　だから二人との久々の再会はうれしいけど、ここは落ち着いた対応でいこうと決めて、俺はゆっくりと視線を上に向ける。

「おう、二人とも久し──」

　兄らしく（？）余よ裕ゆうのある、けどちょっと爽さわやかな感じを意識しながら、俺は片手を上げて再会の挨拶を口にしようとする。……が、

「ぶ…………り……っ!?」

　次の瞬間、余裕も爽やかさも一瞬で剥はがれ落ち、俺は言葉を失った。

　というのも、二人の格好が、なんかよくわからないことになっていたからだ。

　なんというか、二人ともドレスらしきものを着ているのがわかる。それから片方は頭に大きな花の髪かみ飾かざりを付け、もう片方は毛皮の襟えり巻まきを身に着けていた。テレビとか映画でしか見たことがないような華はなやかで豪ごう華かな雰囲気だ。

　……でも、なんかその様子がおかしい。

　髪飾りを付けている方は、妙みように服がブカブカな感じで肩かたの辺りがずり落ちかけている。

　一方毛皮の方は逆に服がピチピチすぎて身体からだのラインがハッキリ出まくっており、しかも胸の辺りがその膨ふくらみのせいで今にも破は裂れつしそうだ。

　……なんだこれ……？　いや、マジでなんなんだこれは？

　目の前にいるのは菫と椛の姉妹で間違いないはずだった。

　ブカブカの方が菫で、ピチピチの方が椛のはずだ──……が、その格好があまりにもおかしすぎて、顔ではなくどうしてもそっちに目が行ってしまう。

「ああもう二人とも、なんて格好してるの。私のドレスまで引っ張り出して……」

　そうやって俺が異様な光景に戸と惑まどっていると、遥さんが呆あきれたような声でそう言った。

　見ると、文彦さんも沈ちん鬱うつな表情で目をつぶっている。

「ああ、本当にお兄さんです……！　ずっとお会いしたかった……！」

「お兄ちゃんお兄ちゃん！　やっとまた会えたね！」

　だが二人の姉妹は、そんな雰囲気など目に入っていないかのように迫せまってくる。

　再会の喜びで二人とも涙なみだぐんでおり、それだけ見ると俺も期待してたような感動的シーンのはずなんだが、実はそれどころじゃなかった。

「…………うっ！」

　というのも、二人とも前のめりに迫ってきたことで胸元がヤバいことになっていた。

　菫の方はブカブカの布地が垂れ下がり、その隙すき間まから信じられないくらい綺き麗れいな肌はだと控ひかえ目な膨らみがモロに見えそうになっていて、俺は慌あわてて視線を逸らす。

　だがその先には椛がいて、今にもドレスから飛び出してきそうなほどパッツンパッツンになっている膨らみと、それが作り出す谷間がすさまじい自己主張をしており、俺は再度見ないよう顔を動かす。

　右を見ることも左を見ることもできず、俺は不自然に上の方を見つめながら、

「あ、ああ、久しぶりだな……！」

　と、なんとかギリギリで耐たえつつそう答えた。状じよう況きようはまるで把は握あくできないが、せっかくの再会の場面だ。取り乱した姿を見せるわけにはいかない。

「どうしたんですかお兄さん？」

「そうだよ。せっかくおめかししたんだから、ちゃんと見てってば」

　だが、そんな俺の努力など知るはずもなく、二人はクイクイと俺の服や腕を引っ張ってくるからたまらない。なんかいいにおいが漂ただよってきたり柔やわらかい感かん触しよくがしたりして、二人を見るどころか平静を保つのも精いっぱいだった。

　……というか、ちゃんと見たらヤバいだろ明らかに！

　と、思わず叫さけんでしまいそうになるのをグッと堪こらえながら、俺は冷や汗あせをダラダラ垂らしつつ固まるしかなかった。

「どうしたんでしょうかお兄さんは？　もしかして、私達の服装に戸惑っているのでしょうか？　着慣れていないものを急いで着てしまいましたし」

「え、そうなの？　あたしは初めてのドレスだったのに」

　俺が黙だまったままでいると、菫がそんなことを言って首を傾かしげ、椛が唇くちびるを尖とがらせる。

　……着慣れてないとかそういう次元の問題じゃないわけだが、話がそっち方面に行ってくれるならありがたい。

　俺は少し安あん堵どしつつ、ソフトな感じで「そ、そうだな。ちょっと戸惑ったかなー」的な反応をしようと思ったのだが、

「もしかして失敗してしまったのでしょうか？　せっかく再会に備えて身だしなみを整えようと思ったのですが、時間もなかったですし椛が真ま似ねもしてきたので慌てて着つけてしまいましたから……」

「な、なに言ってんのお姉ちゃん。そもそもおめかしするってアイデアは、あたしが言い出したことじゃん。真似したのはそっちでしょ」

「な……!?　あ、あなたこそ何を言ってるんですか。ドレスアップをするという考えは私が出したんじゃないですか。あなたがその真似をしたんでしょう？」

「え？　え？」

　なぜか、気づいたら二人が言い争いを始めていて、俺は困こん惑わくする。

「そもそも時間がなくなったのも、あなたが私のドレスを勝手に持っていってしまったのが原因ではないですか。そのせいで、私は急きゆう遽きよお母さんのドレスを拝借しなければならなくなったんですよ？」

「お古なんだから別にいいでしょ？　大体お姉ちゃんは最初はドレスなんて考えてもいなかったくせに、あたしが押入れから出した途端にその手があったかみたいな顔してさ」

「そ、そんな顔してません。それでなくても、あなたはすぐに私のものを持っていってしまうんですから。大体あなたはドレスアップなんてしなくたって十分魅み力りよく的てきなんですから必要ないでしょう？」

「お姉ちゃんこそあたしと違ってズルいくらい美人なんだから、服装にこだわる必要なんてないじゃん！」

「あなたこそ、何を着たって羨うらやましいくらい様になってしまうのですから、あえてドレスなど選ぶ必要はないはずです！」

　……えーと、こ、これは一体何がどうなっているんだ……？

　俺を挟はさんで「椛こそ！」「お姉ちゃんこそ！」と、言い争ってるのか褒ほめ合ってるのかよくわからない論争を繰くり広げる二人。

　わかったことといえば、二人のドレスがどうしてサイズが合ってないのかってことくらいで、それ以外のことはこの状況も含ふくめてまるで把握できない。

　慌てて遥さんや文彦さんの方を見ても、やっぱり困ったような顔をして無言のまま。

　そうこうしているうちにも二人の言い争いはヒートアップしていき、

「ちょ、ちょっと待った！　ストップ！」

　俺は慌てて二人の間に入る。放っておいてはマズいと咄とつ嗟さに感じたのだ。

「な、なんで二人して言い合ってるんだよ。それに、どうしてわざわざそんな格好をしてるんだ？　なんていうか、その、奇き抜ばつなところもあるし……」

　二人をなだめつつ、争いの原因と思おぼしき服装のことについて訊たずねる俺。

「あ、そうでした。お兄さんにお訊ねしようと思っていたんです」

「ど、どうかなお兄ちゃん？　似合ってる？　お兄ちゃんをお出で迎むかえするために、すっごくおめかししたんだよ」

　だがそう言って、二人は目を輝かがやかせながらその服装を見せびらかすように再度こっちに迫ってきたので、俺は思わず後ずさる。

　だが同時に、とある単語にピクッと反応した。

「俺をお出迎えって……？」

「だって、お兄さんにやっとお会いできるんですよ？　私、もうこの日をずっと楽しみにしてて……！　久しぶりにお兄さんの前に出るのに恥はずかしくない格好をと思い、ここ数日ずっと検討に検討を重ねてきたんです……！」

「お兄ちゃんに大だい歓かん迎げいだって気持ちを伝えるために特別な格好をしないとって、あたし達ずっと悩なやんでたんだよ。第一印象が大事だし、久しぶりの再会だから、お兄ちゃんに可愛かわいいって思ってほしいし……！」

　少し照れた様子の二人の言葉を、俺はポカンと口を開けながら聞いていた。

「……つまり、俺を歓迎してくれるために、わざわざ？」

「はい！」

「うん！」

　その呟つぶやきに勢いよく頷うなずいてくれた二人に、俺はジーンと胸が熱くなる。

　……や、ヤバい。感動で普ふ通つうに泣きそうだ。

　方向性はどうあれ、二人とも俺のためを思ってこんなことをしてくれてるとわかり、俺はものすごく感激してしまった。目頭が熱くなってくる。

　だが、そこはグッと堪える俺。ここで情けない姿を見せるわけにはいかない。この感動は後で一人でじっくり味わうとして、

「……あの、本当にありがとうな。すごくうれしいよ」

　感謝の言葉だけは、ちゃんと口にしておく。心の底からの本音だ。

　すると菫と椛は一いつ瞬しゆんキョトンとした後、

「「ようこそ我が家へ！　（お兄さん！）（お兄ちゃん！）」」

　声を合わせて、満面の笑みを浮うかべながらそう言ってくれた。

　……くっ、だからそうやって俺を泣かせようとしないでくれよな！　ああもう、いい子すぎるだろお前ら！　最高だよ、ったく！

　俺は心の中でそう叫び、ちょっと目元をグシグシと拭ぬぐいながらも、その時になってようやく二人の顔をじっくりと眺ながめた。

　さっきは突とつ然ぜんの事態に驚おどろいて気づかなかったけど、よく見ると二人ともちゃんと昔の面おも影かげが残っていて、俺の記き憶おくの中にある菫と椛の成長した姿が確かにそこにはあった。

　けど、もちろん違ちがっている部分もある。

「はぅ……、この時がくるまで、本当に長かったです。ああ、お兄さんが素敵になりすぎて直視できません……！」

　菫は子供の頃ころと同じように、お淑しとやかで穏おだやかな雰ふん囲い気きのままだった。

　でも同時に、ビックリするくらい綺麗になっていた。

　昔から顔立ちは整っていたと思うけど、今改めて見ると超ちよう絶ぜつ美少女だと言っても過言じゃないと思う。手足も長くてスラッとしていて、なんか全身から気品のようなものが漂ってくる感じで、いわゆる美人系の美少女だ。

「うう……、お兄ちゃんがすごくカッコよくなってるよぅ……！　でも、ダメダメ……！　見とれてたら変に思われちゃう……！」

　椛もまた、子供の頃のように元気いっぱいの明るい女の子だった。

　でも今はその雰囲気が、そのまま可愛さに直結してるような感じだ。

　昔も目がクリッとしてて笑顔が可愛かったけど、今は成長してその破は壊かい力りよくが何倍にもなっており、こっちは可愛い系の美少女と言っていいだろう。

　しかも、その……、さっきも見てしまったが、胸の辺りの成長がスゴいことになっていて、身体からだが小こ柄がらな分そこだけが妙に強調されてちょっと目のやり場に困るほどだ。

　姉妹二人がこんな驚くほどの変へん貌ぼうを遂とげていて、なのに昔みたいな距きよ離り感かんで接してくるので、俺はちょっとドキドキしてしまう。

　けど俺は小さく深呼吸をして、すぐに落ち着きを取り戻もどす。

　だって二人はこれから家族になるんだから、そんな目で見たりはしないのだ。

　そういう意味では、初っ端ぱなのあの騒そう動どうはありがたかったかもしれない。

　……最初から普通にこの美少女っぷりを前面に出してこられてたら、そういった俺のスタンスも揺ゆらいでたかもしれないからな……。

　だが大だい丈じよう夫ぶ。いくらこの二人が超絶美少女でも、俺にとっては家族なんだから、決してそういう対象として見ることはない。そんな邪よこしまなことを考えるなんて、ここまで快く俺を迎むかえてくれた二人に失礼だ。あってはならないことなのだ。

「いや、本当にありがとうな二人とも。……俺のために」

　俺は心の中でそんなことを考えながら、改めて二人に感謝する。

「そんな、お兄さんをお出迎えするのにこれくらい当然です」

「そうだよ、これから一いつ緒しよに暮らすんだから、歓迎するのは当たり前じゃん」

　すると菫も椛も、やっぱり親切な言葉を返してくれる。

　もしかしたら毛け嫌ぎらいされるかもなんていう、さっきまでの心配はどこへやら。

　その天使のような優しさに、油断するとまた目頭が熱くなりそうだ。

「そ、それよりもお兄さん。その……、この格好はどうでしょうか？」

「う、うん。どう？　似合ってる、かなぁ？」

「え？」

　だが続いてそんな質問をされて、感動してばかりもいられなくなった。

　どう？　と言われてぶっちゃけ困る。菫のずり下がったままの肩かたや、相変わらず凶きよう悪あくな自己主張をしている椛の胸を見ると、反射的に「エロいです」と答えそうになってしまうが、家族とみなすべき相手にそんなことを言えるわけもなく、

「ま、まあ、なんだ……。その、個性的、かな……？」

　そうやって、なんとかかわすのが精いっぱいだった。

「俺って女子のファッションに疎うとくてよくわからないけど、まあ、その、いい感じなんじゃないかな？　……多分」

　最後を小声で誤ご魔ま化かしながら、この辺りで勘かん弁べんしてほしいと願う俺。

　だが、続いて二人の口から出てきた言葉は、完全に想定外なものだった。

「で、ではお兄さん……」

「あ、あたしとお姉ちゃん、どっちが、に、似合ってる……？」

「……へ？」

　一瞬何を言われたのかわからず、俺は気の抜ぬけた声を出してしまった。

　だが二人はそんな俺の反応を気にするどころか、俺が何か言う前になぜかバッと向かい合ってしまう。

　……な、なんか笑顔のままなんだけど、まるで睨にらみ合っているような……？

　それに二人の間で今火花が散ったように見えたのは、き、気のせいだよな？

「も、椛？　お兄さんをお出迎えするためにドレスアップするアイデアもそうなら、さらに装そう飾しよく品によるコーディネートを加えるというのも私のアイデアでしたよね？　あなたは真ま似ねをしただけなんですから、ここは発案者の私に遠えん慮りよすべきだと思うのですが？」

「お、お姉ちゃんこそなに言ってんのかなぁ？　あたしがお母さんからアクセサリーを借りようとして、真似したのはどっちだったっけ？」

「何を言っているのですか。私はその時ちゃんと、あなたはそんなものに頼たよらなくても、十分可愛いから必要ないと止めたでしょう？」

「それを言ったらあたしだって、お姉ちゃんは普通にしてるだけでも超ちよう美び人じんなんだから、アクセサリーどころかシンプルな白のワンピだけでズルいくらい最強じゃんって止めたよ。なのにお姉ちゃんは私に対たい抗こうしようとしてさ」

「対抗しようとしたのはあなたじゃないですか！」

「お姉ちゃんだよ!?」

「…………え？　ちょ、ちょっと……？」

　気がついたらなぜかまた二人の言い争いが始まっていて、俺は思いっきり困こん惑わくする。

　だが二人はそんな俺など置き去りにしたまま、論争を続ける。

「……椛、あなたがとてつもなく可愛いのは姉である私がよく知っていますが、お兄さんの前でだけは譲ゆずれません」

「……あたしもお姉ちゃんが超絶最強美人だってよく知ってるけど、お兄ちゃんのことだけは負けるつもりないから」

　二人は鋭するどい眼光で睨み合い、

「お、お兄さんはきっと、大人の魅み力りよく溢あふれる私を選んでくれるはずです！」

「あ、あたしだってちょっと身長は足りないけど、魅力はあると思う！　セクシーさではあたしの方がきっと勝ってるよ！　ほら、胸とか！」

「む、むむむむ胸は関係ないでしょう!?　そ、そんなうらやま破は廉れん恥ちな要素を出してくるなんて、椛、あなた卑ひ怯きようですよ!?」

「な、涙なみだ目めにならなくてもいいじゃん！　それに、胸以外の要素だとお姉ちゃんのボロ勝ちなんだから、勝てる要素を強調するのは当然の戦略だよ！」

「他にもあるでしょう!?　スポーツで健康的に引き締しまった脚あしとか、余分なお肉一つないお腹なかとか！」

「お姉ちゃんこそ、お淑やかで清せい楚そで女性らしさ１２０％なんだから、大人の魅力とか思いっきり方向性がズレてるよ！」

「……あ、あのー……」

　俺は、目の前で繰くり広げられる姉妹のやり取りに唖あ然ぜんとする。

　……な、なんなんだこの言い争い？　いや、これって言い争いじゃなく、やっぱりお互いに褒ほめ合ってるだけでは？　どっちにしても意味がわからんが……。

「ううううう……！」「むむむむむ……！」

　なんか二人して唸うなりながら睨み合ってるし、どうすりゃいいんだ俺は……。

　だが、そんなことを考えていた次の瞬しゆん間かん、




「「（お兄さん！）（お兄ちゃん！）どっちを選ぶの!?」」




「うわっ!?」

　急に二人がこっちを振ふり向いて迫せまってきたので、俺は思わず身を引いた。

「ど、どっちをって、何が……？」

「ですから、私と椛のどちらを選ぶのか、です！」

「お姉ちゃんとあたしのどっちの格好が似合ってると思うのか訊きいてるの！」

「え、ええ!?　そんなこと言われても！」

「わ、私ですよね？　ほら、この髪かみ飾かざりを選んだのは、昔お兄さんが私のことをお花みたいだって褒めてくれたからなんですよ？」

「……そんなことあったっけ？」

「はい。昔お兄さんは私に『菫はまるで朝あさ露つゆに濡ぬれて静かに咲さき誇ほこる花のようだ』と」

「明らかに子供の語ご彙い力りよくじゃないよなぁ!?」

「あ、あたしだよねお兄ちゃん。毛皮を巻いたのは、お兄ちゃんが子供の頃にあたしのことを動物みたいで可愛かわいいって言ってくれたのを思い出したからだよ？」

「……お、覚えてない……」

「お兄ちゃんは『椛は俺の子こ猫ねこちゃんだ。食べちゃいたくなるぜ』って言って……！」

「そんな子供嫌いやすぎるわ!!」

　俺は自分の尊厳をかけてツッコむが、肝かん心じんの二人は手で頬ほおを覆おおって「きゃー！」と楽しそうにしており、全然聞いちゃいなかった。

「とにかく、お兄さんはそんな美しい思い出もある私をきっと選んでくれるはずです！」

「あたしだよ！　お兄ちゃんはきっと今にもあたしを可愛がりたくてたまらないはず！」

「ま、待った！　一いつ旦たんストップ！」

　猛もう然ぜんと迫ってくる菫と椛にタジタジになりながらも、慌あわてて止める俺。

「なんですか。椛に気をつかって答えにくいなら、私の耳元にだけそっと囁ささやいてくださってもいいんですよ？」

「お姉ちゃんに遠慮してるなら、あたしにだけ教えてくれても大丈夫だよお兄ちゃん」

「ち、違う、そうじゃなくて……。そもそも、なんでこんなことになってるんだ……？」

　俺がそう訊たずねると、二人は質問の意味がわからないといった感じに首を傾かしげる。

「だから、どっちが似合ってるかとか、まるでケンカみたいになってることとかさ……」

「そ、そそそそそれはもちろん、私がお兄さんのことを──わぷっ!?」

「おおおおお姉ちゃん!?　なに勢いで言おうとしてんの!?」

「はっ!?　そ、そうでした……！　お兄さんに再会できた喜びでつい……！」

「しかも約束を忘れてシレッと自分だけ抜け駆がけしようとして……！　これだからお姉ちゃんは危ないんだよ、もう！」

「あのー……」

　なんか、椛が菫の口を慌ててふさいだかと思ったら、さっきまでとはまた違った雰囲気の言い争いが始まったんだが……。

「え、えっと、なんでこんなことになってるかだよね!?　そ、それは、だから、あのその……！　お、お姉ちゃん!?」

「そ、それはですね！　えっとえっと……！　あ、そ、そうです！　これはお兄さんを家族としてお迎えするために必要なことなんです！」

「え？　家族として？」

　不意にそんなことを言われ、俺はドキッとする。

「は、はい。その、どちらを選ぶかというのもですね、お兄さんはどちらの方が好きなのかということで、あのその……、つ、つまりお兄さんの好みを把は握あくしようという意図だったんです！」

「それ！　お姉ちゃんそれだよ！　咄とつ嗟さにしてはナイスアイデア！　そうそう、これからあたし達は家族として暮らすわけじゃん？　だ、だから、そう、お兄ちゃんの好みはどんなのかなー知りたいなーと思って、こういうことしてるわけなんだよ！　うん！」

「そ、そうですよね椛！　決して、その、ただ純じゆん粋すいにお兄さんの伴はん侶りよの座を椛と争っているわけではなくて──」

「お姉ちゃん!?　だからなんでそう本音がダダ漏もれになるかなぁ!?」

　なにやら姉妹がギャーギャーと騒さわがしいが、その時の俺の耳には二人の言葉はほとんど届いちゃいなかった。

　というのも、さっき二人が言った『家族として俺の好みが知りたいと思ったからこんなことになってる』という言葉が、頭の中で木霊こだましていたからだ。

　……な、なんだよそれ、なんなんだよそれ……！

　最高かよおい！　どんだけ優しいんだよこの姉妹は！　マジで天使か何かか!?

　俺を家族として迎むかえ入れるため、俺の好みを知ろうとしてこんな一見無む茶ちや苦く茶ちやなことまでやってくれているなんて。俺なんかのためにそこまで……！

　遥さんと文彦さんもそうだけど、菫と椛もそこまで俺のことを考えてくれてるなんて。

　本当に、ここ月城家は俺にとっての理想郷だった。

　でもみんなはこうやって親切にしてくれているけど、それに甘えてるだけじゃダメだ。

　みんなの善意に甘えず、俺自身が正しよう真しん正しよう銘めい家族の一員として認められるよう、がんばっていかなくちゃいけない。……よし、絶対にやってやるぞ！

「あ、ありがとう二人とも。俺、ちょっと感動して──」

　そんなことを考えながら、俺はまた二人に感謝の言葉を述べようと思ったが、

「そんなだからお姉ちゃんは油断できないんじゃん！　大和やまと撫なでし子こなくせに小こ悪あく魔まだから、ほんとに性た質ちが悪いよ！」

「こ、小悪魔？　よくわかりませんが、油断できないのはあなたの方です！　溢あふれる可愛さでナチュラルに魅力を振りまいて、お兄さんまで篭ろう絡らくしようとしているのですから！」

「あ、あれ？」

　いつの間にかまた二人の言い争いが再開してて、聞いちゃいなかった。

「むむむ……、それでお兄さん！」

「どっちの方が似合ってると思うの!?」

　そして再びグイッと迫ってくる二人に、俺は感動の余よ韻いんも吹ふき飛ばされて難題に挑いどまざるを得なくなる。

「……ど、どっちがと言われても」

　一方は花飾かざりとブカブカドレス姿。一方はモコモコ毛皮とピチピチドレス姿。

　……いや、どっちもないだろ、これは。

　二に者しや択たく一いつのくせにどっちを選んでも正解じゃないと思わせる、あり得ない難問だ。

　とはいえ、俺のためにここまでしてくれてる二人にそんな答えを返せるわけもなく、

「ど、どっちも似合ってる……かな」

　なんとか無難に乗り切ろうとするが、

「ど、どっちもなんて答えはあってはいけません！　非ひ倫りん理り的てきです！」

「そうだよ！　姉と妹がいたなら、どっちか片方しか選べないに決まってんじゃん！」

「なんでだ!?」

　なぜか謎なぞ理り論ろんで一いつ蹴しゆうされてしまった!?　意味がわからんのだが!?

　けど、そうしてまた、どっちだどっちだと答えを迫られる俺。

　……ど、どうすればいいんだ。そもそも、いろんな意味でどっちも選べるような状じよう況きようじゃないんですけど……。

「あ、そうだ！　お兄ちゃんお兄ちゃん、スマホ出してスマホ」

　と、そんな感じで俺が窮きゆう地ちに陥おちいっていると、椛がふと何かを思いついたといった様子で声を上げた。

「スマホ？　なんで急に？」

「お兄ちゃんがあたし達の写真を撮とるんだよ。それで、似合ってる方の写真を待ち受け画面にするの！　選ばれた方が勝ちね！」

「も、椛、あなたなんて発想を……！　天才なのですか!?　お、お兄さんのスマホの待ち受けに私が……！　あわわわわ……！」

「な、なに言ってんの！　お兄ちゃんのスマホに入るのはあたしだよ、あ、た、し！」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、この窮地からすくい上げてくれる提案がされるかと期待したけど、より深くに叩たたき落とされただけだった。言葉が出ない。

「は、恥はずかしいですが、選ばれるためなら私、なんでもします……！」

「ど、どんなポーズもリクエストＯＫだからね？」

　やる気満々の二人に、俺は冷や汗あせを垂らして固まる。

　だが、二人の笑顔に見えない笑顔で「早くしてくださいね？」「お兄ちゃん？」と催さい促そくされ、俺は慌ててスマホを取り出すしかなかった。

「あっ」

　だがポケットからスマホを出そうとした時、俺は焦あせって手を滑すべらせてしまう。

　すっぽ抜ぬけたスマホが床ゆかに落ち、慌てて拾おうと手を伸のばした時だった。




『ぱ～んでみっくはぁと・でらっくす～！　おにぃちゃ～ん、わたし達との冒ぼう険けんがついにはっじまっるよ～！』




「げ……っ!?」

　不意に、あからさまな萌もえボイスが家の中に響ひびき渡わたり、その場の空気が凍こおり付いた。

　菫と椛は黙だまり込み、床に落ちたスマホの画面をジッと見下ろしている。

　いや、姉妹だけじゃなく遥さんや文彦さんも、同じように俺のスマホに釘くぎ付づけだった。

　一方で俺は、血の気が引きすぎて完全に硬こう直ちよくしてしまっていた。

　……や、ヤバい！　ヤバいヤバいヤバいヤバいヤバすぎる……！

　今聞こえてきたのは、人気スマホゲーム『パンデミック・ハート』の起動時のムービー音声だった。プレイヤーは傭よう兵へい団だんの指揮官となり、さまざまな種族の美少女キャラとともに世界を駆かけ巡めぐるというＲＰＧだ。

　ゲームとしても面白く、出てくるキャラクター達の可愛さが抜きん出ていて一いち躍やく有名になった話題作。俺もハマっていて、なによりいいのが、傭兵団の女の子達との絆きずなが深まるにつれ、まるで家族みたいな感じになっていくところだ。

　ちょいエロ要素も人気の秘密で、結構キワドい格好の女の子達が大勢出てくる。そんなゲーム画面が、今こうやって月城家の面々の前に披ひ露ろうされたわけだからたまらない。

　どうやら取り出す時に間ま違ちがってアイコンを触さわって起動してしまったらしいけど、よりにもよってあんなボイスがみんなに聞かれるとは……！

　ちなみに起動時のムービーは自分の好きなキャラのを設定でき、俺はお気に入りの妹系ヒロインのものにしていた。ムービースキップの設定ももちろんできるが、俺は好きなので毎回流すようにしていたんだが、それがモロに仇あだになった形だ。

「い、いや、違ちがうんだ！　これはその……！」

　俺は慌てて誤ご魔ま化かそうとするが、正直誤魔化しようがなかった。

　こういった趣しゆ味みはみんなの前では隠かくそうとしていただけに、このハプニングはもう焦るなんて次元じゃない。スマホを拾い上げるのさえ忘れているのを見ればよくわかる。

　そう、俺はいわゆるオタクってやつである。

　ラノベ、マンガ、ゲーム、アニメは俺にとってなくてはならない心の栄養。

　オタク文化がなければ、俺は冷え切った家庭の中で凍こごえてしまっていたかもしれない。

　それくらい、俺にとってオタク分野の作品達は大切なものなんだ。

　でも、そんなガチオタな俺でも、ＴＰＯはわきまえている。

　理解が進んできているとはいえ、オタク分野にいい印象を持ってない人がまだまだ多いのも事実。だから俺は、人前ではそういった趣味は伏ふせるようにしている。お互たがい不ふ愉ゆ快かいなことになったって何の得もないからだ。

　そして、そういった方針はここ月城家でも徹てつ底ていするつもりだった。

　みんながオタクに対してどういう考えを持っているかわからないけど、胸を張って主張するような類たぐいの趣味じゃないと思ってる以上、隠し通そうと考えてたんだ。

　……けどまさか、こんな最悪な形でバレてしまうとは思ってなかった……！

「お、お兄さん……」

「お兄ちゃん、これ……」

　今から居候いそうろう生活を始める身で、そこの娘むすめさん達にこんな反応をされて、しかも遥さんと文彦さんまで見ている前でこんなことになってしまっては、もはや取り返しがつかない。

　……うう、新しい生活が始まる前に終わってしまった……。

　俺はリアルにガチ泣きしそうになっていたのだが、




「お、お兄さんはこういう服装が好きなんですか!?」

「そ、そうなのお兄ちゃん!?」




　いきなりそんなことを言いながら二人が迫せまってきたので、俺は驚きよう愕がくする。

　……え？　え？　な、なに言ってんだ二人とも？　な、なんかキモーい的な反応じゃなくて、目が血走ってるんだけど!?

「み、見てお姉ちゃん！　他にもこれとかこれとか……！」

「あわわ、な、なんて破は廉れん恥ちな……！　で、ですがこれがお兄さんの好みなら……！」

「ちょ、ちょっと!?」

　椛がスマホを拾い上げ、ものすごい勢いで操作していく。

　……ああ、俺の傭兵団のメンバー（性せい癖へき）が次々と見られて──って、そんなこと言ってる場合じゃねーよ！　なんなんだこの想定外の反応!?

「お、お兄さんの好みはこういう格好なのですか!?」

　スリットがまぶしい美び脚きやく女おんな魔ま法ほう使つかいを指さしながら言う菫に、

「こ、こういうのが可愛かわいいって思うのお兄ちゃんは!?」

　ミニスカネコミミ獣じゆう人じん戦士を食い入るように見つめる椛。

　居候先の姉妹に萌えキャラを晒さらし者にされるという史上最悪の罰ばつを受けてテンパっている俺には、何が行われているのかまるで理解が追い付かない。

「お、お兄さん、もし私がこのような格好をしたらどうですか？　似合うと思いますか？　そ、想像してください」

　真っ赤な顔の菫にそう言われて、俺は意味がわからないながらも反射的に想像する。

　菫の美脚魔法使い姿…………、ヤバい、可愛い、美しい……。

「あ、あたしも！　お兄ちゃん、この格好のあたしはどうかな!?」

　続いて椛にも言われ、俺はネコミミ戦士な椛を想像。

　……いや、ちょっと可愛すぎるだろ。しかも胸の部分がかなりケシカランことに……。

「お兄さんのこの反応、これはやるしかありません……！　ですが、このようなお洋服は一体どこに売っているのでしょうか？」

「あたし知ってるよ。こういうのってコスプレって言うんだって。で、でも、やっぱちょっと恥ずかしいかも……。お兄ちゃんのためだからがんばるけど……」

　と、俺がなんだかイケナイ想像をしている間にも、二人の会話が進んでいく。

　話の流れが全然つかめてないせいか、二人が何を言ってるのかまるで理解できない。

「お兄さん、この中でお兄さんが一番好きな服装を教えてください」

「あたしに一番似合いそうなやつってどれかな？」

「あ、ズルいですよ椛！　私が控ひかえめな質問をしているのに堂々と！」

「お姉ちゃんのどこが控えめ!?　出し抜こうとする気満々でしょ!?」

　だがゆっくり考える暇ひまもなく、再び言い争いが勃ぼつ発ぱつ。

　二人はまたどれがどっちがと迫ってくるが、俺はめまぐるしく変化していく状況にもはやいっぱいいっぱいだった。

「…………うむ」

　そこで思わず助けを求めて辺りを見回すと、ちょうど文彦さんと目が合った。

　スマホゲームの件で怒おこられるかもしれないと思いつつも、俺は思わずすがるような視線を投げかける。……だが、

「…………隼人は、そういうのが好きなのか……？」

「えええええ!?!?!?!?」

　想定外すぎる人物から想定外すぎる場面で想定外すぎる質問が返ってきて、既すでに限界だった俺の脳のキャパがさらにオーバーする。

　そんな間にも姉妹は詰つめ寄よってきて、俺の腕うでを左右に引っ張り始めたところで、

「……あなた達、いい加減にしなさい？」

　背後から、そんな底冷えした遥さんの声が聞こえてきた。

　その瞬しゆん間かん、菫と椛の身体からだがビクッと震ふるえる。俺が振ふり向くと、そこにはやっぱり頬ほおに手を当てた笑顔の遥さんがいたが、なんか身体から黒いオーラが見えるような……。

「隼人くんが迷めい惑わくしてるでしょ。それにその変な格好も着き替がえてくること」

「い、いえ、これはお兄さんのために」

「そ、そう、お兄ちゃんに喜んでもらおうと」

「……今すぐ。ね？」

　その遥さんのおっとりしつつも有無を言わさぬ感じの言葉に、菫と椛は「は、はいいいいいいぃ……」と一目散に去っていった。

「……はぁ、ごめんなさいね隼人くん」

　取り残された俺が呆ぼう然ぜんとしていると、遥さんは少し困った笑顔で声をかけてきた。

「な、何がですか？」

「二人のあの言い争いのことよ。驚おどろいたでしょう？」

「ええ、そりゃまあ……」

「ほんと、私達も困ってるの。あの二人、最近になって時々あんな感じでケンカになるのよ。今まではなかったのに」

「あ、そういえばそのことで気になってたんですけど」

　そこで俺は、ずっとおかしいなと思ってたことを訊たずねる。

　なんで二人があんな風に言い争ってるのかよくわからなかったってのもあるが、実はもっと根本的な疑問があったんだ。遥さんの言葉で思い出した。

「あの二人って、仲がよかったはずですよね？　ケンカなんて、そんなの昔は全然なかったと思うし。……もしかして、ここ数年で二人の仲が悪化したりしたんですか？」

「ううん、全然そんなことないわ。あの子達は昔からずっと仲良し姉妹って評判で、ちょっと仲がよすぎるほどだもの。学校でもいつも一いつ緒しよだって聞くし、家でもそうだし」

「え？　じゃあ、さっきまでのは一体……？」

　俺がそう訊ねると、遥さんはまた少し困った顔を見せながら、

「実は、隼人くんが家に来てまた一緒に暮らすってわかったくらいから、時々あんな感じになり始めたのよね。まあ、さっきみたいな激しいのは初めて見たけれど」

「え？」

「あ、でも勘かん違ちがいしないでね？　隼人くんのせいとかじゃなくて、二人が隼人くんのことをす──ううん、今のなしね？　……こほん、さっき二人も言ってたように、家族の一員として隼人くんを迎むかえ入れようって気持ちが強すぎて、自分の方が自分の方がってなっちゃってケンカになってるだけだから」

「……それって、つまり俺のためにってことですか？」

「そういうことね。でも隼人くんは全然気にしなくていいから。……とはいえ、あそこまで激しいことになるとは思ってなかったわ……。後でもう一度、ちゃんと𠮟しかっておかないといけないわね……」

　遥さんはため息を吐つきながら「でも、きっと私が言っても聞かないんでしょうけど」と呟つぶやいていたが、俺はそれどころじゃなかった。

　遥さんは気にするなって言ってるけど、そんなの気にするに決まってる。

　……だって、二人は俺のためにケンカしてるんだぞ？　しかもその理由が、居候の俺をなんとか家族として迎え入れようっていう１００％の善意からだぞ？

　そんなの、気にしないでいられるはずがない。俺のためにあそこまで必死になってくれてるなんて知ったら、うれしすぎてどうにかなりそうだ。

　……くっ、やっぱりあの二人は天使だ……。いや、女神かもしれない……。

　なんでもいいけど尊すぎてヤバい。そういう優しさは昔とまったく変わってなくて、俺はあの二人に出会えたことを改めて神様に感謝したい気分だった。

　けど──

　俺は感謝と感動で泣きそうになるのをグッと堪こらえ、頭を切り替かえる。

　そう、二人の善意はとてもありがたいけど、喜んでばかりもいられない。

　なぜなら、いくら理由が尊くても、二人がケンカしてるというのは事実だからだ。

　記き憶おくの中でも仲なか睦むつまじくて、しかも評判になるくらいの仲良し姉妹がケンカをしているなんて、そんなことはあっちゃいけない。しかも、その原因が俺となると、そんなの絶対に許されない。なんとかしないと。

「あ……！　そ、そうだ、遥さん！」

　とその時、俺はある考えを思いついて、慌あわてて遥さんに声をかける。

「？　どうしたの隼人くん？」

「俺が……！　俺があの二人を仲裁してみせます！」

　そして、グッと拳こぶしを握にぎりしめながら、決意を込めてそう宣言した。

　……そう、それだ。それしかない！

　俺は月城家に居候いそうろうになると決まった時から、ずっと家族の一員として認められるにはどうすればいいか考えてきた。でも、具体的に何をすればいいかはわからなかったんだ。

　けど今は、俺にできること──いや、俺こそがすべきことが一つだけある。

　それはもちろん、菫と椛のケンカを仲裁して止めることだ。

　もともとの原因が俺なんだから、俺が二人の間に入るのが当然だ。

　家庭の中に争いなんてあっちゃいけない。そんなのは、俺はもう二度と見たくない。

　だからこそ、二人のケンカを止めて月城家を元のように笑顔溢あふれる理想の家庭に戻もどすことこそが、俺に与あたえられた使命なんだ。きっと、多分、というか俺が今そう決めた！

「遥さん、俺、ずっとこの家で自分に何ができるかって考えてたんです。その、居候ではありますけど、家族──同じ家に住む者として。俺、家の中でケンカとか、そういうのはもう絶対嫌いやなんです。だから、その、二人の争いは、俺がきっと止めてみせますから！」

　俺は、改めて今の自分の気持ちをストレートに口にする。

　青あお臭くさい理想論かもしれないけど、差し出がましいかもしれないけど、でも遥さんならきっとわかって──

「え？」

「あれ!?」

　な、なんか、遥さんがキョトンとした顔してる。思ってた反応と違ちがうぞ？

　別に期待してたわけじゃないが「隼人くんがそこまで言うなら！」みたいな熱い展開になると思ってたら、なんか「なに言ってんだこいつ」的な感じになってるのはなぜだ？

「隼人くんが仲裁って、でもあの二人はまさにその隼人くんを巡めぐって争ってるんだから、そこで間に入ったらますます……。いえ、でも、もしかしたらその方が……」

「あ、あの……」

　遥さんがなにやら呟きながら考え込んでいるが、小声なのでよく聞こえない。

　……ど、どうしたんだ？　と俺が訝いぶかしんでいると、

　ニマ～。

「んん!?」

　なぜか遥さんの顔が急にニヤケ出した!?

「うんうん、そうね。そういうことなら隼人くんにもう全面的にお願いしようかしら。そうした方があの子達にもいいでしょうし。……うふふ、みんなの可愛い姿がたくさん見られるかもしれないわね。なんだかきゅんきゅんしてきちゃった」

「は、遥さん？」

「そういうわけだから、あの二人の仲裁、よろしくね隼人くん」

「どういうわけなんですか!?」

「え？　隼人くんが仲裁するって言ったじゃない。期待しているわ」

「い、いえ、言いましたし期待されるのも望むところですけど、なんか間によくわからない意図が交じりませんでした？」

「ううん、交じってない交じってない。一時はどうしようかと思ったけど、隼人くんがそう言ってくれて助かるわ。楽しみもできたし。うふふ」

「今確かに楽しみって言いましたよね!?」

　俺のツッコミに、遥さんは「何でもない何でもない」と笑う。

　……な、なんだろう。結果的に俺の申し出が受け入れられたのはよかったけど、なんかものすごく釈しやく然ぜんとしない。

「まあまあ、深く考えずに隼人くんは自分の心に正直に過ごせばいいのよ。それが結局一番いい結果になるんだから」

　やっぱりなんだかよくわからないことを言う遥さん。

　……でもまあ、いいか。とりあえず、ここでの目標ができたことは確かだ。

　月城家の素晴らしい人達のために、俺にできることがある。そう思うだけで、うれしさで身体の芯しんが熱くなってくるような気がした。

「なにはともあれ、改めてようこそ隼人くん。これからよろしくね」

「あ、は、はい。よろしくお願いします。みんなから家族だって認めてもらえるように、俺、がんばります」

　俺がもう一度、決意表明のつもりでそう返すと、

「だから、そんなに気負わなくても、みんなもう隼人くんは家族だって認めてるわよ」

　もちろん私も、と笑って返してくれる遥さん。

　……ありがとうございます。でもみんなに甘えるだけじゃなく、俺自身の力でがんばって家族になろうって決めてるんです。

「さあ、隼人くんのお部屋に案内するわね」

「あ、はい。お願いします」

　俺は心の中で改めて決意を固めながら、遥さんの後をついていく。

　これからきっと楽しい日々が始まる。いや、自分の手でそんな日々を作っていこうと期待に胸を膨ふくらませながら──

「……も、椛、そのスカーフは私のじゃないですか……！」

「……お姉ちゃんこそ、使わないくせにあたしのリボン持ってかないで……！」

　…………なんか上の階からそんな声が聞こえてきて、期待だけじゃなく少々不安も感じたけれど、それでも俺はこうして、新しい生活への第一歩を踏ふみ出したのだった。




　……ちなみに、

「…………隼人はああいうのが好きなのか……」

　なぜか文彦さんはずっと一人でブツブツと呟きながら佇たたずんだままで、遥さんも放っておいたので置いてきたけど、よかったんだろうか……？

















兄を部屋に招待する妹達









「お兄ちゃん、入ってもいいかな？」

　俺が部屋で荷物の整理をし終えた頃ころ、ノックの音がして、ドアの隙すき間まから椛もみじがひょっこり顔を出してきた。

「ああ、いいよ。ちょうど今片付いたとこだし」

　俺がそう言って招き入れると、椛はうれしそうに中に入ってきた。

　その後ろには菫すみれもいて、二人ともさっきまでのドレス姿ではなく普ふ段だん着ぎに着き替がえていた。

「菫もいたのか──……って、何やってるんだ？」

　なぜか恐おそる恐るって感じで室内を見回している菫。

「い、いえ、お兄さんの部屋に入るということで、少し緊きん張ちようしています」

「俺の部屋って言っても、まだ何も変わっちゃいないはずだけどな」

　俺も合わせて部屋を見回す。室内にはあらかじめ用意してもらっていたベッドと勉強机があるくらいで、あと目につくものといえば折りたたまれた数枚の段ボール箱くらいだ。

　事前に業者さんによって運び込まれた俺の荷物で、中身は既すでにクローゼットの中にしまってある。なので今は殺風景な感じだが、これから少しずつ生活感も出てくるだろう。

「ここってさ、昔俺が使わせてもらってた部屋なんだよな？」

　あの時も広い部屋だなって思ってたけど、成長した今でも同じ感想だった。

　今までの自分の部屋と比べたら一回りくらい広くてちょっと戸と惑まどってしまうところもあるが、なんか「帰ってきた」って気分にもなる。

「うん、もともとはお客さんが来た時に泊とまってもらうための部屋だったらしいけど、ほとんど物置みたいな感じになってたんだよ。それを、お兄ちゃんが来るからってみんなで片付けたんだ」

「そっか、わざわざありがとうな」

　俺はまたしても月つき城しろ家けの人々の優しさにジーンとしてしまう。

「……ってお姉ちゃん？　なにしてんの？」

　とその時、椛の声で、菫がなぜか俺のベッドをジッと見つめているのに気がついた。

「今日からここでお兄さんが寝ね起おきするかと思うと、なんだか感動でめまいがしそうになって……。お、お兄さん、少し横にならせてもらってもよろしいですか？」

「え？　そりゃ別にかまわないけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

　確かに菫は少し足元がおぼつかない感じでハァハァと息も荒あらかったが、一方で目はなぜかギラギラしていて顔色もよく、体調が悪いようには見えなかった。

「そ、そうですか！　では、し、失礼いたします……！」

　菫はフラフラとベッドに倒たおれ込もうとするが、

「待った、何しようとしてるのお姉ちゃん」

　寸前で、椛にガシッと肩かたを掴つかまれた。

「で、ですから、急にめまいがしたのでお兄さんのベッドをお借りして」

「だったら自分の部屋に戻ればいいじゃん。……はっ!?　まさかお姉ちゃん、ベッドに残ったお兄ちゃんのにおいを──」

「な、ななな何を言っているのですか椛!?　だ、大体お兄さんは今日着いたばかりなんですからベッドは未使用です！　ですから、まだそんなことはできません！」

「今『まだ』って言ったよね!?」

「き、気のせいです！　わ、私はただ、あわよくば自分の香かおりを残せればと──」

「そっちか！」

「……え？　え？」

　なぜか突とつ然ぜん言い争いが始まって、俺は呆あつ気けに取られる。

　直前まで、二人はなに話してるんだろうなーってボーッと見てたのに、なんで急に!?

「な、なんて変態的なこと考えてるのお姉ちゃんは！」

「へ、へんた……っ!?　ししし失礼なこと言わないでください！　私は別にそういう意図があったわけではなく、ただ自然に身体からだが動いただけで──」

「そういうのが変態的だって言ってるの！　まったくお姉ちゃんは、普ふ段だんは清せい楚そな大和やまと撫なで子こなくせして、お兄ちゃんのこととなるとそうなんだから……！　そもそもにおい付けならもうあたしが先に──」

「待ちなさい椛」

　ガシッと、今度は菫が椛の肩を掴む。

「今、なんて言いましたか？　あなたが先に？」

「な、何のことかなー？　聞き間ま違ちがいじゃないのー？」

「……そういえばあなた、お母さんに倉庫から枕まくらを持ってくるよう言われてましたよね？　ま、まさかその時にスリスリと……！」

「そ、そそそそんなことあたしがするわけないじゃん!?　バッカじゃないの!?」

「明らかに目が泳いでいるじゃありませんか！　あ、あなたは普ふ通つうにしてるだけで十分魅み力りよく的てきなのに、そんな姑こ息そくなことを……！」

「そ、その姑息なことをお姉ちゃんもしようとしてたんじゃん！」

「で、ですからそれは誤解です！　とにかく、私はめまいがしてたまらないので、お兄さんのベッドで休ませていただきます！」

「あ、こら、そう言いつつなんで枕をギュッとする必要があるの！　それはあたしが！」

「ちょっ!?　二人とも!?」

　気づいたら、一いつ緒しよにベッドの上に転がって枕を取り合い始めた二人。

　しかも二人ともスカート姿だったから、動くたびに白いレースとかピンクの縞しま々しまとか見えてはいけないものが見えてしまって、俺は慌あわてて視線を逸そらす。

　……な、なんで急にこんなことに……!?　って、よくわからないけど、これは明らかにケンカだよな？　だったら止めないと！

「ま、待った待った！　二人ともストップ！」

　俺はほとんどめくれ上がってしまっていた二人のスカートをなんとか見ないようにしながら、枕を引っこ抜ぬいた。

「あ、それ返してお兄ちゃん！　まだ済んでないから！」

「そうです！　まだ不十分です！」

「何の話!?　ってかそもそも、どうして急にケンカが始まってるんだよ！　ベッドがどうとかにおいがどうとか、何を争ってるんだ!?」
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　返して返してと手を伸のばす二人を避よけながら、俺はそう訊たずねる。

「「え？」」

　すると二人とも一いつ瞬しゆんキョトンとした顔を見せてから、すぐにかあああぁと顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

「そ、それはですね……、あのその……！」

「い、言えるわけないじゃん……。もう、お姉ちゃんがバカなことするから……」

「あ、あなただって同じでしょう!?」

「そもそもお姉ちゃんが──」

「だから、なんですぐそうなる!?」

　またぞろ言い争いが再開されそうになって、俺は驚きよう愕がくする。

「えっと……！　つまり、その、あれだよ！　ほら、お兄ちゃんにこれからゆっくり寝ねてほしいと思って、ベッドをちゃんと整えないといけないなーって思ったんだよ！」

「そ、そうです、それです！　その、ちゃんと天日干しなどもしましたけど、変なにおいとか残っていてはいけないと思いまして、チェックしていたわけです！」

「…………そうなのか？」

「も、もちろんです。お兄さんの安あん眠みんのためにベストを尽つくすのは当然です」

「うんうん、そうだよね。これも、ほら、えーと……、か、家族の義務だよ」

「それなら仕方ないな！」

　家族の義務と言われて、俺は釈しやく然ぜんとしない気持ちも即そく座ざに吹ふっ飛んで頷うなずいた。

　……なるほど、家族ともなると安眠の心配もするよな。うん。そりゃ家族だもんな。家族となりゃ、そういうのも当たり前か！

　俺がうんうんと納得している間、二人は「あ、危なかったです……」「もう、お姉ちゃん、気をつけてよね……」とかヒソヒソ言ってたが、気にしなかった。

「心配してくれてありがとうな。でも俺って結構どこでも眠ねむれるタイプだし、細かいことは気にしないから大丈夫だよ」

　俺はそう答えながら、枕を元に戻もどす。

　ベッドは二人がもみ合ってたことで結構しわだらけになってしまっていたが、こんなのは直せば済むことだ。それより、二人の気持ちが素直にうれしかった。なぜか二人はそれを聞いて気まずそうに目を逸らしていたけど。

「ところで、そのために訪ねてきたのか？」

「え？　あ、ううん、全然違ちがうよ」

「お兄さんをご案内しようと思ってきたのです」

　ご案内？　俺はよくわからず首を傾かしげる。

「ほら、お兄ちゃんは今日からこの家で暮らすんだから、家の中を案内しようと思って」

「ああ、そういうことか。でも、申し出はありがたいけど、昔ここで厄やつ介かいになってた時の記き憶おくはあるから大丈夫だと思うぞ？」

　リビング、キッチン、バスルームにトイレ。庭の構造とか倉庫の位置も……、うん、ちゃんと覚えてる。ここでの暮らしを忘れるわけがない。

「さすがお兄さんです。ですが、私達がご案内しようとしているのは、そういう意図ではありません」

「うん、お兄ちゃんに、あたし達の部屋を見てもらおうって思って来たんだよ」

「二人の部屋？　なんでまた？」

　女の子の部屋っていったら究極のプライベート空間のはずで、わざわざ男の俺に見せるなんてことがあるのだろうか？

「も、もちろんそれも家族だからだよ。妹がお兄ちゃんを部屋に案内するのは当然だからね。ねえお姉ちゃん？」

「その通りです。お兄さんなら、いつ何時でも私の部屋にいらしてくれてかまいません。なんならそのまま住み続けていただいても……」

　椛が「お、お姉ちゃん、なんでそうダダ漏もれなの!?」と謎なぞのツッコミを入れているが、俺はまたしても感動して聞いちゃいなかった。

　……妹が兄を部屋に案内するのが当然とか、やっぱり本物の家族ってイイ……！

「そっか、そういうことなら是ぜ非ひ案内してもらおうか！」

　俺が意い気き揚よう々ようとそう答えると、二人は「やった！」と喜んで早速俺を引っ張り出し、そのまま自分達の部屋へと連れていった。

　二人の部屋は同じ二階にあって隣となり合っており、まず案内されたのは菫の部屋だった。

「ああ、ついにこの時が来たのですね……。お兄さんを私の部屋に招き入れる時が……！　これはそう、いうなれば、まさに既き成せい事じ実じつ……!?」

「なあ椛、菫は何を言ってるんだ？」

「気にしないでお兄ちゃん。理解しなくていいことだから」

　自分の部屋のドアの前でクネクネしてる菫に、俺はちょっと引く。

「さ、さあ、ではどうぞお兄さん」

　やがて菫がドアを開け、中に招き入れる。

「おお……」

　室内に入った俺は、思わず声を漏らしてしまった。別に何か変わった様子だったってわけじゃないが、女の子の部屋に入ったって感動で、つい。

　机、タンス、本ほん棚だな、ベッドなど、一通りの家具が置いてある普通の部屋だったが、全体的に落ち着いたシックな雰ふん囲い気きで、いかにも菫らしい感じが出ていた。窓際に置かれた小さな観葉植物とかレースのカーテンなんて、お淑しとやかな菫にぴったりだ。

「やっぱ、昔とは雰囲気が違ってるな。成長したってことなんだろうな……」

　俺は昔の記憶を思い出しながら、感かん慨がい深ぶかく呟つぶやく。菫の部屋には子供の頃ころにも入った記憶があるが、その時はもっとこう、いかにも女の子っぽい部屋だった気がする。

「お、お兄さんに見られています……！　私の部屋をお兄さんに、じっくりと……！　こ、こうなったらもう、責任を取っていただくしか……！」

「なあ椛、菫は」

「気にしないで。発作みたいなものだから」

　事実、しばらくしたら収まった。なんなんだ。

「ん？　こいつは……」

　そんなこんなで俺は菫の部屋を見み渡わたしていると、ふと壁かべに写真が貼はられたコルクボードがあるのを見つけた。

「昔の写真じゃないか。懐なつかしいな」

　それは俺がこの家で厄介になってた頃の写真だった。

「はい、大切な記念です。お兄さんと一緒にいる写真を飾かざってあります」

「ほんとだ、全部俺が写ってる……。でも、なんで俺の写真をこんなに飾ってるんだ？」

「そ、それは……！」

　菫が顔を赤らめて目を逸らす。その反応に、俺は思わずドキリとしてしまう。

　……な、なんだ？　なんか照れた感じでモジモジしてるし、さっきからチラチラと意味深な視線を向けてくるし……。

　俺はそんな菫の様子に、さっきまでのことも思い出しながら、ふとこんな考えを抱いだいてしまう。もしかして菫は俺のことを好きなんじゃないか、と──

「も、もちろんそれは、私がお兄さんのことをわぷっ!?」

「な、なにを言おうとしてたのかなーお姉ちゃんは？」

　その時、何か言おうとしていた菫の口を、なぜか椛が突とつ如じよふさいだ。

「勘かん違ちがいしないでねお兄ちゃん。これはお兄ちゃんを家族として迎むかえ入れる練習のためにしてることだから。ほら、昔の感覚を思い出すみたいな？　だから変な意味はないし、当然お姉ちゃんがお兄ちゃんのことを好きで好きでたまらなくてこんなことをしてるなんてことは絶対に、完全に、１００％ないから。ねえお姉ちゃん？」

「も、椛、あなた、なんということを……！」

「約束」

「む、むむむ……！　も、椛の言う通りです、お兄さん……！　そんなことは、あり、ありません……！　く……っ！」

　まるで血を吐はきそうなくらい苦し気に言う菫に、そんな姉をこめかみに青筋を立てながら冷ややかな目で見つめる椛。

　な、なんだかよくわからないが、俺は菫の口から直接考えを否定されたことで、残念に思いつつもホッとしてしまう。

　……そんな目で見ないって決めたのに、何考えてんだ俺は。菫は家族としての善意から好意を見せてくれてるだけなのに「もしかして俺って好かれてる？」なんて思うとか、理想の家族を追い求める者としてはあり得ないことだった。反省しろ俺。

「そ、そっか、わざわざこんなことまでしてくれてたんだな。ありがたいよ」

　俺は気を取り直して、改めて菫の善意に感謝する。

　……まあ、当の本人はなぜか椛と「むむむ」「うぐぐ」って感じで睨にらみ合ってて聞いちゃいなかったんだけどな……。

「あれ？　このスペースはなんなんだ？」

　とその時、俺はコルクボードの中心に不自然な空きスペースがあるのに気がついた。

「むむむ……！　え？　ああ、そこはこれからのためにあえて空けているんです」

「これからのためにって？」

「そ、それは──」

「はいはい、もうお姉ちゃんの部屋は見たでしょ？　次はあたしの番」

　何か言いかけた菫を、椛が間に入って遮さえぎる。

「も、椛、早くないですか？　まだいろいろやるべきこともあるのに」

「部屋を紹しよう介かいするだけなんだからもう十分じゃん。見せるものはもう見せたでしょ？　やるべきことって何よ」

「そ、それは、……たとえばお兄さんが偶ぐう然ぜんクローゼットに触ふれて、運悪く中のものが散乱してしまい、し、下着が見られるようなハプニングが起きるかも──」

「お兄ちゃん、そのクローゼットには絶対触さわらないで。じゃ、あたしの部屋に行くよ」

　菫が「ああ、せっかくバランスまで完かん璧ぺきに計算したのに……！」と謎の台詞せりふを呟く中、椛は俺の腕うでを引っ張ってさっさと部屋から出ていく。

　……なんかものすごい問題発言があった気がするが、椛に訊きいても「気にしないで。病気みたいなものだから」と真顔で一いつ蹴しゆうされてしまった。

　廊ろう下かに出て、今度は隣となりの部屋へと案内される。

「え、えっと、ここがあたしの部屋。……ああもう、なんか照れるなぁ……」

　椛はドアを開けて俺を招き入れると、顔を赤くして拗すねたようにそっぽを向いた。

「これが椛の部屋か……」

　一方俺は、室内を見回しながら呟く。

　椛の部屋は菫のところと同じくらいの広さだったが、印象はまるで違った。

　机やタンスの上、ベッドの頭などに、ぬいぐるみや可愛かわいらしい小物などがたくさん置かれているのがまず目につく。カーテンや家具のデザインなんかも、菫のところに比べて明るい印象だった。

　部屋の真ん中には小さなテーブルと、それを囲むように動物（猫ねこかな？）をかたどったクッションが置かれていて、全体的にいかにも女の子っぽい部屋だ。

「い、言っとくけど、あたしの部屋に入った男の人は、お父さん以外はお兄ちゃんだけなんだからね？　そこ、大事だからちゃんと覚えてて」

「え？　それはどういう」

「深く考えなくても大だい丈じよう夫ぶですお兄さん。椛はただ単に客観的な事実を言っただけで、そこに深い意味はありません。ええ、ありませんとも」

　恥はずかしそうに目線を逸そらす椛に、なぜか冷ややかな反応を見せる菫。

　……またなんか空気が変な感じになってるけど──うん？

「このぬいぐるみは？」

　その時ふと、俺はベッドの上に一つだけ毛色の違うぬいぐるみがあるのを見つけた。

　他は全部動物のぬいぐるみなのに、それだけはデフォルメ化されてるけど明らかに人間だってのがわかる。

「あ、ああそれは、お兄ちゃんのぬいぐるみだよ」

「へ？　俺のって？」

「だ、だから、そのぬいぐるみはお兄ちゃんをモデルにしたものなの。……そ、その、あたしが自分で作ったんだ」

「お、俺をモデルにって、なんでまたそんなぬいぐるみを？　それに、ベッドの上にあったけど、まさかそれって……」

　──もしかして、そのぬいぐるみを抱いて寝ねていたりするのか？

　と、そんな疑問が浮うかんだが、さすがに恥ずかしくて口には出せなかった。

　けれど、椛には俺の言おうとしたことがわかったみたいで、

「う、うん、まあ、その……」

　かあああぁと真っ赤になりながら頷うなずく。

「ど、どうしてだ？　わざわざぬいぐるみを作ってまで？」

「そ、それは、お兄ちゃんのことがうぷっ!?」

「……何を口走るつもりだったのですか椛？」

　バッと素早い動きで椛の口を手で覆おおう菫。

「お兄さん、誤解しないでください。椛はあくまでお兄さんを家族として見るための訓練として、そのようなことをしているにすぎないのです。ぬいぐるみを作ったのも、毎晩抱いて寝ているのも、あくまでお兄さんとの生活に慣れるための行こう為いであり、決してお兄さんに対する身を焦こがすような愛情の発はつ露ろなどではありません。よろしいですか？」

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん勝手に」

「約束はどうしました椛？」

「う、ぐぐぐ……！　お、お姉ちゃんの言う通りです……！　単なる訓練で、ぬいぐるみに深い意味はありません……！　うぐぐ……！」

　そう言いながらも涙なみだ目めで睨む椛に、そんな視線などどこ吹ふく風といった感じの菫。

　……な、なんかさっきも似たようなやり取りがあったけど、なんなんだ……。

　それはともかく、俺は椛の言葉を聞いてまたもや安あん堵どのため息を吐く。

　家族だってのに、油断してるとすぐにそういう方面に誤解しそうになるから、俺の決意もまだまだ弱い。……いや、自分で言うのもなんだが決意自体は固いのに、それ以上にこの姉妹が可愛すぎるから困る。あんまり思春期の男子を惑まどわせないでほしい。

「そ、そうだったのか。でもぬいぐるみを自作するとか、椛って実は器用だったんだな」

　俺はそう言いつつ、熱くなった顔を冷ますように再び室内を見渡す。

「うん？　これは写真立てか……？」

　とその時、机の上に奇き妙みようなものがあるのを見つけた。大き目の写真立てのようだが、中には何も入っていない。それなのに、机の一番目立つ場所に置かれている。

「なあ椛、これは？　空っぽだけど」

「ああ、それはこれから写真を飾る予定なんだよ」

「へえ……。でも、何の写真を？」

「それは──」

「椛、お部屋の紹介は終わりましたし、一度出ましょう。説明はそこで」

　割り込んで遮る菫。椛は不満そうにムッとして、

「まだ早いじゃん。もうちょっとお兄ちゃんとお話ししてもいいでしょ」

「用件は済みました。それに、下手にとどまっているとあなたがどんな作戦でお兄さんにアピールしようとするかわかりませんからね。考えるだけで驚きよう異いです」

「あ、あたしはそんなこと考えてないし。お姉ちゃんと一いつ緒しよにしないでよ」

　そんな椛の抗こう議ぎもスルーして、菫は俺の背中を押して外に出るように促うながす。

　その途と中ちゆう、俺の足が床ゆかに置かれていた紙かみ袋ぶくろに当たって、中身が飛び出してしまった。急せかされてたこともあって、前をよく見てなかったのだ。

「あ、わ、悪い」

　俺は慌あわてて拾い上げようとするが、その瞬しゆん間かん、ピシッと固まってしまった。

「どうしましたお兄さ──……なっ!?　こ、これは……！」

　さらに、後ろから覗のぞき込んだ菫も同じように硬こう直ちよくする。

「ぶ、ブラ……!?　も、椛、どうしてこんなものがここにあるんですか!?」

　なぜなら、袋から飛び出してしまったものは色とりどりのブラジャーだったからだ。

「あああ!?　み、見ないで！　お兄ちゃん見ちゃダメ！」

「はっ!?　ま、まさかあなた、お兄さんに見せるためにわざとここに……!?　私と同じことを考えてたというのですか!?」

「お姉ちゃんと一緒にしないでよ!?　そ、それは、最近またブラのサイズが合わなくなってきたから昨日新しく買ってきたばかりのやつで、しまい忘れてただけだから！」

「ナチュラルにこんなことができるなんて……！　しかも、ぶ、ブラとか……！　やはりあなたは胸囲──もとい驚異ですね……！」

「ああもう目が怖こわいよお姉ちゃん!?」

　姉妹がなにやらギャーギャー言ってるけど、俺は散乱したブラジャーに釘くぎ付づけだった。

　頭の中にあるのはたった一つの単語のみ。即すなわち『デカい』。

「と、とにかく外に出てってば！」

　ほとんど体当たりされるような勢いで、俺は廊下へと押し出された。

　ドアを閉めハァハァと息を荒あららげながら、椛が真っ赤な顔で「い、今のは忘れること」と言ってきたので、俺はコクコクと頷く。家族なんだから、洗せん濯たく物ものとかで下着を見るのは自然なことだと何度も頭の中で繰くり返しながら。

「……ふう、と、とりあえずこれで部屋の紹介は終わったよ」

　額の汗あせを拭ぬぐいながら言う椛に、菫もまだちょっと悔くやしそうな顔で頷く。

「そうですね。お兄さんにちゃんと私達のお部屋を見ていただきました。これで、ようやく主題に入れますね」

「……主題って何のことだ？　部屋を見せてもらって終わりなんじゃないのか？」

　確か、家族だから部屋を見せてくれるとかいう話だったのでは？

「もちろん部屋を見せるのが目的だったけど、重要なのはその後なんだよ」

　だが椛はそう返し、菫もうんうんと頷く。

　俺が首を傾かしげていると、二人は一度目を合わせた後、バッとこちらに迫せまってきて、




「「（お兄さんは）（お兄ちゃんは）どっちの部屋が好き!?」」




　そんな、意味不明な質問を俺に投げかけてきた。

「……え？　ど、どっちの部屋がって？」

　もちろん俺は戸と惑まどう。というか、さっきも同じようなことがあったような……。

「だから、あたしとお姉ちゃんの部屋を見たでしょ？　お兄ちゃんは、どっちの部屋の方が好みだったのかってこと」

「い、いや待て。なんでそんなことを俺に訊く必要が？」

「何を言っているのですか。これはとても重要なことです。お兄さんに訊かずして誰だれに訊くというのでしょう。いえ、そんな相手はお兄さん以外ありません。以上証明終しゆう了りようです」

　自己完結された。ちなみに何も証明できてないと思う。

「あたしの方だよねお兄ちゃん？　あたしの部屋にいる時、お兄ちゃんはリラックスした感じだったもん。あたしにはわかってるよ」

「いえ、私の方に決まっていますね。私の部屋にいる時のお兄さんは、明らかに居心地がよさそうでした。そのまま永住してもいいという心の声を聞きました」

「お姉ちゃん、妄もう想そうも過ぎるとちょっとキモいよ……」

「も、妄想ではありません！　あなたの方こそ、単なる思い込みではないですか！」

「お、思い込みじゃないもん！　お兄ちゃんは確かにホッとした感じだったよ！　お姉ちゃんは美人すぎて部屋もセンスよすぎるから、そういうのって逆に男の人は緊きん張ちようしちゃうらしいよ！　お兄ちゃんもそんな感じだったもんね！」

「そ、そんなことはありません！　あなたの部屋こそ可愛らしさ満点で羨うらやましいくらい女の子っぽいですが、そういう異性を感じさせる方が殿との方がたは委縮してしまうものなのです！　お兄さんはきっと私を選んでくださいます！」

　ワーワーギャーギャー。

　気づいたらいつの間にか姉妹喧げん嘩かが始まっていて、俺は慌てる。

「ま、待った二人とも！　そもそも俺が二人の部屋をあーだこーだ言う必要なんてないだろ!?　二人の部屋なんだからさ！」

「そんなことはありません。お兄さんがどちらの部屋が好きなのかは非常に重要です」

「お兄ちゃんの好みをハッキリさせるのは超ちよう大だい事じなんだから。その、家族として」

　そう言われて、グッと言葉に詰つまってしまう俺。

　……だが、つまりこれはあれだ。遥はるかさんが言ってた、俺のためのケンカってやつだ。

　俺を家族として迎むかえ入れようとする二人の、１００％の善意がぶつかった結果起こっている対立。それを止めると誓ちかった以上、俺は家族の一員として止めないといけない。

「……いいか、二人とも」

　俺はこほんと一つ咳せき払ばらいしてから、落ち着いて口を開く。

「二人が俺のことを考えてくれるのはうれしい。すげーうれしい。家族として迎え入れるためにいろいろしてくれてるのを見ると、二人の親切さに涙が出てくる。マジで。でもな、そのためにケンカするってのはダメだと思うんだ。やっぱ家族ってのは仲良くしててほしい。ケンカなんてしてほしくない。それも、俺が原因でのケンカなんて見たくないんだ。本当は二人はすげー仲がいいんだってことは知ってるから、余計に思う。だからもう俺のためにケンカなんてしないでくれ。みんなで笑って暮らそうぜ。だって、それが家族ってもんだろう……？」

　俺は最後「ふ……」と余よ裕ゆうの笑みを添そえた。

　我ながら、なんという説得力。俺ならこんなこと言われたら感動で泣いてしまう。

　だから、きっと二人にも俺の気持ちが通じてケンカをやめ──

「大体あなたはただでさえ可愛かわいいんですから、普ふ通つうにしてるだけで十分アピールになるでしょう!?　こういう場面くらい私に譲ゆずってくれてもいいではありませんか！」

「それはこっちの台詞せりふ！　お姉ちゃんは超美人でアドバンテージありまくりなんだから、ここはあたしの勝ちでもいいじゃん！」

　るどころか、話を聞いてさえいなかったでござる。

　……俺、泣いていいすか。別の意味で。

「だあもう！　とにかくケンカはやめてくれってば！　どうすりゃいいんだよ俺は！」

　余裕は一いつ瞬しゆんで剥はがれ落ち、俺はもうとにかく声を張り上げるしかなかった。

「「…………っ!!」」

　その瞬間、なぜか二人がピタリと止まる。そして同時に俺の方を向いて、

「申し訳ありませんお兄さん。これは私達にとって決して譲ることができない戦いですので、やめるわけにはいかないのです」

「うん。でも止める方法は一つだけあるよ。それは、お兄ちゃんがあたしとお姉ちゃんのどっちかを選ぶこと」

　なんかものすごい迫はく力りよくのある真顔でそんなことを言ってきた。

「お、俺が、選ぶ……？」

「そう。お兄ちゃんのことでこうなってるわけだからね」

「お兄さんの決定が絶対です。私達はそれに従うまでです。なので、お兄さんは素直な気持ちでどちらかを選んでいただければいいのです」

　……た、確かに俺のことで争ってるんだから、俺が白黒つければ争いが終わるってのは理り屈くつとしてはわかるが……、でも、じゃあどうやって選べばいいってんだ？

　どっちの部屋が好きかなんて、それぞれによさがあるんだから判断のしようがない。どうやって勝ち負けなんてつけりゃいいのか──

　ん？　待てよ、勝ち負け？　勝負ってことなら、ひょっとして……。

「……わ、わかった。じゃあ俺の考えを言う」

　俺の頭にある考えが閃ひらめいた。これならケンカを終わらせられるかもしれない。

「まず菫の部屋の方はすごく落ち着いた印象だった。センスがあって居心地もよかった。椛の部屋は女の子っぽくて可愛かったし、気安い感じでこれもよかった。つまり、結論としてはどっちも違ちがうベクトルでいい感じで、俺はどっちも好きだってことだ」

　そう、俺の出した結論はどっちもいいってことで、つまりは引き分けだ。

　勝負は勝ち負けだけじゃなくドローがある。現に、菫と椛の部屋の優ゆう劣れつはつけられないから、この結論しかない。これなら二人を納得させつつケンカを終わらせることが──

「なんですかそれは！　ど、どっちも選ぶなんて非ひ倫りん理り的てきだと言ったじゃないですか！」

「そうだよお兄ちゃん！　そんな不誠実なことじゃダメに決まってんじゃん！」

　できてませんね、はいそうですね。

　……なんでだよ!?　というか非倫理的とか不誠実ってのはどういう意味だ!?

「仕方ないだろ!?　こんなのどっちがいいかなんて選べる問題じゃないんだから！」

　俺はいい加減頭が痛くなってきたが、

「それでも無理にでも選んでよ！」

「その通りです！　そうしないと写真撮さつ影えいの権利がハッキリしません！」

　その時発せられた菫の言葉にピクリと引っかかる。

「……今なんて言った？　写真撮影の権利……？」

「そうです。選ばれた方が、なんとお兄さんと一いつ緒しよに写真を撮とる権利があるのです」

「あたし達がそう決めたんだよ。そのためにお姉ちゃんもあたしも、写真を飾かざるスペースを確保してるんだから」

「……まさかそれって、あのコルクボードの空いてる部分とカラの写真立てのことか？」

　俺の質問に、二人は「そうそう」と頷うなずく。

　……いや、待て、そんなことで争ってただと……？

「それなら俺が二人ともと写真を撮ればいいだけじゃないか！」

「え!?　私と椛、両方と撮っていただけるのですか!?」

「そ、そんな大サービスしてくれるのお兄ちゃん!?」

「いや、サービスでも何でもないだろ!?　それでケンカが収まるならやるよ！」

「ど、どうしようお姉ちゃん!?　お兄ちゃんはこう言ってるけど!?」

「こ、ここは一時休戦です椛！　こんな絶好の機会を逃のがしてはいけません！」

　そうだよね！　そうですよ！　と手を取り合って頷き合う姉妹。仲いいじゃねえか！

「お、お兄さん！　では、その、一緒に並んで立っていただいてもいいですか!?　あ、椛は写真の方、お願いします！」

　そうして早速、上じよう機き嫌げんな菫が迫ってきた。

「む……、まあいいけどさ。じゃあ撮るよ」

　菫のスマホを受け取った椛は少し頬ほおを膨ふくらませるが、それでも撮影の態勢に入る。

「ま、待ってください。……あ、あの、お兄さん。はしたないお願いと思われるかもしれませんが、て、ててて、手をつないでいただいてもよろしいでしょうか!?」

「え？　ああ、うん」

　菫が真っ赤な顔をして何を言うかと思ったら、その程度のことだったので俺はすぐさま菫の手を握にぎった。……柔やわらかい。

「お、お兄さんの手が……！　椛！　今この瞬しゆん間かんを撮影してください！　お兄さんと私が永遠に結ばれた瞬間を！」

「…………（イラッ）」

　あ、なんか今椛の顔がメッチャ苛いらついた感じになったような……。

　それでも椛は無言のまま撮影を終え「はい」と菫にスマホを返した。

「ああ、世紀の瞬間はどんな風に写って──って、椛!?　なんですかこれは!?　私がほとんど見切れているではありませんか！」

「あ、ごっめーん。お姉ちゃんのスマホの扱あつかい方がよくわからなくてズレちゃった」

　シレッと言う椛に「あなたのと同じ機種でしょう!?」と涙なみだ目めの菫。

「そんなことより、次はあたしの番だよ。お姉ちゃんは撮影お願いね。で、えっと……、お、お兄ちゃんは、腕うでをあたしの肩かたのところにこう……」

「え？　そ、そうなると、なんつーか、肩を抱だくような姿勢になるけど」

「か、家族なら普通だよ普通。仲のいい兄妹きようだいならあるあるだから！」

　そう言われて俺は椛の肩に腕を回す。当然距きよ離りが近くなり椛の温かさに顔が熱くなる。

　家族なんだから普通だと自分に言い聞かせるが、なんだか甘い香かおりまで漂ただよってきて平静を保つのが大変だった。

「というわけでお姉ちゃん、準備オッケーだよ！」

「……………………」

　満面の笑みを浮うかべる椛に対し、菫は完全な無表情でスマホを向けてくる。

　そうして撮影を終えて椛にスマホを返すが、

「なにこれ!?　あたしが全然写ってないじゃん！　見切れてるってレベルじゃないよ！」

「あら、ごめんなさいね椛。お兄さんのことしか目に入らなくて、つい」

「言い訳さえしない!?　ど、どういうつもりなのかなお姉ちゃん……!?」

「それはこっちの台詞ではないですか椛……!?」

　睨にらみ合う二人。なんか、ゴゴゴゴゴ……って効果音でも聞こえてきそうな迫力だが、ああもう、ただ単に家族で写真撮影ってだけでなんでこんなことになってんだ!?

「あなた達、廊ろう下かで何をやってるの」

　とその時、そんな声が聞こえてきたので反射的に振ふり向くと、そこには洗せん濯たく物ものを抱かかえた遥さんが、姉妹を見て呆あきれた顔をして立っていた。

　だが二人は気づいた様子もなく「むむむ！」「うぐぐ！」と睨み合ったままだ。

「……はぁ、またケンカの真っ最中らしいわね」

「す、すみません。仲裁しようと思ったんですけど……！」

「隼はや人とくんは悪くないわ。ここまで盛り上がってるのは初めて見たけど、この子達は大体いつもこんな感じだし」

　遥さんは苦笑しながら「苦戦してるみたいね」と続けた。

「さすがにこのままだと隼人くんにも迷めい惑わくだろうし、私が止めましょうか？」

　そう言われて、俺は「う……」と言葉に詰つまる。

　確かに二人は止めないといけない。けど、今の俺には上手うまく仲裁する自信がなかった。

　ここは遥さんに任せるべきかもしれない。どうしようもない状じよう況きようなのだから不ふ可か抗こう力りよくってやつだ。……けど、

「…………いえ」

　俺は首を振った。

　今日は俺が月城家での生活を始める最初の日だ。そんな初っ端ぱなから音を上げてるようでは、完全に家族失格だ。遥さんにも仲裁してみせると言ったんだから、ここで諦あきらめたら今後も全てがダメになっちまう気がする。

　でも、じゃあどうする？　ヒートアップしている二人のケンカを一瞬で収めるような方法があるか？　俺の理想の家族像を実現する方法は──

「……あっ！　み、みんな！」

　その時、俺はある考えが閃いて、気づいたらこう声を上げていた。

「みんな、俺の頼たのみを聞いてくれ！」




　　　　▼




「ああ、綺き麗れいに撮れているわ。でもあなた、こういう時くらいもう少しにこやかにしてもいいんじゃないかしら？」

「…………うむ」

　遥さんがデジカメを確認しながら「隼人くんも見る？」と手て渡わたしてきた。

　俺を中心に、左右に菫と椛。そしてさらにその隣となりに文ふみ彦ひこさんと遥さんがいる画像。

　庭に出て家をバックにして五人が揃そろった写真だ。

　なんだこれはと訊きかれたら──そう、これはいわゆる家族写真というやつだった。

　あの時、俺が口にした仲裁案というか頼みってやつは、みんなで写真が撮りたいというものだった。

　──俺と一緒の写真が欲しいっていうなら、文彦さんと遥さんも合わせてみんなで撮ろう。というか、俺はそんな写真が記念に欲しい。二人もそれでいいと思わないか？

　そう言ったら、二人はキョトンとした顔を見せた後、なんだかんだ文句は言いつつも了りよう承しようしてくれたんだ。そして、今に至る、と。

「いい写真ですが……、でも椛、あなた少しお兄さんにくっつきすぎではないですか？」

「お姉ちゃんこそでしょ。お兄ちゃんのこととなると遠えん慮りよがなくなるんだから……」

「ご、誤解を招くようなことを言わないでください」

　二人もデジカメを覗のぞき込んでくる。またぞろ何か言い合っているけど、もうさっきまでのケンカといった雰ふん囲い気きはなかった。

「二人とも、悪かったな。俺のわがままに付き合ってもらって。……その、飾る写真はこれでもいいかな？」

　俺はちょっと気後れしながら訊たずねる。結局、二人の希望より、俺自身の願望を押し通す結果になってしまったからだ。……だが、

「お兄さんのお願いを聞かないなどあり得ません。少し残念ではありますが、これはこれでいい写真であることに違いはありませんから」

「まあ、そうだね。家族の集合写真なんて何年ぶりかなー。でも、今はここにお兄ちゃんがいるんだね。えへへ……」

　二人とも笑顔でそう答えてくれた。やっぱりこの二人は最高に優しい。

「しかし椛、お兄さんとのツーショット写真についてはまた今度考えるとしましょう。やはり、そこでどちらが選ばれるかをハッキリさせるべきですね」

「そうだね。いっそのこと、どっちがお兄ちゃんをよりドキドキさせられるツーショットを撮れるかっていうのは？」

「も、椛、あなたは天才ですか？　その発想はありませんでした……！」

　……な、なんか後ろで不ふ穏おんな会話がなされている気がするが、今はちょっと聞き流しておこう。うん。

　俺はそんなことを考えながら、もう一度写真を見る。

　四人の家族と俺が写っている。俺は笑みを浮かべているが、ちょっとぎこちない。

　俺が本当に家族の一員として認められれば、この笑顔ももっと自然になるんだろうか。

　なんにせよ、いい写真だった。勇気を出して言ってみてよかった。俺も、二人と同じように、この写真を部屋に飾ろう。

　こうして、この『家族写真』は、俺が月城家に来て最初の宝物になったのだった。
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兄の学校生活を転校初日からいろいろぶっ壊こわす妹達









「えへへへへ……」

「ん？　なんだ椛もみじ、えらくうれしそうじゃないか」

「そ、そうかな？　ちょっと緊きん張ちようしてるんだけどな、あたし」

　俺の質問に、隣で歩いていた椛は顔を赤らめながら答える。そう言われると確かにちょっと動きが硬かたい気がしないでもないけど、それでもやっぱり椛は笑顔で上機嫌に見えた。

「緊張って、なんで？」

「そ、それはだって、……今はお兄ちゃんと二人きりだし」

　恥はずかしそうに視線を逸そらしながらそう言う椛に、思わずドキリとしてしまう。

「そ、そう言われてみれば、昨日からずっと菫すみれとも一いつ緒しよだったから、椛と二人だけってのは初めてかもな」

「そうなんだよ。だから、このチャンスは生かさないといけないんだけど……！」

　椛はそう言って、拳こぶしを握りしめてむんっと気合を入れるが、

「…………でも、二人きりになったらお兄ちゃんにいろいろお願いしようって考えてきたんだけど、うう……、や、やっぱり恥ずかしいよぅ……！」

　なぜか、すぐに両手で頬を覆おおって俯うつむいてしまった。

「いろいろお願いって？」

「あ、いや、その、それは……、あはは……！」

　俺が首を傾かしげると、椛はぶんぶんと手を振りながら笑って誤ご魔ま化かす。

　だが、やがて意を決したような感じで「うん……っ」と頷うなずくと、俺を見上げながらどこか遠慮がちに口を開いた。

「ね、ねえお兄ちゃん、その……、あのね？　て、手をつないでもらってもいいかな？」

「て、手をって、どうしてまた？」

「そ、それはその……。べ、別に深い意味はないけど、あれだよ。な、仲良し兄妹きようだいなら手をつなぐくらい普ふ通つうだから」

　顔を真っ赤にしてワタワタしながら説明する椛。

「そ、そうなのか？　……それならまあ、別にいいけど」

　俺が承しよう諾だくすると、椛は「やった……！」と小さくガッツポーズをした後、どこか遠慮がちに俺の手を握にぎってきた。

「……はぁ、緊張したよぉ……。えへへ……」

「べ、別に手をつなぐくらい緊張することでもないだろ？　大体、昨日なんて腕に抱きついてきたりもしてたじゃないか」

「あ、あれはお姉ちゃんに対たい抗こうして勢いで……！　あ、あんなの二人きりでできるわけないじゃん。恥ずかしすぎるよ……」

　椛は俺の言葉に、かああぁとさらに顔を赤くしながら俯いてしまう。

　昨日はあんなにグイグイきてたはずなのに、今日の椛は随分としおらしい女の子に見える。菫がこの場にいないことが関係してるのだろうか。

「え、えっと、学校まではどのくらいなんだ？」

　なんだかこっちも恥ずかしくなってきて、俺は気を紛まぎらわせるためにそう質問する。

「そんなに遠くはないよ。うちから歩いて十分ちょいかな」

　すると、椛は「んー」と少し考えてからそう答えた。

　今の会話からもわかると思うが、俺は現在登校中である。

　月つき城しろ家けに来たことで今までの学校には物理的に行けなくなり、今日から姉妹も通う私立星せい辰しん学園へと転校することになったのだ。その通学路を、俺は今椛と二人で歩いている。

「近くて便利なんだよね。自転車だとあっという間だから、遅ち刻こくの心配もないし。……ただ、今はちょっとその近さが残念かな」

　言いながら、少し不満そうに唇くちびるを尖とがらせる椛。

「？　なんでだ？　学校が近いってのはいいことばっかだと思うんだけど」

　俺は前に通っていた学校のことを思い出しながら言う。前の学校は電車通学だったからいろいろ面めん倒どうくさかったんだ。

「……だ、だって近いとさ、こうやってお兄ちゃんと一緒の時間が短いじゃん？　学校が遠かったらもっと長くこうやってられるし……」

　また顔を赤くして俯いてしまう椛に、俺はどぎまぎする。椛はあくまで家族として言ってるってわかってるのに、そんな可愛かわいいことを言われたら誤解しそうになる。

　……いかんいかん、俺はこの天使のような姉妹（略して天姉妹。略す必要があるかは不明）をそういった邪よこしまな目では絶対見ないと決めたんだから、動どう揺ようしちゃいけない。

「そ、そっか。でも家でも一緒なわけだし、そんな残念がることでもなくないか？」

「家と外だとやっぱり違ちがうよ。お兄ちゃんとお出かけっていうのが大事なの。やっぱり特別感があるじゃん？」

「なるほど……。でもそれなら、別に通学の時だけしかできないってわけじゃないだろ？　休みの日とかに、一緒にどっか出かけることだってできるわけだし」

「え!?　そ、それってデート!?」

　急に椛が目を輝かがやかせながらグイッと迫せまってきた。

「い、いや、デートってわけじゃなくて。……というか、兄妹でデートはないだろ」

「そ、そんなことないよ！　兄妹でデートとか、もう本当にあるあるだから！　ほら、その、いわゆる家族デートってやつ!?」

　か、家族デート……だと？　そんな素敵ワードがあるのか！　家族ってすげー……！

「仲良しだったらそういうのも普通だって普通！」

「そ、そうなのか。じゃあまあ、そういうのをしてみてもいいよな」

　俺がそう言うと、椛は「やったー！」とぴょんぴょん飛び跳はねた。

「ああもうどうしよ！　今からデートプランいっぱい考えなきゃ！　水族館にー、映画館にー、遊園地も行ってー、二人で一つのドリンクとかも飲んでー、それから暗くなったら夜景の見えるレストラン行ってー、それから夜は、ほ、ホテルのバーとか……！」

　椛が指折り数えながらはしゃいでいる。なんか最後の方は不穏な単語が聞こえた気がしたけど……、それはともかく楽しそうなのはいいことだ。

「うん、俺もいろんな場所に行くのは賛成だな。この街のこと、これから少しずつ知っていきたいし。菫も一緒に、三人でいろいろ回ろうぜ」

　だが俺がそう言うと、椛は動きをピタリと止めて、

「……ああ、そうだったね。もちろんお姉ちゃんも一緒だよね……」

　ズーンと肩かたを落としながら、はあぁ……とため息を吐ついた。

「……なんでそんな反応……。お前ら仲がいいはずだろ？　それとも、もしかして本当は仲が悪かったり……？」

「ううん。お姉ちゃんのことは好きだよ。超ちよう好き。憧あこがれの存在だしね」

　俺の懸け念ねんを、椛はあっさりと否定する。けど続けて、

「……でもお兄ちゃんのことに関しては別。どっちが選ばれるかってことについてはあたし達はライバルだから」

「そこでライバルって単語が出てくるのがよくわからないんだが……。俺のことを知ろうとしてくれてるってのはありがたいんだけどさ」

「それは、一人だけしか選ばれちゃダメなものだからだよ」

「なんで？」

「そ、そういうものだから！　ルールなんだよルール！　姉妹ルールなの！」

　……む、やっぱりよくわからないけど、姉妹ルールか……。

　他人には理解できなくても、当人同士にとっては大事なことってのはあるだろう。家庭内のルールってのもその類たぐいだと思うし、だとしたら椛達の争いも、俺には理解できないが本人達にとっては重要なことなのかもしれない。おいそれと口を挟はさむことはできない。

「けど、やっぱり俺としては二人には仲良くしててほしいけどな」

「……ごめんね。でもこればっかりは、あたしもお姉ちゃんも譲ゆずれないことだから」

　そう言われたら、俺としてはそれ以上何も言えなかった。

　俺にできることと言えば、とにかく二人を仲裁することだけだ。いつか二人のルールを理解してケンカを終わらせたいが、それができるようになるには、俺が本当の意味で家族にならないとダメだろうな。

　俺はとりあえず現時点ではそう納得して「わかった」とだけ言っておく。

「ん、ごめんねお兄ちゃん……。それにしても、デートするならやっぱりお姉ちゃんも一緒だよね……。抜ぬけ駆がけはできないからなぁ……」

　はあぁ……とまたため息の椛。

「これだから、この通学時間は貴重なんだよ。お姉ちゃんがいないから」

　そう、椛の言う通り、この場には菫の姿がない。

　実は菫は生徒会長を務めており（今朝知った）毎日普通の生徒よりも早く登校して仕事に取り掛かかっているのだとか。だから、俺達とは一緒には登校できないというわけだ。

　俺は、そのことがわかった昨日の夜の菫の姿を思い出す。




　──うう……、お兄さんとご一緒に登校できないなんて……！　お兄さんが早起きして私の登校時間に合わせていただければ…………、いえ、それではお兄さんにご迷めい惑わくがかかってしまいます。……ああ、いっそのこと生徒会長を辞めてしまおうかしら……。




　もちろん直後に椛から「なにバカなこと言ってんのお姉ちゃんは！」と怒おこられていた。

　結局菫は泣く泣く諦あきらめて、今に至る。

「大体お姉ちゃんは欲よく張ばりなんだよね。いつもはあたしを優先してくれるけど、お兄ちゃんのこととなると人が変わるんだから」

「欲張りって？」

「だってそうでしょ？　お姉ちゃんはお兄ちゃんと同じ学年で、しかも同じクラスなんだよ？　一年下のあたしと違って学校にいる間はずっと一緒なんだから、登校時間くらいあたしに譲ってくれたっていいじゃん」

　それでも全然バランス取れてないよと不満げな椛。

　俺にはそのバランス感覚ってのはわからないが、椛が俺を慕したってくれているってのは十分伝わってくるので、それだけで満足だった。

　そうこうしているうちに、俺達と同じ制服を着た人がチラホラ見えてきた。

　星辰学園の生徒達だろう。学校が近づいてきたってことらしい。

「それはいいんだけど、なんか注目されてるみたいなんだが……？」

　さっきからものすごい数の視線を感じる。道行く生徒達がほぼ全員俺達の方を見ているのが伝わってきて、とんでもなく居心地が悪い。……なんなんだ？

「……そうみたいだね。で、でもまあ気にすることなくない？　見たいんなら別に見たらいいし、逆にこれってチャンスかもだし……」

　チャンス？　と聞き返そうとした時、椛がさらに俺との距きよ離りを詰つめてきた。そしてその瞬しゆん間かん、周囲がザワッと騒さわがしくなる。

　……ああ、これはそういうことか。どうやら注目されているのは椛で、それが見慣れない男子とくっついてるからザワついているらしい。

「……お前ってもしかして学校で有名だったりするのか？」

「んー？　まあ水泳で国体にも出たから、それなりに有名かもしれないけど」

「こ、国体？　初めて聞いたけど、それってすごくないか？」

　な、なるほど、椛は学校の有名人ってわけか。まあ有名なのは国体選手ってだけじゃなくて、その可愛さによるものも多分に──というかメインであるんだろうけど。

「……なあ、そろそろ離はなれた方がいいと思うぞ」

「？　どうして？」

「だってほら、こうやって手なんかつないでると、変な誤解とかされたら困るだろ？」

「ぜ、全然そんなことないよ？　むしろ大歓げ──う、ううん。ほら、あたし達は家族なわけだし、誤解とかされてもへっちゃらじゃん？　気にしない気にしない」

　椛はそう言ってさらに強く手を握る。なんだかさらに視線がきつくなった気がする。

　そんなことをしていると、やがて恐おそる恐るといった感じながらも、こっちに近づいて椛に挨あい拶さつをしてくる女子生徒達がチラホラ現れた。椛はその全員に元気に挨拶を返す。

　当たり前だが、中には隣となりにいる俺について質問する子もいて、その都度椛は、

「こ、この人はあたしのお兄ちゃんで、これから一いつ緒しよに学校に通うの」

　と緊きん張ちよう気味ながらハッキリと答えていた。俺も一応「よ、よろしく」と言っておいたけど、みんなどこか戸と惑まどったような表情を見せていた。……無理もないよなぁ。

　それにしても、椛のところへやって来る生徒は多かった。有名人だってことを差し引いてもかなりの数の生徒達が椛に声をかけてくる。持ち前の明るさや人当たりのいい性格のおかげで交友関係が広いんだろうなってことがよくわかる。

「も、もしかして彼氏なのっ!?　椛に彼氏とか、大事件なんだけど！」

「も、もうよっちんってば、彼氏とかそんなんじゃなくてお兄ちゃんだから。……で、でもやっぱりそう見えちゃうのかな。えへへ……」

　椛は同じ水泳部の友達という子との会話ではそんなやり取りを交わしていたが、もうちょっと真しん剣けんに否定しないとマジで誤解されるぞと気が気じゃなかった。

「あ、もう着いちゃった……」

　そうこうしているうちに、ようやく学校に到とう着ちやく。

　椛は残念そうだったが、俺はやっと着いたかとホッとした気持ちだった。

「やっぱ短いなぁ。……ねえお兄ちゃん、明日からわざと遠回りしない？」

「何の意味が!?」

「むー、仕方ないか。お兄ちゃん、教室ではお姉ちゃんと二人きりだけど気をつけてね。お姉ちゃんが何か変なこと口走っても、真に受けちゃだめだよ」

　椛はこまごまとした注意事じ項こうを述べるが、その全てが菫についてのことだった。

　ちなみに教室には他の生徒もいるから、菫と二人きりじゃないはずなんだが……。

「ああもう、せめて帰りもお兄ちゃんと一緒だったらまだよかったんだけどな……」

　椛は水泳部に所属しているため、放課後は部活で忙いそがしいらしい。

　まあ放課後忙しいのは生徒会長の菫も同じらしく、そこはイーブン（？）だとか言って納得はしているみたいだが。

「…………部活、辞めようかな」

「菫と同じバカなこと言ってるぞ……」

　真剣な顔で考え込んでいる椛を、俺は本気で止めるのだった。




　　　　▼




　俺は無言で教室のドアを開けた。

　すると、中にいた生徒達の視線が一いつ斉せいに集まってくるのを感じた。見慣れない生徒に対する不ふ審しんと好こう奇きが入り交じったような視線だ。

　居心地が悪かったけどなんとか耐たえつつ、俺はそのまま教室内に足を踏ふみ入れた。何も気にしてないふりをしながら、さっき聞かされた最後列窓際の席へと進み、そこに座る。

　転校ってのは何度やっても慣れない。最初はどうしても異物だからな。

　……それにしたって、みんなに紹しよう介かいされる前に教室で待機するってのは初めてだ。

　さっき椛と別れた後、俺は職員室へと向かったわけだが、そこで担任の先生から先に教室に行って座っててくれと言われたのだ。席も既すでに用意してあるからってことだったけど、こういうやり方は経験がないので戸惑ってしまう。これからクラスメートになるだろうみんなも、遠巻きに俺を見てるだけだし。……気まずいなぁ。

「きみが噂うわさの転校生か」

「え？」

　そんなことを考えていると、不意に声をかけられて反射的に俺は顔を上げる。

　するとそこには、えらく目付きの鋭するどい、けどかなり整った顔立ちの女子生徒が腕うでを組みながら仁王立ちしていた。

「あ、う、うん、そうだけど……。御み堂どう隼はや人とっていいます」

　俺はいきなりのことに戸惑いながらもそう返す。するとその女子は「うん」と頷うなずいて、

「私は穂ほ上がみ霧きり華かという。このクラスの委員長を務めている。よろしく」

　そう言ってきたので、俺も慌あわてて「よ、よろしく」と返した。

「えっと、委員長さんが何か俺に……？」

「穂上でいい。転校生が来るという話は前もって聞いていたからな。一人で不安になっていてはいけないと思い、委員長として声をかけた。お節せつ介かいだったか？」

　とんでもないと俺が答えると、委員長さん──穂上さんは「ならよかった」と、やっぱり鋭い視線のまま頷いた。

　……な、なんかえらく威い圧あつ感かんがあるし男前な話し方をする人だけど、転校生の俺を心配してわざわざ声をかけてくれるとか、親切でいい人だな。それに美人だ。

「助かります。やっぱ最初はアウェーなんで居心地がどうしても……」

「私は転校した経験がないからわからないが、その気持ちは想像できる。しかし安心していい。このクラスのやつらはみなフレンドリーだし、きみを歓かん迎げいしている。知り合いが一人もいない環かん境きようは不安だろうが、心配する必要はない」

　その言葉に、周りの生徒達もうんうんと同調する。その様子を見て、ああこの人はクラスで信しん頼らいされてるんだなぁと思った。

　……運がいいな。委員長さんもクラスのみんなもいい人そうだし、どうなるんだろうってちょっと不安だったけど、俺の新しい学校生活は結構展望が明るいかもしれない。

「ありがとうございます。あ、でも知り合いが一人もいないってわけじゃないんですよ」

　俺は穂上さんにお礼を言いつつも、訂てい正せいすべきところは訂正しておく。

「む？　誰だれか知り合いがこのクラスに？」

「ええ、実は──」

　と、俺が菫のことについて口にしようとした時だった。

「お、お兄さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　その菫が、結構な勢いでいきなり教室の中に飛び込んできたのだ。

　俺の姿を見つけると小走りに近寄ってきて、やがて申し訳なさそうに頭を下げる。

「……すみませんでしたお兄さん。予定より生徒会の仕事が長引いてしまい、本当なら教室でお兄さんをお出で迎むかえしようと思っていたのですが……」

「そ、そうだったのか？　いや、全然気にしてないから謝らないでくれよ」

「そうはいきません。転校してきたばかりで不安なお兄さんを一人にしてしまいました」

「それなら大丈夫。委員長の穂上さんが親切に声をかけてくれたから」

　俺はそう言って穂上さんの方を向くが、なぜか目を見開いて無言だった。

　よく見ると周りの他の生徒達もシーンと静まり返っている。

「あれ？　穂上さん？」

「……ま、まさか御堂くん。きみが言っていたクラスの知り合いとは……」

「ああ、それは私のことですね。お兄さんは私のお話をしてくださっていたのですか？」

　俺の代わりに菫がうれしそうに答えると、穂上さんは「なっ!?」と驚きよう愕がくする。

「す、菫すみれ姫ひめが、御堂くんの知り合いだと……!?」

「へ？　す、菫姫って？」

「もちろん、この月城菫さんのことだ！　儚はかなくも美しいお姿に、全国レベルの頭脳をお持ちの完かん璧ぺきなる存在！　『麗うるわしの姫君』、『星辰の女神』、『月光の笑みを持つ少女』などなど、いくつもの二つ名を持つこの菫姫に決まっている！」

「えええ!?」

　な、なにそのすさまじい褒ほめ具合は!?　なんかもう崇すう拝はいってレベルなんだが!?

　けど当の本人は「みんな大げさです。からかっているんですよ」とのほほんと笑って、全然本気にしてない。だが穂上さんの言葉に盛り上がってる周囲の様子を見ると、明らかにマジだった。

「そ、その菫姫に、お、お兄さんと呼ばれているということは、きみは本当に!?」

「い、いや、違ちがいます。血がつながった兄妹きようだいとかじゃなくて、厳密にいえば単なる幼おさな馴な染じみなんですけど……」

「単なる幼馴染がどうしてお兄さんなどと!?　しかも、同じ学年ということは年ねん齢れいも同じなんじゃないのか!?」

「えーと、それは……」

　その辺りの経けい緯いは少々説明しづらく、俺は言いよどんでしまう。

「え？　だってお兄さんはお兄さんですし、それ以外なんと呼べばいいのですか？」

　すると菫は首を傾かしげながら、そんなの当然だろと言わんばかりにそう答えた。

　……代わりに答えてくれたのはありがたいけど、それって答えになってない。

「それとも、やはりお兄さまと呼んだ方がいいのでしょうか？」

「え!?　い、いや、それは絶対に勘かん弁べんしてくれ！」

「ですよね。昔もそう言われて、お兄さんと呼ぶようになったのですから」

　そう言ってにこやかに笑う菫を見て、俺は思い出したことがあった。

　……そうだった。俺は最初菫から「お兄さま」って呼ばれてたんだ。けど、さま付けはやめてくれってことで今の呼び方になったんだよな。

「み、御堂くん、あの菫姫にここまで慕したわれているとは、きみは一体何者だ……？」

「何者でもないただの一転校生ですが!?」

「何をおっしゃっているんですか。お兄さんは私にとって、最も尊敬する人です。なので皆みなさんも、これからお兄さんのことをよろしくお願いいたします」

「は、はい！　知らぬこととはいえ失礼いたしました御堂さま！」

「穂上さん!?　口調が変わっちゃってるんですけど!?」

　なんか周りのみんなも『ははーっ！』って感じで頭を下げてるけど、どんだけ影えい響きよう力があるんだよ菫は!?　ってか、こんな迎むかえ入れられ方は嫌いやだ！

「さあお兄さん、そんなことより学校生活の準備をいたしましょう」

　俺はそれよりも今みんなの中に生まれたトンデモな誤解を解かないといけないんだが、菫は全然気にした様子もなく、隣となりの席の机を俺の机にくっつけ始めた。

「……なにやってんだ？」

「私の席をお兄さんのとくっつけています」

「隣って菫の席だったのか？　そいつは偶ぐう然ぜん──」

「いえ、隣にさせていただきました」

　……させていただきました？

「はい、これでよしです」

　菫は完全にくっついた机を見て、満足そうに笑っている。

「机をくっつけてどうするんだよ」

「もちろん、お兄さんに教科書やノートなどをお見せするのです」

「ああなるほど……。でも待てよ？　もう教科書なんかは用意してあるから、わざわざ見せてもらわなくても大丈夫だぞ？」

「ですが勉強の進み具合など、前の学校との差異はあるでしょう？　それを速やかに埋うめられるよう、私がお手伝いさせていただこうと思いまして」

「あ、そういうことか。でも、そこまでしてもらわなくても」

　俺がその至いたれり尽つくせりさに苦笑していると、菫は少し不安そうな表情になり、

「……あの、もしかしてご迷めい惑わくでしたか？」

「え？　い、いや、そういう意味じゃなくて、菫の親切さが申し訳ないってことで」

「お兄さんのお力になるのは当然のことですから」

　そう言った後、不意にかああぁと顔を赤らめる。

「あの、でも迷惑だとお感じになっていたらすみません。お兄さんのためという気持ちが先走っているのは、自分でもわかっているのですが……」

「め、迷惑だなんてそんなこと全然思ってないからな？　むしろ、そこまでしてもらって俺の方が迷惑かけてるようなもんだし」

「そんなことはありません。お兄さんのお世話をするのが私の幸せですから……」

　菫は笑顔でそう答えるのだが、間もなくハッと我に返った様子で、真っ赤になった顔を両手で覆おおってしまった。

「わ、私ったら、差し出がましいことを思わず……！　も、申し訳ありません。今のはしたない姿は忘れてください。はうぅ……」

「い、いや、はしたないなんて、そんなこと思ってもいないけど」

「お気き遣づかいありがとうございます……。私、お兄さんのことになるとつい気持ちが先走ってしまって……。ああ、やっぱりはしたないです……」

　菫はそう言って、耳まで赤くしながらしばらく恥はずかしがっていたが、

「……あ、あの、とにかくお兄さん、他に何かしてほしいことがあったら遠えん慮りよなく何でもおっしゃってくださいね……？」

　やがて赤い顔のまま上目遣いでそんなことを言ってきたので、俺はドキリとする。

　いや、菫はあくまで親切心からそう言ってくれてるってのはわかってるのだが、そのあまりの健けな気げさと可愛かわいさに、思わず誤解しそうになるから困る。

　……そ、それにしても、さっき椛と二人の時も思ったけど、菫も家と外とじゃどこか雰ふん囲い気きが違うように感じる。いや、家と外って区分じゃなくて、姉妹で一いつ緒しよにいるかどうかの違いだろうか？

　なんにせよ今の菫の姿は、昔の記き憶おく通りの大人しく控ひかえめで優しい女の子がそのまま大きくなったという感じだった。

「そ、そっか、ありがとな。とりあえず勉強が追い付くまでの間、少しお世話になるよ」

　俺は妙みようにくすぐったい気分になって、それを表に出さないよう少し早口でそう答える。

「……い、いえ、私はその後もずっとくっついたままで……」

　すると菫はまた恥ずかしそうに顔を覆いながら何か言いかけたが、

「ちょっとお姉ちゃん、何してるのよ！」

「「も、椛!?」」

　次の瞬しゆん間かん、椛が突とつ如じよとして現れ、俺も菫もビックリしてしまった。

「な、なぜあなたが二年生の教室にいるのですか」

「授業中じゃないんだから、どこにいようが別にいいでしょ？　それより、案の定あたしがいないからって抜ぬけ駆がけしようとして……！」

「ぬ、抜け駆けだなんて人聞きの悪い……！　私はただ、お兄さんのお手伝いをしようと思っただけでですね……！」

「どうせあたしがいない時を最大限活用しようと思ったんでしょ!?」

「なっ!?　そ、それを言うならあなただって、私がいないのをいいことに、お兄さんとの二人きりの登校を大いに楽しんだのではないのですか！」

「そ、そんなことないよ。あたしはただちょっと手をつないだだけで……」

「て、手を!?　お兄さんと手をつないで仲良く登校したというのですか!?　あなたの方がよっぽどズルいではありませんか！」

　そうして気づいたらまた姉妹喧げん嘩か。なんか、もういい加減慣れてきたな……。

「み、御堂さま、あなたはもしかして椛姫ともお知り合いなのか？」

「その口調やめてください穂上さん……。ええ、まあ、二人とも幼馴染ですから」

「なんということだ……！　『人魚姫』、『星辰の天使』、『太陽の笑みを持つ少女』と呼ばれる椛姫にも慕われているとは……！」

「……俺、なんかこの学校は大丈夫なのかって心配になってきたんですが。というか、椛も姫なんですね。随ずい分ぶん人気があるみたいですけど」

「人気があるなどというものではない。菫姫と椛姫は我が校にとってかけがえのない存在なのだ。美しい容姿もさることながら、二人の優しく温かい人間性を、多くの生徒達が慕っている」

　随分と大げさな物言いだけど、みんなの反応を見てると事実らしい。

「しかし、そんな二人が慕う男性が現れるとは思っていなかった。今までそんな気配などまるでなかったから、これは大事件なのだ」

「いや、あの、男性と言っても俺は家族で……」

「……待てよ？　家族ということは、もしかして二人と同じ家に住んでいるのか？」

　あ、ヤベ。そのことは変な噂うわさにでもなったらマズいから隠かくしとこうと思ってたのに。

「…………まあ、その、居候いそうろうという形で」

　とはいえ、後ろでギャーギャー騒さわいでる二人がいる以上誤ご魔ま化かしきれるとも思えず、俺は仕方なく頷うなずく。その瞬間、ザワリと教室内が揺ゆれた。

「で、でも勘かん違ちがいはしないでくださいね？　あくまで家族として一緒の家に暮らしてるんであって、みんなが思ってるような関係じゃないですから」

「……重要なのはそこではないのだよ御堂くん。同居も一大事だが、それよりもはるかに大事件といえることが今目の前で起こっているのだ。あれを見み給たまえ！」

「見給えって……、二人が言い争いをしてるだけですが」

「それが大事件なのだ！　いいか？　今まで菫姫と椛姫が言い争いをしているところなど見たことがない！　二人はいつも仲なか睦むつまじく、学校全体を優しい笑顔で包んでくれていたのだ！　姉妹喧嘩などあり得なかった！　しかし今は違う！」

　……学校でも評判の仲良し姉妹って遥はるかさんの話は本当だったんだな。

「きみが現れた途と端たんにこれだ！　しかも内容を聞いていると、明らかにきみのことで二人が争っている！　つまり、きみが姫達が争う原因なのだ！」

「ぐ……っ！」

　じ、事実だから反論できない……！

　だが、せめて誤解だけはされないよう、ハッキリと言っておかないといけない。

「た、確かにそうかもしれませんが、これはあくまで家族としての争いで、みんなが考えてるような男女間の話じゃありませんからね!?」
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「……我々はトンデモナイ転校生を迎え入れてしまったようだ」

　き、聞いちゃいない……。

「まさかあの二人の姫の間に入り、その心をかき乱す男性が現れようとは……！　まさに『闇やみの帝てい王おう』と呼ぶに相応ふさわしい存在！　我々は今後、この闇の帝王と姫達の関係を注視していかなければならないだろう！」

　異議なし！　スゴいやつが来たぜ……！　まさかあの姫達を……！　闇の帝王！

　そんな声が周りから聞こえてくるが、俺はもうなんだか脱だつ力りよくして溶とけそうだった。

「ところで魔ま界かいのプリンス御堂くん」

「せめて呼び方を安定させてくれませんかねぇ!?」

「なにはともあれ、我がクラスにようこそ。委員長として、素晴らしい逸いつ材ざいが来てくれたことに感謝する。今後ともよろしく」

　そう言って、半ば無む理り矢や理り俺の手を取って握あく手しゆしてくる穂上さん。

　周囲の生徒達はパチパチパチパチと拍はく手しゆをしている。

　後ろでは相変わらず姉妹が言い争いを続けてるし……、なんなのこの展開？

　なにはともあれ、俺はこうして新しいクラスに無事迎え入れられたわけだが──

　……これも一種のイジメなんじゃないですかね……？




　　　　▼




「疲つかれた……」

　俺はテーブルに突つっ伏ぷして盛大にため息を吐つく。

　午前中の授業も終わりようやく訪れた昼休みなわけだが、俺は既すでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

　原因は──……まあ言うまでもないよな。

　すっかりおかしな立ち位置……というかキャラ？　にされてしまった俺は、あの後クラスメートどころか他の学年の生徒からも変な目で見られるようになってしまった。

「どうしたんですかお兄さん？　やはり新しい環かん境きように慣れないのでしょうか」

「あ、それはあるかも。あたし達は転校ってしたことないからわからないけどね」

　そんな状じよう況きようになってしまった元げん凶きようが、のん気な会話を交わしておられる。

　同じクラスの菫はもちろん、椛も休み時間ごとに俺達の教室にやって来て、そのたびに今朝みたいな場面が再現されることになり、気が休まる暇ひまがなかったのだ。

　みんなが二人に俺との関係を質問しまくって、二人が何か答えるたびに場がザワつき、慌あわてて俺が訂てい正せいを繰くり返すというようなことが続き、俺はすっかり『闇の帝王』とやらに仕立て上げられてしまった。（その陣じん頭とうに立ってたのが穂上さんな）

　……まさかここまで二人の影えい響きよう力りよくが強いとは思ってなかった。

　いや、二人は超ちよう絶ぜつ美少女だから、そんな二人と一緒にいるとなるといろいろ言われるかもしれないなーとは思ってはいたさ。けど、想定をはるかに超こえた反響にすっかり度ど肝ぎもを抜かれてしまった。本人達はまるで気にした様子がないのがまたスゴい……。

「けれど心配の必要はありませんよお兄さん。私達がちゃんとお兄さんの素晴らしさを説明しましたので、皆みなさんわかってくださったと思います」

「うん、あたしも友達とかクラスメートにお兄ちゃんのことをちゃんと紹しよう介かいしておいたから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　にこやかな笑みを浮うかべて言う二人。

　そのせいで余計にこんな事態になっているわけだが、善意１００％の二人に文句なんて言えるわけもなく、俺は「あ、ありがとう……」と返すしかなかった。

「そんなことより、そろそろお昼にしようよ。あたし、お腹なかペコペコ」

「そうですね。お兄さんも空腹を覚えているでしょうから」

　だが、二人のその言葉を契けい機きに俺も気持ちを切り替かえる。

　形はどうあれ、こんなにあっという間にみんなから受け入れられたのは二人のおかげだし、なにより学校に家族がいてくれてるなんて、それだけでもう贅ぜい沢たくってもんだ。

「よし、じゃあ昼飯に──」

　と、俺は言いかけてハッと思い出した。

「……そういや、俺はどうすりゃいいんだ？　結局何も用意してないけど」

　昼飯を食べようと思っても、肝かん心じんの食べ物がない。

　別にウッカリってわけでもなく、姉妹のせいで買いに行く暇がなかったってわけでもない。最初から意図的に用意してなかったのだ。というのも、

「遥さんからは、俺の昼飯については菫と椛がなんとかするみたいだから、二人に訊きいてくれって言われたんだが」

　今朝遥さんに昼飯のことを訊たずねたら、そんな答えが返ってきたからだ。

「ご心配なくお兄さん」

「もちろん、ちゃんと用意してあるよ」

　二人は輝かがやかんばかりの笑顔でそう答える。

「お兄さんの食事を忘れるわけがありません。お弁当はこちらに」

「なんと手作りだよ。早起きして、がんばって作ったんだからね」

「マジか……！」

　それを聞いて、俺はまたしても胸に熱いものが込み上げてくる。

　実のところ、遥さんにそう言われた時点で、もしかして二人が手作り弁当を用意してくれてるんじゃないかって期待はしてたんだ。

　そしてその期待は見事的中。俺のためにわざわざ手作り弁当を用意してくれるとか、やっぱり家族って素晴らしい……！　と、俺は感動を噛かみしめる。……だが、

「「はい、どうぞ！」」

「…………なんで二つあるんだ？」

　その感動は、菫と椛がそれぞれ一つずつ別々の弁当箱を出してきたことであっという間に霧む散さんし、代わりに嫌いやな予感がよぎる。

「あたしとお姉ちゃんで別々に作ってきたからだよ」

「な、なんで別々に作る必要が……？」

「お兄さんの好みについて考え方が一いつ致ちしなかったからです」

「料理性の違ちがいってやつ、かな」

　……そんな音楽性の違いでバンドを解散しました的に言われても。

「そもそも弁当二つ分は俺には多すぎるんだが……」

　そりゃ俺も育ち盛りの男子高校生ではあるけど、元来食が太い方じゃないからそんなに多くは食べられない。世の中にはおやつ感覚で牛ぎゆう丼どんとかを食べる猛者もさもいるようだが、俺にはとても無理だ。運動部員ってわけでもないし。

「はい、それは存じております」

「だからお兄ちゃんは自由に選んでいいんだよ」

　だが二人は平然とした様子で、それぞれの弁当箱を前に押し出しながらこう続ける。




「「さあ、どっちを食べる？」」




　二人とも、思わず見とれてしまいそうなくらい魅み力りよく的てきな笑みを浮かべている。

　だが、顔は笑ってるけど気配は真逆。場の空気が張りつめて、そこにいるだけで身み震ぶるいがして冷や汗あせが流れそうな緊きん張ちよう感かんが漂ただよう。

　……こ、これは、キツい……！

　今までも十分キツかったが、今回はなんというか次元が違う気がする。

　胃がキリキリと締しめ付けられるような、正体不明のキツさに襲おそわれる俺。

「い、いやー、二つは多すぎるかなって思ったけど、実はメチャクチャ腹減ってたのを今思い出したわー。りょ、両方ともいただいちゃおうかなー」

　そして俺は逃にげた。プレッシャーに気け圧おされる形で逃げてしまった。逃げた先がどん詰づまりの袋ふくろ小路こうじだとわかってはいたけど、……でも、こんなの選べるわけないだろ!?

「あ、そうなんだ。やっぱりお兄ちゃんも男の子なんだね」

「素敵ですお兄さん。愛情を込めて作った甲か斐いがあるというものです」

　俺の言葉に、二人の緊張感が幾いく分ぶん和らぐ。

　とりあえず目の前の修しゆ羅ら場ばは回かい避ひできたようだが、その代だい償しようはデカい。後で保健室に胃薬（置いてるのか？）を求めて駆かけ込むことになるかもしれない。

　けど、こうなった以上覚かく悟ごを決めて食べるしかないのだが、

「それで、どっちの方から食べるの？　もちろんあたしのからだよね？」

　すかさずまた別の問題が浮ふ上じようしてくる。

「何を言っているのですか椛。こういう時は、あの……、年功序列でしょう!?」

「な、なによそれ。大体優しいお姉ちゃんは、いつもあたしを優先してくれるじゃん。今回もその優しさを見せてほしいな」

「お兄さんのことに関してはそうはいきません。あなたこそ、いつもはとてもいい子で聞き分けがいいのですから、こういう時は姉に譲ゆずるべきでは？」

「お、お兄ちゃんはきっと、若くてピチピチした方がいいと思ってるに違いないよ！」

「何の話をしているのですかあなたは!?　み、瑞みず々みずしさなら私も負けてはいません！」

　……マジで何の話をしてるんですかねキミタチは……。

「ああもう、ジャンケン！　ジャンケンで勝った方のを先に食べるってことで！」

　俺が苦し紛まぎれにそう言うと、二人はギュピーンと目を光らせ、すぐさまジャンケンを始めた。そうして二十回近くあいこを繰り返した後、

「や、やりました！　私の勝利ですお兄さん！」

　ついに、菫の勝利という形で決着がついた。

「くうぅ……！　最後は裏の裏の裏の裏のそのまた裏だったか……！」

　悔くやしがる椛。どんな次元の勝負をしてたんだ……。

「さあお兄さん、勝利した私のお弁当を思う存分召めし上がってください！」

　一方で菫は、弁当箱をズイッと押し出しながら期待の眼まな差ざしをこちらに向けてくる。

「うー……。お兄ちゃん、あたしのお弁当が食べられなくなるくらいお腹いっぱいになったらダメだからね……？」

「わ、わかってる。ちゃんと交こう互ごに食べるから」

　気き疲づかれから早くも食しよく欲よくが失うせそうになるが、俺はなんとか気持ちを奮い立たせる。

「おお……」

　そうして菫の弁当箱を開けると、中には色とりどりのおかずが詰つまっていた。普ふ通つうに美味うまそうで、思わず感かん嘆たんの声が漏もれる。

「ついにこの時が来たのですね。お兄さんに私の愛情がたっぷり詰まったお弁当を召し上がってもらえるこの時が……！」

「お姉ちゃんの戯たわ言ごとは気にしなくていいから、ちゃちゃっと食べちゃってよね」

　感極まった様子の菫をジト目で眺ながめながら、椛がそう促うながしてくる。

　どれにしようかと一いつ瞬しゆん迷った後、俺は唐から揚あげを一つ箸はしでつまんで食べてみた。

　だが、二、三回咀そ嚼しやくした途と端たん、

「─────────っ!?!?!?!?」

　口内が燃え上がるように熱くなり、舌と言わず鼻の奥にまですさまじい刺し激げきが襲ってきて、俺の視界の奥が爆ばく発はつしたみたいに点てん滅めつする。

「か……、か……、から……っ!?　み、み、水……！」

「どうぞ、お茶も用意してあります」

　こっちの惨さん状じようとは対照的に、菫は優ゆう雅がな動作で水すい筒とうを取り出してお茶を注つぐ。

　俺はそれを受け取ると一気に飲み干した。だが余よ韻いんは消えず、口の中はヒリヒリとして熱い──というか痛くて、全身から変な汗が噴ふき出してくる。

「ど、どうでしたかお兄さん？　私のお弁当の味は」

「今しょれを訊くきゃ……!?」

　い、いかん、舌が痺しびれて動かない……！

　俺はもう一度お茶を入れてもらって飲み、なんとか呂ろ律れつだけは回復させる。

「か、辛からいなんてもんじゃなかったぞ……!?　どうなってるんだこれ……!?」

「え？　そんなことはないはずですが」

「じゃ、じゃあ自分で食べてみてくれよ」

　俺がそう言うと、菫は「はい」と頷うなずいて、自分も唐揚げを一つ食べた。

「…………我ながらなかなかの出来ですね」

「ウソだろ!?」

　あ、あのすさまじい辛さで!?　で、でも、本当に菫は平然としてる……！

「辛いとおっしゃいますが、私としては少し物足りないですよ？　もう少しチリソースやマスタードを増やした方がいいでしょうか？」

　しかも、真しん剣けんな顔で恐おそろしいことを検討しておられる。……ど、どうなってるんだ？

「ふっふっふ……、あはははは！　やっぱりこうなったねお姉ちゃん！」

「も、椛!?　どういうことです!?」

　とその時、今まで黙だまっていた椛が、不意に芝しば居いがかった笑い声を上げた。

「お兄ちゃんはきっと今こう思ってるよね？　こんなあり得ないくらい辛いのに、どうしてお姉ちゃんは平気なんだって」

「え？　そ、そうなのですかお兄さん？」

「あ、ああ……。というか、本当に自覚がなかったのか……？」

「そうなんだよお兄ちゃん。実はお姉ちゃんは辛さに異常に強くて、繊せん細さいな味付けもちゃんとわかるわりには、ハバネロを食べても平然としてるくらいのバカ舌なんだよ！」

「ば、バカ舌とはなんですか！」

　顔を真っ赤にして猛もう然ぜんと抗こう議ぎする菫。……い、意外な一面。

「わ、私はただ、慣れない環かん境きようでお疲つかれになるであろうお兄さんに元気になっていただこうと、マイルドなスパイシーさを求めただけで……」

「うんうん、そのつもりでスパイスをドバドバ入れてたんだよね。横で見てたから知ってるよ。あー、これはヒドいことになるだろうなーって」

「おいちょっと待て。見てたんなら止めろよ!?」

「この件に関してはライバルだからね。いくらお姉ちゃん相手でも、厳しい判断もせざるをえないんだよ……」

　ふ……っとこの世の真理を語っているかのような顔になる椛だが、その厳しい判断の結果をモロに食らってるのは俺なんだけど……。

「な……っ!?　で、では私のこのお弁当は……！」

「残念ながら、お兄ちゃんの反応を見れば結果はわかるでしょ」

　菫がすがるような視線をこちらに向けてくるが、さすがの俺もこいつを美味いと言う勇気はなかった。

　無言で目を逸そらす俺に、菫は「そ、そんな……！」と愕がく然ぜんとする。

「さあさあ、じゃあ次はあたしのお弁当ね！」

　そんな姉とは対照的に、今度は椛が満面の笑みで自分の弁当箱の蓋ふたを開ける。

　これもまた、いろいろなおかずで彩いろどられていて食欲をそそる見た目になっている。

「とりあえず、いただきます……」

　まだ若じやつ干かん舌が痺れてはいるが、俺は椛の弁当を味わおうと箸を伸のばす。

「あ、ちょっと待って」

　だがその寸前に、椛に止められてしまった。なんだ？　と思っていると、

「あ、あたしが食べさせてあげるから」

　そう言って、椛は自分の箸で卵焼きをつまんで、

「あ、あーん」

　そう言いながら、顔を真っ赤にして俺の方へと近づけてきたじゃないか。

「ええ!?」

「も、椛!?　あ、あなた、なんてことを!?」

　俺も菫も狼ろう狽ばいするが、椛は顔を赤らめて、

「べ、別にこんなの、仲のいい兄妹きようだいなら普通にやることじゃん。だからお兄ちゃんも気にせずに、は、はい、どうぞ」

　そう言ってさらに促してきたので、俺はつい、そのまま食べてしまった。

「そ、そんなはしたなくも羨うらやましいことを臆おく面めんもなく……！　こ、これに対たい抗こうするには、やはり私が口に咥くわえてお兄さんに召し上がっていただくしか……!?」

「お姉ちゃんの言ってることの方がはるかにはしたないよ!?　っていうか、そういうトンデモナイ発想はどっから出てくるの!?」

「わ、私だってちゃんとネットで日々勉強しているのです！　ちゃんと『男性のよろこばせ方』と検けん索さくをして……！」

「それ絶対正しい意味をわかってないでしょ!?」

「あなたこそ、あんなはしたない発想をどこで得たというのですか！」

「あ、あたしは少女マンガだもん！　健全だよ健全！」

　ギャーギャーといつも以上に姦かしましい言い争いを始める姉妹。俺は止めに入ろうとしたが口の中に卵焼きが入っていたのを思い出して慌あわてて咀嚼する。……だが、

「……………………っ!?!?!?」

　次の瞬しゆん間かん、脳天を貫つらぬくようなすさまじい甘さに思考が停止してしまった。

「あ、お兄ちゃんお兄ちゃん、どうだった!?」

　そこに椛が期待を込めて迫せまってきたので、俺はかろうじて意識を取り戻もどすが、

「……あ、甘い……！　歯が、と、とろけるくらい……！」

　今度は口の中が甘さに麻ま痺ひしてしまい、そう答えるのがやっとだった。

「ほんと？　やった！　じゃあつまり、美味おいしいってことだね！」

「なんでそうなる!?　歯だぞ歯!?　普通は舌がとろけるって言うだろ!?」

　いや、この凶きよう悪あくな甘さは歯でも足りない。脳のう味み噌そがとろけそうだ……！

「と、とりあえず、水を……！」

　俺がそう言うと、椛もまた別に用意してた水筒からお茶を入れてくれた。

　俺はそれを一息に飲んで、ようやく人心地つく。……うう、まだ口の中が甘ったるい。

「ちょ、ちょっと椛、一度自分で食べてみろ……」

「ん？　別にいいけど。…………うーん、ちょっと甘さ控ひかえ目だった？」

「ま、マジで言ってるのか……？　これで控え目だと……！」

「でもまあ、なかなかいい出来だと思うよ？　あたし、料理は割と得意だし」

　エッヘンと胸を張る椛に、俺は戦せん慄りつを禁じ得ない。もしかして卵焼きだけかと思って、試しにハンバーグやひじきの煮に物ものもちょっと食べてみたが、それらもまた言葉が出ないくらいの甘さだった。……なんでハンバーグが甘いんだ。

「…………ちなみに椛、料理の『さしすせそ』って知ってるよな？」

「砂糖、シロップ、スイーツ──」

「それ絶対わざと言ってるだろ！　さすがにウソだよな!?」

「……お兄ちゃん『甘い』は『美味い』なんだよ」

　椛は言いながら「ふ……っ」とわざとらしく髪かみをかき上げる。

「ほら、テレビとかでも料理の美味しさを伝える時に甘いってよく言うじゃん？」

「それは絶対、こんなあからさまかつ殺人的な甘さのことじゃないからな!?」

　俺は半分涙なみだ目めでツッコむが、椛は「お兄ちゃんはわかってないなぁ」と呆あきれ顔。

「ふぅ……、やはりこうなってしまったようですね」

　とその時、なぜかちょっとうれしそうな菫がため息を吐つきながら言った。

「な、なによお姉ちゃん」

「お兄さんは不思議に思っているでしょう？　こんな異常な甘さなのに、どうして椛は平気なのかと」

「うん、まあ……」

「椛はとてもいい子なのですが、味覚にちょっと個性的なところがありまして。甘味に関しては上限を知らないのです。言うなれば『残念舌』といったところでしょうか」

「ざ、残念舌って何よ！　それ絶対さっきの仕返しでしょ！」

　やれやれと（やっぱりうれしそうに）首を振ふる菫に、椛が真っ赤になって抗議する。

「あたしは本気でお兄ちゃんに喜んでもらおうと思って、一いつ生しよう懸けん命めい作ったんだから」

「ええ、そうやって意気込んで砂糖やハチミツをふんだんに使っていましたね。同じキッチンに立っていましたから、よく知っています」

「だから、見てたんなら止めろよお互たがいに！」

　この二人、俺のこと本当は大だい嫌きらいなんじゃないだろうな!?

「……も、もしかして、お兄ちゃんは本当にあたしのお弁当が……？」

「口に合わなかったのは、お兄さんの様子を見ればすぐにわかります」

　椛がサッとこちらを振り向くが、俺は素早く視線を逸らした。

「う、うう……、そんなぁ……」

「気に病むことはありません椛。あなたの舌が少し個性的すぎたというだけです。これから少しずつ矯きよう正せいしていきなさい」

「お姉ちゃんに言われたくないよ！　自分だって似たようなもののくせに！」

「わ、私は違ちがいます！　ただ少し分量を間違ってしまっただけで、方向性は正しかったはずですから！」

「バッチリ味見してＯＫ出しときながらそれはないでしょ!?　お姉ちゃんの舌もおかしいからこんなことになってんじゃん！」

「おかしくはありません！　ただちょっと辛いのに強いだけです！」

「それを言ったらあたしも同じ！」

　またしても勃ぼつ発ぱつする姉妹の言い争い。

　二人はギャーギャーと、いかに自分の舌はまともかと主張し合う。

　そうしてしばらく言い合った後、二人同時にバッと俺の方を振り向くと、自分の弁当箱をこちらに押し出しながらこう言った。




「「どっちがまだマシ!?」」




「どっちもダメです」

　俺は真顔で即そく答とうする。

　どっちが美味しかった？　という訊きき方じゃないところに二人の一応の負い目を感じるが、両方ダメダメなのは言うまでもなかった。ケンカの仲裁以前の問題だ。

「そ、そんな……！　初めてのお兄さんへのお弁当を失敗してしまうなんて……。もはや私には生きる価値もありません……」

「う、ううう……、大事な大事な初お弁当なのに、こんなことになるなんて……」

　二人とも俺の答えを聞いて、この世の終わりが訪れたかのようにズーンと落ち込む。

　姉妹は抱だき合って「ど、どうしようお姉ちゃん？」「やはりお詫わびとして、この身をお兄さんに捧ささげるしか……」「それ、お詫びになってなくない？」などと意味不明な会話を交わしているが、俺はガリガリと頭をかいて盛大にため息を吐く。

「……とりあえず、話は食ってからな」

「「え？」」

　二人がキョトンとなるのを尻しり目めに、俺は箸はしを弁当に伸ばす。

　死ぬほど辛からい唐から揚あげを頬ほおばり、次に地じ獄ごくのように甘いハンバーグを咀そ嚼しやく。

　舌が痺しびれる白しら和あえを口に入れ、次に歯がとろけそうなポテトサラダに移る。

「な、なにをなさっているのですかお兄さん！」

「……見ての通り昼飯だよ。くぅ……、やっぱ辛……」

「や、やめてよお兄ちゃん。美味しくないんでしょ？」

「……そんなの関係あるか。ぐ……っ、この甘さはやっぱ脳にクるな……」

　俺はオロオロする姉妹に目もくれず、一心不乱に弁当を攻こう略りやくしていく。

　辛さを甘さで中和しながら、なんとか弁当を胃に収めていく俺。そうして、

「……うぷっ、ご、ご馳ち走そうさまでした……」

　やがて俺は、なんとか弁当箱を空にすることに成功した。

　もうなんつーか、視界がちょっと揺ゆれてる気がするが、それでもリバースせずに食いきったことについては自分で自分を褒ほめてやりたい。

「お兄さん、どうして……」

「どうしてそんなことしたの……？」

「……家族が一生懸命作ってくれた弁当を食べないなんて選せん択たく肢しは俺にはないからな」

　呆ぼう然ぜんとする二人に、俺は本心からそう答える。

　たとえ中身がどんなものであれ、二人の妹が兄のために作った家族弁当を残すなんてことは、俺の人生観に照らしてあり得ないことだった。

　二人はそれを聞いて「お、お兄さん……！」「お兄ちゃん……！」と感動したように目を輝かがやかせていたが、

「……とはいえ、味がヒドいってのは確かだから、そこは次からは要改善だ。俺も手伝うから、……まあ、なんつーか、みんなでこれからがんばっていこうぜ」

　感動だけじゃ済まない現実もあるので、そっちもないがしろにするわけにはいかない。

「お、お兄さんはお料理ができるのですか？」

「……これまで自分の飯は自分で用意してたからな」

　俺がそう答えると、二人は「「あ……」」と一いつ瞬しゆん悲しそうな顔を見せたが、

「そ、それってつまり、お兄ちゃんに料理を教えてもらえるってこと!?」

　すぐにそれを吹ふき飛ばすように、二人同時に迫ってきた。

「ま、まあ教えるってほど大層なことじゃなくてだな……。というか、二人とも特定の味覚がちょっとアレなだけで、料理自体はちゃんとできてるみたいだから、教えるって言っても俺の好みの味付けを少し伝えるくらいだよ」

　俺がそう答えると、二人はパッと表情を輝かせた。

「そ、それでも十分だよ！　お兄ちゃんに直接教えてもらえるって、お姉ちゃん！」

「お兄さんと一いつ緒しよにキッチンに立つ……。お兄さんのエプロン姿……」

　椛はハイテンションではしゃいでおり、菫は赤い顔でぼんやりと遠くを眺ながめている。

　そこまで喜ばれるものじゃないとは思うけど、でも二人のうれしそうな様子を見ていると、苦労してあの甘あま辛から地じ獄ごくを渡わたりきった甲か斐いもあるというものだった。

「あ、じゃあさじゃあさ、まずはあたしから教えてよ。家のキッチンは三人だとちょっと狭せまいから、順番ね」

「……はっ!?　ま、待ちなさい椛。なぜあなたが勝手に先になるのですか」

「えー？　だってお弁当を食べてもらう順番はあたしが後だったじゃん。だから次はあたしからってのが普ふ通つうじゃん？」

「それとこれとはまた別のことです。お兄さんとの初の共同作業……！　当然、私が先であるべきです！」

「な……っ!?　ちょっと欲よく張ばりが過ぎるよお姉ちゃん！　あたしだってお兄ちゃんとの初めては譲ゆずれないんだから！」

「ちょっ、なんで気づいたらまたケンカしてんだ!?」

　一つケンカの種を回収したかと思ったら、息つく暇ひまもなく次が出てくる。

　俺は賑にぎやかに言い争っている二人を見つめながら、そして苦しい腹を抱かかえながら、俺の思う理想の家族への道はまだまだ遠いことを、改めて思い知るのだった。

　けど、なにはともあれ、

　初めて二人からお弁当を作ってもらったこの日は、味も含ふくめて、俺にとって忘れられない大切な思い出になるだろうことは確実だった。




　……ちなみに、以下余談。

「お兄さんの学校での昼食に関しては、これからずっと私達が用意するので、お母さんは何もしなくて結構ですと言ってあります」

「……え？」

「でもさすがに毎日二人とも作るとお兄ちゃんに迷めい惑わくだろうから、これからは一日交代で一人ずつ順番にってことになったからね」

「……え？　え？」

「ふふ、そういうことなので、明日はお兄さんの教えを受けた私のお弁当を楽しみにしていてくださいね」

「あ、ちょっとお姉ちゃん！　その順番もまだ決めてないでしょ！」

「…………」

　えーと、これは……。今日帰ったら早速二人に教え込まないと、明日以降の俺の昼飯がまさに死活問題になりそうだな……。

















父と息子とエロゲと妹達









　俺が月つき城しろ家けに来て数日が経たったある日の夜。

　水でも飲もうと思って俺が一階に下りると、文ふみ彦ひこさんがリビングで一人、ソファに座っているのを見つけた。

「あ、文彦さん。何をしてるんですか？」

「…………晩ばん酌しやくをな」

　その言葉通り、テーブルの上にはウィスキーの注つがれたグラスとボトルが置いてあるのが見えて、俺は「なるほど」と納得していたが、

「…………少し、付き合わないか」

「え？　俺ですか？　でも酒は」

「…………晩酌にではない。少し話を、ということだ」

　意外な申し出をされて一瞬面食らう。

　だが、すぐに「はい」と答えて、文彦さんに向かい合うようにソファに腰こし掛かけた。

　……文彦さんの方から声をかけてきてくれるとは予想外だったけど、これはちょうどいい機会だ。実は俺も、文彦さんとはゆっくり話をしたいと思ってたからな。

　家族の一員となるためには、コミュニケーションは不可欠。文彦さんとは今まであんまり話をしたことがないし、居候いそうろうを許可してくれたことも含めて、この機会にいろいろと会話を交わすってのは願ってもないことだった。

「…………うむ」

　文彦さんはかすかに頷うなずいて、ウィスキーを一口飲む。

　相変わらず威い圧あつ感かんがすごくてちょっと怖こわいが、その姿はものすごく様になっていて渋しぶい大人の男って感じだった。俺は緊きん張ちようしながら、次の文彦さんの言葉を待つ。

「…………む、息子と一緒に晩酌、か……」

「え？」

「…………なんでもない。ここでの暮らしはどうだ」

　……一瞬文彦さんが小さく深呼吸したように見えたが、気のせいかな？

「あの、すごく楽しいです。居候させてもらって、本当に感謝しています」

「…………ならいい。和かず也やにはもう連れん絡らくをしたか？」

「あ、いえ、親父おやじにはまだ……」

「…………そうか。また機会を見て連絡しておきなさい。そういう約束だ」

　文彦さんにそう言われて、俺は少し憂ゆう鬱うつな気分で「……はい」と頷く。

　ここ月城家に居候になるために課された唯ゆい一いつの条件──それは、親父に定期的に連絡を入れ、現状を報告することだった。

　正直気が進まないしそんな必要もないとは思うが、約束は約束。また折を見て、電話でもしておくしかないなと、俺は内心でため息を吐つく。

「…………」

　そこで、一いつ旦たん会話が途と切ぎれる。

　文彦さんの威圧感も相まって、重苦しい沈ちん黙もくがリビングを包む。

　俺は何か話題を出そうと思ったが、その寸前に文彦さんが再び口を開いた。

「…………娘むすめ達とは上手うまくやっているか？」

「ええ、まあ……、あのケンカはちょっと困りものですけどね……。でも二人とも本当に俺によくしてくれますし、俺を家族として迎むかえ入れようと必死になってくれて、そこにはもうマジで感謝しかありません。……ただ、やっぱりあのケンカだけはなんとかしないといけないって思いますけど……」

　俺はここ数日の出来事を思い返しながらそう答えた。

　二人は家でも学校でも俺を巡めぐってすぐにケンカを始める。しかもその理由がもう本当にどうでもいいことばかりで、昨日なんて俺の後にどっちが歯は磨みがきをするかってことで言い争ってたくらいだ。（結局俺の前と後ろで一日交代でローテーションを組むことで落ち着いたわけだが、それに何の意味があるんだ……）

　もちろん俺はその都度仲裁に入りなんとか解決するわけだが、仲裁しても仲裁しても新たな理由でケンカを始めるので正直キリがない。

　一方で、ケンカをしていない時の二人は本当に仲のいい姉妹だった。

　学校で評判になるのもわかるくらい、二人は仲睦むつまじい。菫すみれは常に妹の椛もみじを優先しているし、椛は姉の菫をいつも尊敬しているのが伝わってくる。風ふ呂ろ上がりの椛の髪かみに、丁てい寧ねいにブラシをかけてあげている菫の姿なんて見てると、マジで尊いって思えたし。

　まあその直後に「お、お兄ちゃんにブラッシングしてほしいな！」「な、なら私はお兄さんの髪をブラッシングします！」なんてことになり、またぞろケンカが始まった時は泣きそうになったわけだが……。

　……結局アレだ。二人の善意が強すぎるのが問題なんだろうなって思う。

　二人の親切心が強すぎて、俺への気き遣づかいがぶつかってケンカになってるって構図だ。

　天使すぎるゆえの争い……。光が強すぎると闇やみもまた濃こくなる的なやつかもしれない。

「…………そうか。二人のことは隼はや人とに任せる」

　なにはともあれ、自分でも決めたことだし文彦さんもこう言ってくれてるんだから、俺はあの姉妹のケンカをこれからも仲裁し続けるしかない。

「…………しかし、羨うらやましいものだ」

　とその時、文彦さんがポツリと呟つぶやく。

「…………お前達はいつも一緒なのだな」

　そう言われて、俺はハッとする。

　……これはつまり、俺が可愛かわいい娘達と一緒にいることを言ってるんだよな？

　確かに、ただでさえ父親にとってみれば娘は可愛いだろうに、さらにあんな天使すぎる娘達とくれば、一緒にいる俺を羨ましがるのも当然だ。

　それに、おそらくそこには懸け念ねんもあるに違ちがいない。可愛い娘達が男と一緒にいるとなると、父親として警けい戒かいするのは当たり前。なら俺は決してそんな目で二人を見ておらず、あくまで家族として見てるんだってことをわかってもらって、安心させなければ。

「あ、でも大だい丈じよう夫ぶですよ。俺達は、その、兄妹きようだいみたいなもので──」

　そう思って、俺はすかさず口を開いたのだが、

「…………菫と椛が羨ましい」

「へ？」

　直後に、なんかズレた言葉が聞こえた気がして、俺は思わず変な声を出してしまう。

「…………なんでもない」

　文彦さんはすぐにそう言ってまたグラスを傾かたむけるが、……えっと、い、今のは聞き間違いだよな？　いやそうに決まってるだろ。なんで文彦さんが俺じゃなくて菫と椛を羨ましがるんだ。意味不明すぎる。

「…………ところで」

　そんなことを考えていると、文彦さんはそう言ってからなぜかちょっと黙だまった後、少しだけ言いよどむように続けた。

「…………隼人はゲームが好きなのだな」

「え？　は、はい、一応……」

　意外な言葉に、俺はちょっと戸と惑まどう。

　まさか文彦さんの口からゲームなんて単語が出てくるとは思ってなかった。

　先日の『スマホゲーム家族バレ』事件が思い出されて、また身み悶もだえしそうになる。あれは軽くトラウマだからな……。

「……えっと、そ、それが何か……」

　俺は恐おそる恐る訊たずねる。……こ、これはアレだろうか？　ゲームなんて下らないものをやっているのは感心しないってお説教を食らうパターンだろうか？

　親にそういう怒おこられ方をされたことがないので、実はちょっと期待してしまう俺。

　とはいえ、文彦さんに怒られるってのはどう考えても恐ろしいので、同時に身体からだを固くして身構えてしまう。

「…………ん」

　だが思っていたお説教は飛んでこず、代わりに文彦さんは傍かたわらに置いてあった紙かみ袋ぶくろをテーブルの上に置いた。俺が？マークを頭に浮うかべていると、

「…………お前にゲームを買ってきた」

「……え？　ええ!?」

　そんな想定外にもほどがあることを言われて、俺は驚きよう愕がくする。

「な、なんでですか……!?」

「…………ただの息子へのプレゼントだ」

　俺の質問に、視線を逸そらしながら少し照れくさそうにそう答える文彦さん。

　それを聞いた俺は、一いつ瞬しゆんの間を置いた後、ジーンと胸に熱いものが込み上げてくる。

　……む、息子にプレゼント……だと!?　な、なんて素晴らしい響ひびきなんだ……！

　まさか、文彦さんがそんなことをしてくれるなんて考えてもいなかった。

　けど、この人はあの天姉妹の父親だ。一見怖い人だけど、実はこんなにも優しい人だったんだ。いや、なにせ俺を家に迎え入れてくれた人だぜ？　そりゃ最高の父親に決まってるじゃないか！

「あ、開けてみていいですか？」

　俺はもう待ちきれないといった感じでそう訊ねる。文彦さんが頷いてくれたので、俺ははやる気持ちを抑おさえながら、丁寧に紙袋を開けていく。

　……俺に、息子にプレゼントとか、文彦さんも俺のことをちゃんと家族として見てくれてるんだ。そう言われてたけど、実際にこんなことまでしてもらえると、それが本当なんだってわかって感動で泣きそうになる……！

　俺は改めて、この素晴らしい人達にもっと認めてもらえるよう努力していくことを心に決めながら、紙袋を開かい封ふうしていく。このゲームは俺の宝物にしようと思って中身を取り出したのだが、

「────────────っ!?!?!?!?」

　その瞬間、俺の全身をすさまじい衝しよう撃げきが襲おそった。

　なぜなら、中からあり得ないものが出てきたからだ。

　……こ、この無む駄だにデカいパッケージ……！　そこに描えがかれた二次元美少女のイラストに、そして、ハッキリと印字されている18禁の文字……！

　そう、それは間違いなくエロゲーだった。

「…………どうだ？」

「どうとは!?」

　文彦さんのその質問に、俺は思いっきり動どう揺ようする。

　……でも仕方ないだろ!?　だって父親からのプレゼントでエロゲーが出てきたらどうかと思うだろ!?　どうって、こっちが訊ききたいんですが!?

「……ふ、文彦さん、これは、一体……？」

　だが俺はそんな心の叫さけびをかろうじて吞のみ込みながら訊ねる。

「…………だから、ゲームだ」

　しかし文彦さんは平然と答える。……いや、確かに『ゲーム』だけど……！

「…………俺はゲームのことはまるでわからん。だから、この前隼人がしていたゲームを思い出して調べたのだ」

　そ、それって『パンデミック・ハート』のことか？　でもあれは、ちょいエロ要素があるといってもちゃんと全ぜん年ねん齢れい対象で……。

「…………ネットで調べているうちに、イラストレーター？　が同じゲームというのが出てきて、評判がよかったから買ってみた」

　絵師つながりか！　そ、そう言われてみれば、確かに同じだ……！

「で、でも買ってみたって、文彦さんが直接……？」

　よく見ると、紙袋は秋あき葉は原ばらの有名ゲームショップのものだ。さすがに直接売り場に行けば、これがエロゲーだとわかるはずだが……！

「…………いや、部下に買ってきてもらった」

「…………」

　や、ヤバい、ちょっと言葉を失ってしまった。

　ようするに、文彦さんは絵師が同じだからって理由でエロゲーだと知らずに購こう入にゆうしたらしいけど、職場での立場は大丈夫なんだろうか。セクハラで訴うつたえられたりしないよな!?

「…………もしかして、欲しくないゲームだったのか？」

「い、いえ、そんなことありません！　じ、実はずっと欲しかったやつです！」

　俺が顔を引きつらせていると、文彦さんがそう訊いてきたので慌あわてて答える。

　結果はどうあれ、文彦さんは俺のためによくわからないゲームをわざわざ調べてまでプレゼントしてくれたのだ。それなのに、俺が残念な思いなどさせられるわけがない！

「いやーうれしいなー！　あ、後で部屋でゆっくりプレイしてみますね！」

　とはいえ、俺はお礼の言葉を述べつつ手早くパッケージを袋ふくろに詰つめ直す。

　家のリビングでエロゲーを手にしているところなんて、女じよ性せい陣じんに見られたらそれこそ一巻の終わりだ。

「…………いや、今ここでやってみてくれないか」

「うえぇっ!?」

　だが、俺がそそくさとその場から立ち去ろうと思っていた時、文彦さんからそんなことを言われて素っ頓とん狂きような声を出してしまう。

「い、今ここでって……！」

「…………息子と一いつ緒しよにゲームか。……うむ、悪くない」

　いやいやいや！　確かにそれが普ふ通つうのゲームだったらそうかもしれませんけどね!?

　だがここにあるのは残念ながらエロゲーである。父親とどころか、気心の知れた同性の親友とさえ一緒にやってはいけない類たぐいのものなのである。

「い、いえ、こいつをプレイするにはＰＣが必要なんで、今ここではちょっと……！」

　なので俺はなんとか回かい避ひしようとするが、

「…………問題ない。ちゃんと用意してある」

　と、すかさずノートＰＣを取り出してテーブルの上にセットする文彦さん。

　……な、なんでそんな用意万ばん端たんなんすか……！

「ち、ちなみにこのノートＰＣは……？」

「…………俺の仕事用のだが、別にゲームを入れても問題ない」

　……いえ、問題です。問題しかないっす。仕事用ＰＣにエロゲーを入れてるとか、それ問答無用でギルティっす！

「…………さあやってみてくれ」

「あ、あの、このゲームはなんといいますか、一人用でして……」

「…………問題ない。俺はお前が遊んでいるところを見ている」

　エロゲーをプレイしてるところを父親に見られるとか、地じ獄ごくか……！

　俺はなんとかそんな事態を回避しようと試みるが、文彦さんは譲ゆずらず、しかもなんかちょっと寂さびしそうな顔までしてきたので、ついに俺は折れざるを得なかった。

　……ぐっ、くそ……っ、またしても家族の善意が俺を危機に追いやる……！

　だが、実はまだ完全に希望が閉ざされたわけじゃない。

　さっきチラ見したパッケージ……、あの感じからして、このエロゲーはシナリオゲーである可能性が高いんじゃないか……!?

　エロゲーにもいくつか種類があるが、大別すると実用性重視の『抜ぬきゲー』と物語重視の『シナリオゲー』の二つに分類できる。前者はとにかくエロに特化しており、パッケージデザインもそういうあからさまなものになるが、後者は一見普通のギャルゲーにしか見えないし、エロも控ひかえ目な傾けい向こうがある。

　……なんでそんなに詳くわしいかって？　ヤボなこと訊くな。

　と、とにかく、さっき見えたデザインは明らかに後者のものであり、だとすると少なくとも序じよ盤ばんは普通のギャルゲーとしてプレイできる公算は高い。

　俺はそんな一いち縷るの望みにかけながら、文彦さんの仕事用ＰＣにエロゲーをインストールしていく。字面だけで既すでに犯罪だ……。

「…………ところで、それはどういうゲームなんだ？」

「え、えっと、恋れん愛あいシミュレーションゲームっていって、まあ、その、女の子と親しくなっていくゲームと言いますか……」

　……くぅっ、父親にエロゲーの説明をするとか、これなんて拷ごう問もんだよ……！

　だが文彦さんはよくわかっていないのか「…………そうか」と言っただけだった。

「じゃあ、あの、始めていきます……」

　インストールも終わったので、俺は恐る恐るゲームを起動する。

　するとウィンドウが出てきて、どこか郷きよう愁しゆうを誘さそうようなピアノのメロディが流れ始め、次いでメーカーロゴと草原にたたずむ白いワンピースの女の子が画面に表示される。タイトルは『夏なつ恋こい連れん歌か』だ。

　……よ、よかった。これは予想通りシナリオゲーみたいだ。これでもし『南国ハーレムパラダイス！　エッチなあの子を好き放題！』とか表示されようものなら、その時点で俺の人生は終しゆう了りようしてた。

　俺は安あん堵どしながらゲームを開始する。内容も一いつ般ぱん的てきなビジュアルノベルらしく、主人公の述じゆつ懐かいから物語は始まっていく。

「…………ふむ、ゲームというが、まるで小説のようだな」

「そ、そういうジャンルのゲームなんですよ」

　文彦さんが画面を覗のぞき込んでくるが、怪あやしまれている様子はなかった。

　とりあえず俺はゲームを進めていく。どうやらこれは、とあることから田舎いなかの祖父の家で暮らすことになった主人公が、そこでいろんなヒロインと出会っていく物語のようだ。

「…………田舎なのに、随ずい分ぶんと華か美びな格好をした少女達だな」

「そこはあんまりツッコまないでいただけると助かります……」

「…………それで、このゲームの目的はなんなんだ？」

「その、今まで出てきた女の子の中から一人を選んで攻こう略りやく──……まあ、親しくなってお付き合いするって感じですかね」

　これはエロゲーなので本当はその先まで行ってしまうわけだが、もちろんそこまでプレイするつもりはない。どうかこのゲームが大長編でありますようにと願うばかりだ。

「…………ふむ、なるほどな。それで恋愛シミュレーションか。一口にゲームと言ってもいろいろあるものだな」

「は、ははは……」

「…………それで、隼人はどの子を選ぶつもりなのだ？」

「い、いやー、どの子にしましょうかね。みんなそれぞれ可愛かわいいですし」

　……なんつー会話をしてるんだ俺は。でも、父親とゲームを介かいしてこういう会話をするのは、なんかちょっと楽しいかも……、と思ったりもする。

　一通りヒロインが出てくるところまでは進めたが、今のところエロシーンが入るような気配もないし、俺も少しだけ緊きん張ちようが解けてきた。

「…………こういう風景を見ていると、故郷を思い出すな」

「あ、そうなんですか？　文彦さんの故郷ってどんなところなんです？」

　やがてそんな会話も弾はずむようになって、これならなんとか乗り切れるだろうと俺が安堵していた時だった。

「あ、お兄さん、こんなところにいらっしゃったんですね」

「もーお兄ちゃん、捜さがしたよー」

　天使が終末のラッパを吹ふきにやって来た──じゃなくて、突とつ然ぜん菫と椛がリビングに入ってきて、俺は口から心臓が飛び出そうなくらい驚おどろいた。

「なっ!?　ななななんで二人がここに!?」

「お兄さんのお部屋をお訪ねしたら、いらっしゃらなかったものですから」

「そうそう、宿題のわからないところを教えてもらおうって思ってたのに」

「……椛、あなたは成績もいいのだから、お兄さんに教えていただかなくても自分でできるでしょう？　お兄さんは私と一緒にお勉強をするのですから、邪じや魔ましてはいけません」

「お姉ちゃんこそ、全国模試でトップクラスなのにお兄ちゃんと一緒に勉強なんてする必要ないじゃん。一人で十分でしょ」

「そ、そんなことはありません。お兄さんとご一緒することで、今まで見落としていた点などを再確認できるかもしれないじゃありませんか。多分」

「あー、今多分って言った多分って！」

　なんで登場するなりもう言い争いかけてるんだよ！

　……って、そんなこと言ってる場合じゃない！　こ、こいつはヤバいぞ……！

「ところで、お兄さんはここで何をしていたのですか？」

「お父さんも一緒に……、それノートパソコン？　ほんと、何してたの？」

　案の定、早速気づかれてしまった。まさか二人でエロゲーをしてましたなんて言えるわけもなく、俺はすぐさま誤ご魔ま化かそうとするが、

「…………隼人と二人でゲームをしていたのだ。恋愛シミュレーションと言ったか」

「ふ、文彦さん!?」

　なんと、文彦さんがバラしてしまう。

　……いや、エロゲーってことはバレてないが、その単語もヤバいんですって……！

「恋愛……？」

「シミュレーション……？」

　二人がキョトンとした顔で俺の方を向く。幸い知識がないのか意味がよくわかっていないようだが、どことなく剣けん吞のんな気配がする。

「…………女の子と親しくなるゲームだということだ」

「文彦さあぁぁぁぁぁんっ!?!?」

　そこに思いっきり油を注ぐ文彦さん。俺は思わず絶ぜつ叫きよう。

「……お、女の子と親しくなるゲームですか!?」

「……ふうん、お兄ちゃんってそんなのやるんだね」

　剣吞な気配がさらに増し、二人が俺にジト目を向けてくる。

　だが罵ば倒とうされるかと思っていたがそうでもなく、二人とも俺の隣となりに腰こしを下ろしてノートＰＣを食い入るように見つめ始めた。

「そ、それで、その恋愛シミュレーションとはどういうゲームなのですか？」

「見てお姉ちゃん、きっとこの女の子達の中から選んで彼女にするんだよ。あたし、聞いたことあるもん。こういうのギャルゲーっていうんだって」

　正確にはエロゲーなわけだが──って言ってる場合じゃなくて……！

　俺を挟はさんで勝手にゲームを進めながら、あーだこーだと話し合っている姉妹。

　俺はどうしていいかわからず、助けを求めて文彦さんに視線を送るが、

「…………む、せっかく隼人と二人きりだったのに」

「何を言ってるんですか!?」

　なぜか残念そうにウィスキーを呷あおっていて、とても助けになってくれそうになかった。

「……な、なるほど、この中から一人を選んでお付き合いするというわけですか」

「ふーん、こういうゲームなんだね。お兄ちゃんもこういうのするんだ」

　いや、それは俺じゃなくて文彦さんが買ってきたわけなんだが……。

　けど、俺はそのことについては決して言わない。父親の威い厳げんに関わるからな。

　息子として、そこはちゃんと守るぜ！　その分俺はピンチだが！

「それでお兄さん」

「お兄ちゃんは、どの子を選ぼうとしてたの？」

「…………」

　だが、次の瞬しゆん間かんそんな質問が二人から飛んできて、俺は凍こおり付く。

　……いや、だって、その、二人とも目が笑ってないんですが……。

「…………それは、俺もさっきから気になっていた」

「ふふふ文彦さあああああああぁんっ!?!?!?!?!?」

　さらに追つい撃げきも飛んでくる。守るべき対象に裏切られただと……!?

「い、いや、その……」

　もちろん、俺は答えられない。

　なんか適当なキャラを選べばいいと思うかもしれないが、さっきまでならそれでよかったかもしれないけど、今はとてもじゃないがそんな空気じゃないんだ。

　なぜって、この二人が食い入るような目で俺に迫せまってきてるからだよ！

「お、お兄さん、では私が当ててあげます」

「す、菫？」

　だがその時、菫が意外なことを言い出して俺は困こん惑わくする。

「お兄さんならばきっと、この子を選せん択たくするに違ちがいありません」

　ビシッと画面を指さす菫。その先にいるのは黒くろ髪かみロングの幼おさな馴な染じみヒロインだった。

「お兄さんはきっと、このような控え目な感じの大和やまと撫なでし子こ然ぜんとした女性を選ぶと思われます。なによりこの子は胸も控え目です。不必要に主張することのない奥ゆかしさに、お兄さんもきっと魅み力りよくを感じるに違いありません」

　……ちょっと言い方に切せつ羽ぱ詰つまった感があるように思えるのは俺の気のせいだろうか。

「そんなことないよお姉ちゃん。お兄ちゃんが選ぶのはきっとこの子だよ！」

「椛!?」

　さらに椛まで、同じように画面のヒロインを指さした。小こ柄がらな妹系のヒロインだ。

「お兄ちゃんが選ぶのはこういう年下の女の子に違いないよ。男の人っていうのは基本的に年下が好きだってどっかで見たし！　それに、この子はなによりも胸が大きいからね。男の人はやっぱり大きい胸が好きなんだよ！」

　なぜかやたら胸を強調する椛。主張する声にも随分と力がこもっている。

「い、いいえ、そんなことはありません。世の男性は百歩譲ゆずってそうかもしれませんが、お兄さんはそのような部分で女性を選んだりはしないのです」

「ふっ、甘いねお姉ちゃんは。お兄ちゃんも男の子なんだよ？　当然胸が大きい方がうれしいに決まってるじゃん」

「そ、そうとは限りません！　世の中には控ひかえめな胸を持つ女性が好みの男性もいると、ネットで見ました！　高潔な人格を持つお兄さんなら、きっとそういった控えめな女性を選ぶに違いありません！」

「そ、そんなの少数派だよ！　あるとないとじゃ、あった方がいいに決まってるし！　お兄ちゃんは優しくて超ちよういい人だけど、男の人としての本能はちゃんとあるんだよ。だから間ま違ちがいなく胸の大きい方を選ぶね！」

　そうやって、ギャーギャーワーワーとなぜか普ふ段だんよりも激しく言い争う二人。

　そうして「むむむむむ……！」「ぐぐぐぐぐ……！」と睨にらみ合ったかと思ったら、




「「（お兄さんは）（お兄ちゃんは）どっちを選ぶの!?」」




　と、いつも通りの流れでいつもより数段激しい剣けん幕まくを見せながら迫ってきた。

「胸の控えめな方ですよね!?」

「胸の大きい方だよね!?」

　今までに比べてはるかに勢いのある二人に、俺はものすごく戸と惑まどう。……というか、

「な、なんで胸の話が中心になってんだ？」

　どのヒロインを選ぶのかって話よりも、なんか俺の胸の大きさに対する好みはどうなんだって問題になってる気がするんですが!?

「そ、それは……、とても重要なことだからです！　胸に対するお兄さんの認識は将来設計──ではなくて、家族として知っておかなければならないことなんです！」

「そ、そうそう、家族としてこれ以上ないくらい重要なことだよ！」

「なんでだよ!?　……ああもう、文彦さんも何とか言ってくださいよ……！」

「…………で、どうなんだ。隼人の好みは」

「文彦ざははああああああああああぁぁぁぁぁぁんっ!!!!!!!!」

　なに真顔で訊きき返してるんすか！　娘むすめ達が胸胸言ってるのに、止めなくていいんすか！「……くっ、お、落ち着け二人とも。家族として俺の好みを知ろうとしてくれてるのはうれしいけど、胸に関してはその、どうでもいいことというか、な？」

「そうはいきません。お兄さんの好みの中でも一二を争う重要な点です！」

「その通り！　ぶっちゃけお兄ちゃんの将来の夢よりもずっと大事なことだよ！」

　……俺の将来の価値って……。

「だあもう！　どうしてそこまでこだわるんだよ！」

「そ、それは……！　……そう、心配だからです！　お兄さんがいつか、胸が大きいだけの悪女に騙だまされてしまわないかと！」

「お兄ちゃんが、胸の小ささをこじらせて性格がひん曲がった女に引っかからないかって心配だからだよ！」

「……椛？　それは誰だれのことです？」

「別に誰ってわけじゃないよ？　もちろんお姉ちゃんのことでもないし。お姉ちゃんは真っ直すぐな性格ですっごく優しいからね。胸は小さいけど。……で、お姉ちゃんこそ胸が大きいだけの悪女って誰のことかな？」

「単なる想定上の人物です。当然椛のことではありませんよ？　あなたは素直でいい子ですから、悪女などではあり得ません。胸が無む闇やみに大きいのは確かですが」

　二人が一転して笑顔で向かい合う。だが、その間にバチバチィッと火花が走ったように見えたのは、俺の気のせいだと思いたい。

　一見和なごやかに笑い合っている二人だが、肝かん心じんの目が笑ってなかった。

　場の緊きん張ちよう感かんも張りつめるばかりで、一刻も早く止めないといけないのはわかっているけど、俺はもうどうしたらいいかわからない。

「…………っ!!」

　だがその瞬間、不意にゲーム画面が目に入り、これしかないと思える手段を思いつく。

「お、俺が選ぶのは、この子だ！」

　俺はカーソルを動かして、あるヒロインを選ぶ。

　それはクラスメートの女の子ヒロインだったが、重要なのはそこじゃない。

　俺がこのヒロインを選んだ理由は、この子の胸の大きさが全ヒロイン中で最も平均的なものだったからだ。

「な……っ!?　ど、どうしてお兄さんはその子を選んだのですか!?」

「い、いやー、別になんとなくかなー」

　だが、もちろんそんな理由は言わない。とにかく二人の意識を胸から遠ざけないと。

「こ、この子は大きくもなければ小さいってわけでもないよ？」

「べ、別にそこは見てなかったな。なんとなく雰ふん囲い気きがいいかなって思っただけで」

「お姉ちゃん、どうしよう？　なんか中ちゆう途と半はん端ぱだよ？」

「これは……、つまりお兄さんは胸の大きさで女性を選ばないということですか……？」

「そ、そうそう、そういう見方は俺にはなかったなー」

　事実、俺は女性を胸の大きさで判断したりはしない。

　もちろん男だから胸にはこだわりはあるが、そんなものは基本的に表に出すもんじゃない。こういったエロゲーなんかをプレイする時以外は、心の中に秘めておくものだ。

「……ふふ、さすがお兄さんです。女性をそういった偏かたよった点で見ないというのは、やはりお兄さんの高潔な精神の表れですね」

「うん、やっぱりお兄ちゃんは誠実な人だよね」

　二人はどこかホッとしたような感じでそう言い、俺も胸をなで下ろす。

　これでなんとか争いも収束したか──……と思ったのだが、

「じゃあお兄ちゃん。聞かせてもらおうかな」

「ええ、どうしてその子を選んだのか、その理由を是ぜ非ひ」

　現実はそう甘いもんじゃなかった。

「だ、だから、なんとなくフィーリングでだな……」

「それでは説明になっていません。ちゃんとした理由を教えてください」

「そうじゃないと、お兄ちゃんの好みがわからないもんね」

　そうは言われても、本当にその場しのぎのために選んだだけで理由も何もないわけだから説明のしようもなかった。

　どこがよかったの？　何が好きなの？　と問い詰つめてくる二人に、俺はしどろもどろになる。だって答えようがないんだから仕方がない。

「……このままでは埒らちがあきませんね」

「お姉ちゃん、こうなったら自分達で調べるしかないよ」

　やがて、俺が答えられないとわかると、姉妹は勝手にゲームを進めてあーでもないこーでもないと議論し始めた。

「お姉ちゃん、もしかして髪かみ型がたじゃないかな？　この子ポニーテールだから、あたしもポニテにしようかな……」

「いえ椛、髪型よりも髪色ではありませんか？　この子はピンク色というあり得ない色をしていますが染めたのでしょうか？　わ、私もピンク色に……」

「いやいやいや……」

「椛、よく見たらこの子のスカートはとても短いようです。これは膝ひざ上うえ何センチなのでしょうか？　は、破は廉れん恥ちですが、もしかしてお兄さんはこれに惹ひかれて……？」

「はっ!?　つ、つまりお兄ちゃんは胸派じゃなく脚あし派はの可能性……!?　ど、どうしよ。あたしも超ミニにしようかな」

「いけません椛、そんな不特定多数の人に見られるようなはしたない真ま似ねは。私はちゃんと家の中だけにします」

「それだ！」

「いやいやいやいや！」

　前提が間違ってるから出てくる推測もことごとく間違ってしまっており、とてもじゃないがツッコみきれない。

　だが二人はすっかり夢中になってしまっていて、ゲームをどんどん進めながらヒロインを研究していき、そこから俺の好みを何とか推測しようと必死になっている。

「…………ふむ、隼人の好みはああいうタイプか」

　この状じよう況きようの元げん凶きようである文彦さんは相変わらずこの調子でグラスを傾かたむけているし、もはや俺にはどうしようもなかった。

　俺を挟はさんでゲームに夢中になっている姉妹と、それを見守る父親。

　字面だけ見たらほのぼのとした光景に思えるかもしれない。そのゲームがエロゲーじゃなければな……。

「……ねえ、やっぱり胸じゃないかな？　もしかして、お兄ちゃんの好みの大きさがこれくらいの大きすぎず小さすぎずって感じなのかも」

「……あなたもそれに気づきましたか椛。となるとこれから成長するであろう私は、そこに到とう達たつする可能性がありますね。逆に、今大きいのが縮む可能性はないでしょうが」

「そ、それは成長する前提だよね？　成長しない可能性だって十分あるし、てゆーかそっちの可能性のが高くない？」

「な、なにが言いたいのですか椛……？」

「お、お姉ちゃんこそ」

　やがて、なぜかまた胸の話で剣けん吞のんな雰囲気になりかけた頃ころだった。

「…………う!?」

　現実逃とう避ひ気味にゲーム画面を眺ながめていた俺は、ある気配に背筋が凍こおる。

　ゲーム内では二人で下校、不意の夕立、二人して今は使われてないバス停に駆かけ込むといった展開になっており、ＢＧＭも変わって今までにない雰囲気になっていた。

　……ま、まさか!?　い、いや、まだ早いだろ？　そうだろ？

　俺は冷や汗あせをダラダラ流しながら祈いのるような気持ちで画面を眺めていたが、そんな祈りもむなしく間もなくシーンが切り替かわってしまった。

　そう、エロシーンである。

「……え？　きゃあっ!?」

「ひゃあああぁっ!?」

　当然二人も気づき、真っ赤になって悲鳴を上げる。

「……むっ!?　ごほ、ごほ……っ！」

　後ろで見ていた文彦さんも、さすがに焦あせってむせたようだ。

　そうこうしている間にも、いつの間にかオートモードにでもなっていたのか、場面はどんどん進んでいく。

「……な、ななななな……っ！」

「あわあわあわ……っ！」

　菫と椛は両手で顔を覆おおうが、指の間が思いっきり開いており、そこからカッと見開いた目が覗のぞいていた。……なんで食い入るように見てんだ!?

「……は、隼人、これは一体どういうことだ……!?」

　……どうもこうも、あなたが間ま違ちがえてエロゲーを買ってきたからなんですけど!?

　ああもう、とにかくこんな感じでリビングは一いつ瞬しゆんで大混乱に陥おちいった。

　恐おそれていたことが起きてしまったわけだが、エロシーンを見られてしまった以上、もはや収拾のしようがなかった。とはいえ、このままにしておくわけにもいかず、俺はせめてゲームだけは閉じようと手を伸のばすのだが、




「あなた達、一体リビングで何をしているのかしら……？」




　その瞬間、背後からそんな声が聞こえてきて、俺を含ふくめた全員の動きが止まる。

　まるで地の底から響ひびいてくるようなその恐ろしい声に、俺はギギギ……と錆さび付いたロボットのような動きで振ふり向く。

「隼人くん、説明、してくれる？」

　するとそこには、いつも通り頬ほおに手を当てて、いつも通りじゃない恐ろしい笑みを浮うかべている遥はるかさんの姿が。

「それって、私の認識が間違っていなければ、隼人くんの年ねん齢れいでやっちゃいけないゲームなんじゃないかしら？」

「そ、そそそそそれはその通りで……！」

　すさまじい威い圧あつ感かんに、俺はガクガクと震ふるえる。ふと気づくと、隣となりにいた菫と椛もいつの間にか俺にギュッとしがみついて、涙なみだ目めで小刻みに身体からだを震わせていた。

「どうしてそんなものがここにあるのかしら？」

「文彦さんにプレゼントされたからです!!」

　その質問に、即そつ行こうでゲロる俺。

　さっきまでは父親の威い厳げんを守るとかなんとか思ってたわけだが、そんな決意も吹ふっ飛ぶくらいに、遥さんは怖こわかった。

「そう……、あなた？」

「……むっ!?」

　遥さんがゆっくりと文彦さんの方を振り返る。

　文彦さんは表情こそ崩くずさないが、額から汗をダラダラと垂らし目が泳いでいた。

「……い、いや、違ちがう。俺は全然知らずに……！」

「詳くわしい話は今からゆっくりと聞かせていただきます」

「……う、うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉっ!?」

「隼人くん、それはちゃんと処分しておいてね？　さ、行きましょうあなた」

　遥さんは文彦さんの首根っこを掴つかむと、そのまま無造作に引きずりながらリビングから出ていってしまった。

　……すごい光景だ。あの巨きよ体たいをいとも簡単に……。これが母は強しってことか……。

　残された俺達はしばらくの間呆ぼう然ぜんとしていたが、その間もエロシーンはオートモードで進んでおり、我に返った俺は本格的にヤバくなる前に慌あわててゲームを閉じた。
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「い、いろいろ気が動転してしまって、ドキドキしています……」

「そ、そうだね。久しぶりにマジギレお母さんを見たよ……」

　なるほど、あれは遥さんのマジギレモードだったのか。……うん、これから絶対に怒おこらせないようにしよう……。

「と、ところでお兄さん、い、いいい、今のゲームはその……」

「え、エッチなシーンが、その、あの……！」

　二人がエロゲーのことについて言げん及きゆうし始めたので、俺は慌てて言い訳をする。

　あれは文彦さんが間違えて（ここ重要なので強調しておく）買ってきたものであって、本当のことを言い出す前に二人が来て、仕方なく流れでああなってしまったことなどを、俺は懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明した。

「な、なるほどそうだったのですね……。しかし衝しよう撃げき的てきでした……。ま、まさか、その、あんな体勢で……！」

「わー！　わー！　思い出さなくていいから！」

「お、おおおお兄ちゃんも、ああいうのが好きなの……!?」

「こ、この件に関してはもうノーコメントで！　というか、二人とも忘れること！」

　俺は大声を出して誤ご魔ま化かす。頼たのむからこういう場面で頬を赤らめながらチラチラと見ないでほしい。ものすごく背徳的な雰ふん囲い気きがするから。

「と、とにかく、遥さんに言われた通りこいつは処分しておかないと……」

　俺はノートＰＣからゲームをアンインストールし、ディスクを取り出しながら呟つぶやく。

　するとその時、なぜか菫と椛がモジモジし出して、

「あ、あの、お兄さん、そのゲームは私が預かっておきましょうか……？　べ、別に深い意味はありませんが……」

「あ、あたしが隠かくしておくよ。べ、別に隠れてプレイしたりしないし、お、女の子の部屋に置いとけば安全じゃん？」

　そんなことを言い出したので、俺は言葉を失ってしまった。

　結局、このエロゲーは俺の部屋の押入れに、他のオタクグッズと一いつ緒しよに封ふう印いんしておくことになったわけだが──……それからしばらくの間、二人が俺の部屋に来るたびに押入れの方に熱い視線を送るようになったのは気のせいだろうか……？




　ところで、その翌日の朝。

「…………隼人か。昨日はすまなかったな」

　俺が洗面所で顔を洗っていると、目の下にくまを作った文彦さんがやって来た。

「い、いえ、最初に言い出せなかった俺も悪かったわけですし……」

「…………以後気をつける」

　と、そこで会話が終わるかと思ったのだが、文彦さんが続けて、

「…………ところで、スマホの方に入っていたゲームは、年齢制限のないものか？」

「え？　も、もちろんですけど……」

「…………そうか。なら、やってみるか」

「ええ!?　な、なんでまた文彦さんが!?」

「…………息子の趣しゆ味みだからな」

　ポツリとそう答える。

　俺はそれを聞いて、なんとか俺との距きよ離りを縮めようと文彦さんなりに努力してくれているんだと改めて感動するのだが、これだけは言っておいた。

「あの、せめて仕事に使うスマホには入れない方がいいと思いますよ」

「…………む？」

　文彦さんは首を傾かしげ、俺は父親との距離感って難しいと改めて思うのだった。

















今も昔も変わっていない妹達









「お邪じや魔ましますお兄さん。今お時間はよろしいですか？」

「お兄ちゃんに見せたいものがあるんだよ」

「見せたいもの？　何だ？」

　俺が部屋で勉強していると、菫すみれと椛もみじがそんなことを言いながら訪ねてきた。

　この二人の訪問はほぼ毎日のことなので、今では俺もすっかり慣れてしまった。

「じゃーん。これだよこれ」

「それって……アルバムか？」

　……うん、椛が抱かかえてるのは間違いなくアルバムだった。けど、なんでまた？

「昔の写真を見返して、思い出話に花を咲さかせられればと思いまして」

「いろいろ懐なつかしいこととか思い出して、盛り上がるのもいいかなって」

　俺はそれを聞いて、ピクッと反応する。

　……アルバムを見て思い出話に花を咲かせるだと……？

　それって……、それってまさに家族あるあるじゃないか！

　そう考えた瞬間、俺の脳内に感動の波が押し寄せる。比ひ喩ゆ表現じゃなく、実際に荒あら波なみの岩場に立って満足気に海を見つめる俺自身の姿が思い浮かんだ。

　ちなみに家族あるあるとは、俺が勝手に考えてる『家族ならこういうことがあって当然だ』というイベントのことで、長年の妄もう想そうの蓄ちく積せきからものすごい数のシチュエーションが俺の中にストックされているのだ。

「……なるほど、アルバムで思い出話か……。いいね、是ぜ非ひやろう！」

　俺はビッと親指を立てながら、すぐさまその提案を受け入れる。

「は、はぁ……、お兄さんが乗り気なのはいいのですが、なんだかご様子が……」

「お兄ちゃんって時々変なテンションになるよね……」

　だが、なぜか二人のリアクションはちょっと引き気味だった。

「変なテンションって何だよ。俺はただ、家族らしいイベントに感動してただけだぞ？　……そう、冬の日本海の岩場に立って、波の砕くだけるのを眺ながめているようなしみじみとした感動をだな……！」

「なんだかとても寒々しい光景で、感動とは程ほど遠とおいように思えるのですが……」

「うん、なんかサスペンスドラマのラストシーンみたいだよね……」

　……ええい、うるさいうるさい！　人の感性にケチをつけないでもらいたいね！　俺の家族に対する渇かつ望ぼうはそれだけダイナミックってことなんだよ！

「ごほん……。そんなことより、それってどんな写真が入ってるアルバムなんだ？」

「もちろん、お兄ちゃんが家に来た時の写真だよ」

「これはお兄さんと過ごした日々の写真を、全てまとめたものです」

　……なるほど、思い出話をするんだからその内容は当然か──……って、あれ？

「俺との写真って、菫の部屋に飾かざってるのが全部じゃなかったのか？」

　ふと、菫の部屋にあったコルクボードのことを思い出す俺。

「あれは数ある写真の中から選よりすぐって飾ってあるだけで、あれで全部などということはありませんよ。お兄さんの写真は他にもたくさんあります」

「そ、そうなのか？　それにしても、俺がここにいたのって一か月程度だったけど、それでアルバム一冊分の写真なんてあるんだな……」

「あの頃ころは、お父さんが結構張り切って撮とってたからね」

　椛はさらりと言うが、それでもやっぱりアルバム一冊って相当な量だと思う。

「まあ、それだけ思い出を振ふり返ることができるんだから、いいことか」

「はい、お兄さんとの思い出は大切ですから。……ですが、多すぎて困るということもあるんです。本当はお兄さんの写真は全て部屋に飾りたかったのですが、そうすると壁かべと言わず天てん井じようまで全て埋うまってしまうことになって断念しました。私はそれでもかまわなかったのですが、椛に強く止められてしまって……」

「……当たり前でしょ？　さすがにそれは怖すぎるよ。ストーカーの部屋だよ……」

　ため息を吐つく菫に椛がジト目になるが、俺は内心で「椛ＧＪ……」と呟いておいた。

「……まったく、お姉ちゃんはこれだから……。あたしみたいに普ふ通つうにアルバムとして保管して、時々……あれ？　毎日？　まあ、その都度見返せばいいんだよ」

　だが、続いて椛も気になることを口にした。

「……ん？　あれ？　じゃあこのアルバムって椛の部屋で保管してるのか？」

「うん、このアルバムはあたしのだからね。お姉ちゃんはお姉ちゃんで持ってるし。家族共用のは他で保管してるけど」

「……菫の？　家族共用？」

　俺の頭の上に？マークがいくつも浮うかぶ。椛が何を言ってるのかいまいちわからない。

「つまり、お兄さんとの思い出アルバムは複数あるということです。これは椛のものですが、私もまったく同じものを持っていますから」

「ええ!?　なんで同じのがいくつもあるんだ!?」

「大事なものなんだから当然じゃん？　あたし達で二冊、家族共用で一冊。それから保存用に一つの計四冊あるよ」

「なにそのオタク買いみたいなの……」

「あ、そうでした。お兄さんも必要でしょうから、もう一冊作らないといけませんね」

「そ、それって五冊目ってことか？」

「うん。もしかして、お兄ちゃんはいらないの？　アルバム」

「…………」

　いや、普通に欲しい。家族との思い出のアルバムとか、そんなの今まで欲しくても手に入らなかった宝物じゃないか。いらないわけがない。

　……な、なるほど。最初は同じアルバムが複数あるって聞いて驚おどろいたが、数が増えるのもあながち変なことじゃないかもしれないんだな。

「ううむ、家族とは奥が深い……」

「お兄さんの分はまた後日用意するとしまして」

「うん、とにかく早くアルバムを見ようよ」

　俺が家族というものの深遠さに唸うなっていると、二人は俺の服をクイクイと引っ張って、早く早くとせがんできた。

　そうして菫と椛は俺を挟はさむようにしてベッドに座り、俺達は三人で昔の写真を見ながら思い出を振り返ることになった。

「あー、やっぱ最初はこんな感じで距離があったんだな」

　アルバムを開けると、早速最初の写真が目に飛び込んできた。

　それは俺を中心にして、右に菫、左に椛が立っている写真だ。

　これを見て、そういえばここに来た初日にこんなのを撮ったことを思い出した。

　俺達は手をつないではいるものの、どことなくぎこちない雰囲気が見てとれる。椛はそれほどでもないものの、菫は明らかにおっかなびっくりといった感じで腰こしが引けていた。

　一方で俺はというと……、なんか満面の笑みだな。

「この頃ころはまだ出会ったばかりでしたし、私は人見知りなところがありましたから……」

「あたしはお兄ちゃんに出会った時からいい印象持ってたけどね」

「な……っ!?　そ、それは私も同じです。お兄さんには出会った瞬しゆん間かんに運命的なものを感じましたが、ただ当時は引っ込み思案だったので──」

「な、なんにせよ、俺の第一印象がそんなに悪くなかったってのはよかったよ。この時の俺はあんまり遠えん慮りよとかしてなかっただろうからな」

　なぜか急に二人が言い争いを始めそうになってたので、俺は慌あわてて話題を換かえる。

「そういえば、お兄ちゃんは最初っからすごくいい笑顔だよね」

「きっとお兄さんも、私との出会いに運命的なものを感じていたのですね。はぅ……」

　菫が謎なぞに顔を赤らめているが、残念ながらそういう美談的な事情じゃない。

　ただ単に、この頃の俺は舞まい上がっていたってだけだ。子供心に両親のギクシャクした空気を感じていて、それを忘れようと必死に振る舞っていただけにすぎない。

　……まあ、それは今だからこそわかることで、当時の俺にはそんな意識はなく、ただひたすら月つき城しろ家けでの暮らしを楽しもうとしていただけだろうが。

「あー……、今いま更さらだけど、この時の俺の無遠慮さに不ふ愉ゆ快かいな思いをしてたってんなら謝りたいから、気をつかわずに言ってくれ」

　俺がそう言うと、菫も椛も呆あきれ顔になって、

「……はぁ、何を言っているのですかお兄さんは」

「そうだよ。お兄ちゃんのことを不愉快に思ったことなんて一度もないし。その証しよう拠こにほら、この写真を見てよ」

　ページをめくり、次の写真を指さした。

「ええ、私も椛もこんなに楽しそうでしょう？　これが不愉快な思いをしている子供の作り笑いに見えるのですか？」

　その写真は二人が満面の笑みを浮かべながら俺にくっついているもので、確かにそこからは、二枚目にして既すでに微び妙みような距離感的なものはまるで感じられなくなっていた。

「俺達ってこんなに早くに打ち解けてたのか……」

　子供同士とはいえ、初対面なのにこんなにも早く仲良くなっていたことに驚く俺。

　でも確かにそう言えば、子供の頃に二人とギクシャクした記き憶おくがない。忘れてるだけかと思っていたが、最初からそんな時期がなかったってことなのか。

「あー、その反応はもしかして忘れてるねお兄ちゃん？」

「ん？　何のことだ？」

「最初の記念撮さつ影えいの後、お兄さんが私達におっしゃった言葉です。本当に覚えていないのですか？　そのおかげで私達は仲良くなれたのですよ？」

「……俺、何を言ったんだ？」

「『椛は年下だから妹な。今日から俺は兄貴になるからお兄ちゃんって呼ぶんだぞ。困ったことがあったら何でも言っていいから』って言ったんだよ」

「ええ!?」

「私は同い年でしたが『菫もなんか大人しくてビクビクしてて妹っぽいから妹な』って言われました。もしかして忘れていましたか？」

「い、いや……」

　俺はそう問われて、愕がく然ぜんとしながらも首を振る。

　実際、俺はそのこと自体は忘れちゃいなかったからだ。

　その当時の俺は弟か妹が欲しくて、でも家はそれどころじゃなくて……。だからつい、月城家に来て姉妹と出会った時に、そんな願望をそのまま口にしてしまったのだ。

　それが、二人が血のつながっていない俺を『兄』として見るようになった理由。

　振り返ってみるとアホな子供の一言に過ぎないわけだが、それが受け入れられて、しかも高校生になった今でもその関係性が続いているんだから不思議なものだ。

　……にしても、まさか出会った直後に言ってたとは……。

「そういうことを言ったってのは覚えてたけど、それが会ったばっかりのことだったってのは忘れてた……。しかし、マジで無遠慮な子供だったんだな、昔の俺……」

「確かに、こうやって振り返ってみるとおかしなことかもしれませんね」

「でも、あたし達はそう言われてうれしかったんだよ？　そのおかげでこんなにもあっという間に打ち解けられたんだからよかったじゃん」

　そう言われればそうかもしれないけど、二人もよくそんなバカな提案を受け入れたもんだよな。やっぱり不思議だ。

「子供の頃とはいえ無む茶ちや苦く茶ちやだな俺は……。兄貴だって自じ称しようしたところで、それらしい振る舞いをしてたってわけでもないのに」

　俺は苦笑する。まあ子供の発想だから、ごっこ遊びみたいなものだったんだろう。

「お兄さんは全然自称ではありません。正しよう真しん正しよう銘めい私達のお兄さんでした。その証拠の写真だってあるんですから」

　だが菫はそう言って、ページをめくってある写真を俺に見せてきた。

「……なんだこの写真？　菫と椛がなんか涙なみだ目めになってるし、俺は笑ってるけどボロボロじゃないか」

　それはいまいち状じよう況きようがわからない写真だった。

　全身すり傷だらけで腕うでや脚あしに絆ばん創そう膏こうをつけている俺が、心配そうな泣き顔の二人を慰なぐさめるように笑顔を向けている光景が写っている。

「あー、お兄ちゃん、もしかして覚えてないの？」

「これは、私と椛がお兄さんに命を救われた時の写真ですよ」

「い、命!?　そんな大事件なんてあったか!?」

　なんだか話が急にすごい方向に行ってしまい俺は驚く。命に関わるような事件があったなんて記憶はなかったから、なおさらだ。……い、一体何があったんだ？

「私達を襲おそってきた野良犬を、お兄さんが命いのち懸がけで追い払はらってくださったんです」

「……へ？　野良犬？」

「そうだよ。突とつ然ぜん現れてあたし達に噛かみつこうとしてきた犬から、お兄ちゃんが身体からだを張って守ってくれたんだ。犬と勇ゆう敢かんに戦うお兄ちゃんの姿は、今思い出しても本当にカッコよかったなぁ……」

「ええ、身体を張って私達を守ってくださったお兄さんの雄ゆう姿しは、今もまぶたに焼き付いています……」

　二人はその時の光景を思い出すように遠い目になり、なぜか「はぅ……」と熱い吐と息いきを漏もらした。……それはともかく、

「全然覚えてない……」

　俺はそう言われても、やっぱり思い出せない。そんな衝しよう撃げき的てきなことなら覚えていてもよさそうなものだが、思い当たる記憶がなかった。

「もう、どうしてお兄ちゃんが忘れてるの？」

「そうです。あんなドラマチックな出来事を忘れているなんてひどいです。獰どう猛もうな獣けものと死し闘とうを繰くり広げ、半死半生の目に遭あいながらも私達を助けてくれたではないですか」

「なんかさっきより表現がすごいことになってないか!?」

「そうして大おお怪け我がを負いながらも、お兄ちゃんはあたし達を振ふり返って『大だい丈じよう夫ぶ。お前たちは俺が命に代えても守るから』って優しく笑ってくれたんだよ！」

「明らかな記憶の捏ねつ造ぞうだと思うんですけど!?」

　前から思ってたことだけど、この二人は俺との記憶を美化しすぎだろ!?

「魔ま獣じゆうを倒たおしたお兄さんは私を優しく抱だきかかえると『菫に何かあったら俺は生きていけないんだ。だって菫は俺のお姫ひめさまだから』とおっしゃって……！　きゃー！」

「ちょっとお姉ちゃん、それはあたしへの言葉だから！　お兄ちゃんは『椛だけが俺のお姫さまだよ。だからいつも笑顔でいてくれ』って優しく慰めてくれて、えへへ……！」

「む、そういうウソはいけませんよ椛。お兄さんは私に言ってくださったのです」

「お姉ちゃんこそ、そんなあからさまなウソついちゃダメじゃん」

「いいえ、私の記憶こそ正しいです！」

「あたしだよ！」

「どっちも間ま違ちがってるだろ明らかに!!」

　絶ぜつ叫きようする俺。美化した記憶を基にケンカするとか、始末が悪いにも程ほどがあるだろ！

「はぁはぁ……、で……？　本当のところは何があったんだよ……」

「ですから、山をも越こえるほどの巨きよ大だいな狼おおかみが現れて──」

「三つの首を持って炎ほのおを吐はく地じ獄ごくの番犬がやって来て──」

「そういうのはもういいから！　実際は野良犬ってどんなだったんだ!?」

「えーと……、犬種は柴しば犬けんでしたよね」

「うん。それで大きさはこんくらいだったっけ？」

　椛が手で示したのは、明らかに子犬くらいのスケールだった。

　と、そこで俺はあることを思い出す。

　……そういえば、突然やって来た子犬がじゃれついてきて、怖こわがった二人から引き離はなそうとして取っ組み合いながら転がった記憶があったようななかったような……。

「……思い出した。これ、あの時の写真か……」

「もう、やっと思い出したの？　お兄ちゃんて結構忘れっぽいよね」

「あなた達の捏ねつ造ぞう記き憶おくが原因だと思うんですけど!?」

　なんで平たく言えることに無む駄だな凹おう凸とつをつけるんだこの二人は！

　それはともかく、思い出してみれば大した出来事じゃなかった。

　二人を守ったっていっても相手は子犬で、しかもじゃれついてきただけだし、俺のこの傷も犬に噛まれたとかじゃなく地面を転がりまわってできたすり傷だ。

「単なる微笑ほほえましい思い出で、証拠写真といえるような出来事じゃないじゃないか……」

「そんなことありません。たとえ子犬相手でも、お兄さんが私達を守ってくださったことに変わりはないでしょう？」

　そう言えなくもないけど、それにしたって守ったは大げさすぎる。

　と、俺が苦笑していると、菫は納得いかないといった顔で「ではこちらの写真も見てください」とさらにアルバムのページをめくった。

　そこには俺と菫の二人だけが写っている写真があった。俺はなぜかまた全身すり傷だらけで、菫は麦わら帽ぼう子しをかぶって涙目ながらも笑顔で俺を見つめていた。

「……えっと、これはどういった時の写真だ？」

「これも覚えていませんか？　私の麦わら帽子が風にさらわれて、険しい山の頂まで飛ばされたのをお兄さんが私のために大だい冒ぼう険けんの末取り返してくれた──」

「ああ、木の枝に引っかかったのを、俺が登って取ってきた時のやつか」

「──そうして囚とらわれの私を助け出し永遠の愛を誓ちかっていただいた……、その時の記念すべき写真です。ああ、あの時のお兄さんの凜り々りしさといったら……！」

「俺が普ふ通つうに流そうとしてたのに、平然と妄もう想そうを貫つらぬかないでくれます!?」

　しかも飛ばされたのは麦わら帽子のはずなのに、いつの間に菫が囚われの身になったんだ!?　いや、妄想なんだからツッコんでも無駄なんだろうけどさ！

「とにかくこのように、お兄さんはいつでもお兄さんらしく振る舞まっておられたのです」

「……でも、大して高くもない木だったのにバランスを崩くずして下りる途と中ちゆうで落っこちた記憶があるぞ。俺としては情けない部類の思い出なんだが」

「そんなことは問題ではありません。私のために危険を冒おかして行動していただいたという部分が大切なのです。その気持ちさえあれば、たとえ子犬に負けて泣かされても、木に登ったはいいけれど怖くなって下りられずに震ふるえていても、そんなのは些さ末まつな問題です」

「いや、それはさすがに些末じゃないと思う……」

「あ、けれど、そんな弱々しいお兄さんのお姿も、想像してみると可愛かわいくていいかもしれません……！　ど、どうしましょうお兄さん!?」

「何が!?　というか、そんなカッコ悪い姿を想像しないでくれよ!?」

　菫の脳内では俺のどんな情けない姿が展開されているんだろうか……。

「お兄ちゃんお兄ちゃん」

　と、そこに椛がちょんちょんと肩かたを突ついて「こっちの写真も見てよね」と、アルバムの違ちがうページを開いて見せてきた。

「これは……、ああ、虫取りの時の写真だな」

　そこには絆創膏を鼻の頭に貼はってクワガタを手に持った笑顔の俺と、虫かごを両手に抱かかえた笑顔の椛が写っていた。

「そうそう。夏休みの理科の宿題で昆こん虫ちゆう採集があって、でも虫が怖かったからお兄ちゃんが代わりにいっぱい捕つかまえてくれた時の写真だよ。『俺の可愛い椛が虫に噛まれたら心に穴が空くからな……』って、お兄ちゃんががんばってくれたんだよね」

「大体の流れはその通りだが、そんな歯の浮うくような台詞せりふを言った覚えはない！」

「この時のお兄ちゃん、すごく頼たよりになってカッコよかったなぁ……。虫が苦手なあたしに代わって、次々といろんなのを捕まえて……」

「そんな手際がよかったわけじゃないけどな。この鼻の絆創膏も、クワガタを近くで見すぎて噛まれたわけだし」

　あれは痛かったのを覚えてる。写真では笑顔だけど、痛みで泣いたような記き憶おくもあるから、椛の言うようにカッコイイところばかりじゃなかったはずだ。

「うん、そうだね。その傷をあたしが消毒しようとして、それが沁しみたのかお兄ちゃんが涙目になったんだけど、必死に泣くのを我が慢まんしてたのを思い出すよ」

「そんなこともあったかな」

「あの時のお兄ちゃんも、今思い出すとカッコよかったなぁ……。痛みを我慢してるところなんか、ほんとすごくカッコよくて……」

　……あ、あんまりウットリした顔でカッコイイを連発しないでほしいな。そういうことされるといろいろ誤解しそうになる。気をつけてるんだから。

「ふう……。とにかく、これでわかってくれた？」

「……わかってって、何を？」

「ですから、お兄さんはちゃんとお兄さんらしく振る舞っていたということです」

　いつの間にか妄想から復帰したらしい菫も会話に入ってきた。

「ああ、その話か。……うーん、まあ確かにそれらしく振る舞おうとしてたってのはわかるけど、やっぱ子供だから空回ってる感は否めないよな」

　当時の俺が新しくできた（というか勝手にそうと決めたといった方が正しいか？）妹達を前に、なんとか兄貴としてがんばろうとしていたのは今でもおぼろげに覚えてはいる。

　でも、こうやって写真と一いつ緒しよに振り返ってみると、そのどれもが他愛たわいもないことばかりで、むしろそういった気持ちばかりが先行していた感じがする。

　……まあ今の視点で昔を振り返るから、余計にそういう印象になるのかもしれないが。

「そんなことはありません。お兄さんは立派にお兄さんをしていましたし、私達もお兄さんを本当にお兄さんだと思って接していたのです」

「うんうん。お兄ちゃんがあたし達にしてくれたことはこれだけじゃなくて、他にもまだまだいろいろあったよ。あたしがアイスを落っことして泣いてたら、お兄ちゃんが自分のを代わりにくれたり」

「私は遊び疲つかれて寝ねてしまった時、お兄さんにおんぶしていただいて家に帰ったことを覚えています。あれは美しい思い出です」

「あ、そうだ、あたしがシャンプーハットなしで頭が洗えるようになったのは、お兄ちゃんがお風ふ呂ろで洗ってくれたのがきっかけなんだよ」

「そういえば、夜中にお手洗いに目が覚めたのですが、一人で行くのが怖くて一緒に寝ていたお兄さんを起こしてついてきていただいたこともありました。今となってはお恥はずかしい思い出ですが……」

「嫌きらいな食べ物も、お兄ちゃんが『好き嫌いはダメなんだぞ』って言ってアーンってしてくれたから食べられるようになったっけなぁ……」

「一緒に夏休みの宿題をしていてお兄さんに褒ほめられて以来、本格的に勉強に力を入れるようになったのでした。今の私があるのもお兄さんのおかげですね」

「他にもこういうことが──」

「いえいえ、私にもこういう思い出が──」

　と、気づけば二人はなぜか先を争うように俺との思い出を語り続けていた。

　……な、なんかまた二人の間に火花が散ってるような気配がする。

　もしかしたらまたケンカになるのか？　と警けい戒かいしていたが、そうはならずに二人とも俺の方を真っ直すぐに見つめてきた。

「お兄さんはお兄さんとして、本当にたくさんのいい思い出を私達にくれたのです」

「うん、あたし達、妹としていっぱいいっぱい助けてもらったんだよ」

「この頃ころの思い出は、今になっても本当に大事なものです。そういった輝かがやかしい記憶を残すことができたのも、ひとえにお兄さんのおかげなのです」

「お兄ちゃんには本当に感謝してる。今でもその気持ちは変わらないよ」

　二人がストレートに感謝の言葉を口にするので、俺はなんだかむずがゆい気分になる。

「いや、まあ、そう思われるのは悪くないんだけどさ……。でも、感謝ってのは言いすぎだと思うぞ。俺はそんな大したことをやったわけじゃない。せいぜい手の届く範はん囲いのことを──それも子供でもできる程度のことしかしてないよ」

　そう、二人はなぜか昔のことに強い思い入れがあるようだが、そこまで思われるほどの何か劇的なことがあったわけじゃない。

　……たとえば、ほら、よくあるような、事故に遭あいそうになってたのをかばって代わりに怪け我がをしたりとか、そういうドラマチックなことなんて俺達の間には何もなかった。

　せいぜい子犬と格かく闘とう（向こうはただ単に遊んだって感覚しかないだろうが……）したくらいで、それだって今思い返せばギャグでしかないようなことだ。

　俺はただ辛つらい現実から目を逸そらそうと、必死に月城家での生活を謳おう歌かしていたにすぎないわけで、それをそんなに恩に着られても困ってしまう。……だが、

「いいえ、そんなことはありませんよお兄さん」

　菫は真しん剣けんな顔で、俺の言葉を否定する。椛も続いて、

「確かに一つ一つのことは大したことじゃないかもしれないよ？　だけど、その一つ一つの積み重ねが、とても大切な思い出になってるんだよ」

「ええ、そんな何でもないような小さな思い出がいくつも重なって、この想おもいが育まれていったのです。一つの劇的な出来事で急に抱いだいたといったものではありません。だからこそ、私は自分のこの想いを信じているんです……」

「は、はぁ……。想いってのは？」

「い、いや、あの、それはお兄ちゃんへの感謝の想いっていう意味で！　別にそれ以外に変な意味はないから勘かん違ちがいはしないでね!?」

「そ、そうです！　椛の言う通り、感謝の想いです！　私は素敵な思い出をいただいたお兄さんに、とても感謝しているということです！　はい！」

　なぜか慌あわてた様子でまくしたてる二人。

　どうやら菫も椛も、昔俺がここで世話になっていた時のことをかなり大事な思い出として受け止めてくれているようだ。

　それは、なんか必要以上に俺との思い出を美化してることからもよくわかる。わざわざこうして感謝を口にするくらい、俺に対していい印象を持ってくれているみたいだ。

　だがさっきも言った通り、当時の俺はただ辛い現実から目を背けるために躍やつ起きになっていただけだし、それに、

「……感謝っていうのなら、俺の方こそ二人に感謝してもしきれないってのに……」

　俺は二人に聞こえないよう、小声でポツリと呟つぶやく。

　そう、昔の思い出を大切に想っているのは菫と椛だけじゃない。

　俺だって──いや、おそらく俺の方がはるかに大事に想っている。だって、俺にとってこの頃の思い出は人生で一番の宝物であり、そして生きる希望でもあったわけだから。

　その当時だけじゃない。家庭が崩ほう壊かいした後も、俺がなんとかかんとか生きてこられたのは、この頃の二人との思い出が心の支えになってくれたからに他ならない。

「と、とにかくそういうわけですから、私はお兄さんから受けた大恩を返そうと思っているのです。さあお兄さん、私にしてほしいことを何でもおっしゃってください」

「あ、ちょっとお姉ちゃん、抜ぬけ駆がけしないでよ！　……ったく、でも言ってることはその通りだよお兄ちゃん。最高の思い出をくれたお兄ちゃんに恩返しをしようと思って来たんだ。だから、何をしてほしい？　好きなこと言ってね」

　とその時、ちょっと自分の思考に集中していた隙すきに、いつの間にか話が変な方向に進んでしまっていることに気づく。

「ちょ、ちょっと待て！　恩返し!?　そんなのしてもらわなくたっていいよ！」

「ああ、お兄さんはなんて奥ゆかしいんですか……。あれほどの恩おん恵けいを授けてくださったのに、一切おごることがないなんて……。はっ、まさかお兄さんは神様ですか？」

「……なんか、そこまでいくと褒ほめ殺されてるような気がしてきたぞ」

「お兄ちゃんはやっぱり優しいね。でも遠えん慮りよしなくていいんだよ？　あ、あたしは、あのその……、お兄ちゃんが何を望んでも、受け入れる覚かく悟ごはできてるから……！」

「何の覚悟!?」

　ウットリと頬ほおを染める菫に、真っ赤になって両手で顔を覆おおう椛。

　意味がわからないが、話がヤバい方向に向かっていっている気配だけはビンビン伝わってきて、とにかく俺はなんとかこの話題を終しゆう了りようさせようと焦あせる。

「と、とにかく、恩返しとかそんなことは考えなくてもいいから、思い出は思い出としてひっそりと胸にしまっておいてくれ」

「そうはいきません！　この、……ええっと、そう、感謝の想いをですね！　お兄さんにお返ししないことには気が済みません！」

「そうだよ！　恩返しさせてもらうまでは動かないからね！」

「なんで恩を返す方が強きよう硬こうに出てるんだ!?」

　だが二人の意志は固いらしく、俺に恩返しするまではてこでも動かないといった感じで詰つめ寄よってくる。

「ああもう！　大体その頃ころのことについては俺だって感謝してるんだからイーブンなんだよ！　恩返しなんてされるいわれはないんだって！」

　なので、俺はプレッシャーから思わずそう口にしてしまい、

「え？　お兄さんが？」

「お兄ちゃんも感謝って、どういうこと？」

　二人はそれを聞いてキョトンとした顔になる。

「……えっと、だからつまり、俺もあの頃は二人のおかげで本当に楽しくて──」

　だが言ってしまった以上は仕方がないので、あの時期は俺にとってもいい思い出で、楽しい時間が過ごせて感謝しているということを二人に説明する。

　もっとも、俺自身の境きよう遇ぐうとか心の支えとか、そういう部分は出さないでおいたが。

「──とまあ、そういうわけで俺もいい思い出をもらったわけだからお互たがいさまだ。だから恩返しなんて、本当に考えなくていいんだよ」

　なにはともあれ、俺はそう言って説明を終える。お互いがお互いに感謝しているわけだから、美しい思い出ってことでいいじゃないかと丸く収めようとしたわけだが、

「……ど、どうした二人とも」

　なぜか、話を聞き終えた二人は無言のまま変な顔になっていた。

　……えっと、いや、マジでどういう表情だこれ？

　眉み間けんにしわを寄せてムッとした感じなのに、なぜか口元は半笑いでヒクヒクしている。

「い、いえ、お兄さんも私達との思い出をとても大切に想ってくださっているとわかり、うれしくてうれしくて勝手にニヤケてしまいそうに……！」

「ま、まあそれはうれしいんだけどさ。でも、お兄ちゃんが全然わかってないから、そこはちょっと腹が立ったというか……。ああでも、やっぱうれしいよぅ……！」

　そんなことを言いながら、やっぱり制せい御ぎよがきかないらしく微び妙みような表情のまま右往左往する二人。よくわからないけど、ぶっちゃけすごく不気味だ……。

　だが、やがて笑いの方が引っ込んだらしく、二人とも不ふ機き嫌げんな顔で俺を見つめてきた。

「……はぁ、お兄さんはまったくわかっていません。私達とお兄さんの感謝の気持ちがイーブンなわけがないじゃないですか。ねえ椛？」

「うん、お兄ちゃんは勘違いしちゃってるよね。こっちには証しよう拠こだってあるんだから。ほら、この写真見てよ」

　そして、二人はそう言いながらアルバムをめくっていき、やがて最後のページまでたどり着くと、そこに一枚だけ貼はってあった写真を見るように俺を促うながしてくる。

「あれ、この写真……？」

　それを見て、俺は思わずキョトンとしてしまう。

　そこにあったのは、今までみたいに俺と姉妹達だけが写っているものではなかった。

　遥はるかさんが、俺と姉妹の三人を抱だきしめながら笑っている写真だ。

　遥さんの笑顔は本当にうれしそうで、菫や椛はちょっと戸と惑まどったような表情をしているものの、それでも笑顔だ。俺はというと、なぜか不思議そうな顔をしている。

　……なんだ、この写真？　すごくいい写真だけど、どういう状じよう況きようなんだ？

「えーと、これがどうかしたのか……？」

「む、もしかしてお兄さんはこの写真を覚えていないのですか？」

「確かにこんな写真を撮とったような気はするけど、でもこれにどういう意味が？」

「だから、この写真があたし達がお兄ちゃんよりずっと感謝してる証拠だよ」

　椛がエッヘンと胸を張り、菫もコクコクと頷うなずく。

　だが、そうは言われても、俺にはこの写真がなんで証拠になるのかがわからない。

「……お姉ちゃん。なんかお兄ちゃん、本気でわかってないみたいだよ」

「……忘れているわけではなく、そもそも理解できないといったご様子ですね」

　……なにを小声でボソボソ言ってるんだ二人は。

　とにかく、この写真がどういう証拠なのかは知らないけど、そもそもそんなことは関係がないんだよ。だって何があろうとも、俺は自分の感謝の気持ちの方がはるかに強いって信じてるわけだからな。

　昔、俺が何か二人に感謝されるようなことをしたのかもしれないけど、それが何だとしても、人生を支えてもらった俺以上なんてことがあるわけがない。

「……ごほん。なんにせよ、俺が二人から恩返しなんてされる理由はないぞ」

「む、お兄さんはまだわかってくださらないのですか」

「だからお兄ちゃん、証拠がほら──」

「いや、むしろ俺の方が二人に素晴らしい思い出を作ってくれた恩を返さないといけない立場だよ。だから、何かしてほしいことがあったら遠慮なく言ってくれ」

　俺は正直な気持ちからそう口にした。さっきも言った通り、俺には二人に返しきれないほどの恩義がある。だから二人が望むなら、どんなお願いだって聞くつもりだ。

「「ええっ!?」」

　だが、それを聞いた二人は驚きよう愕がくに目を見開く。

「お、おおおお兄ちゃんが、してほしいことがあったらって……！　ど、どどどどどどうしようお姉ちゃん!?」

「おおおおお落ち着きなさい椛！　お、お兄さん、それはどういうことです!?」

「い、いや、どういうことも何も、言葉通りなんだけど……」

　二人の反応がなんかすごいことになっていて、俺はちょっと引きながら答える。

　なんでそんなに慌ててるんだ？　俺、別に変なこと言ってないよな？

「こ、これは想定外です……！　お、お兄さんが遠慮なくなんて……！」

「思い出を振ふり返りながら恩返しって形でアピールする作戦だったのに、こ、これは思わぬ展開だよ……！　ど、どうしよお姉ちゃん……!?」

「この千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を逃のがすわけにはいきません……！　私達が感謝の気持ちを伝えるのはまた後日にして、今はこの申し出を受けるのが得策かと思います……！」

　二人は「そうだよね!?」「そうですとも！」と興奮した様子で盛り上がってるけど、やっぱ仲いいじゃねーか……。

「お、お兄ちゃん！　学校までずっとお姫ひめさま抱っこしてくれるっていうのはアリ!?」

「お兄さん、朝の全校集会で私のことを『最愛の妹』と皆みなさんに宣言していただくことは可能でしょうか!?」

「遠慮なくとは言ったけど、何でもするとは言ってないからな!?」

　いきなり二人の口から出てきた要望に、俺は愕がく然ぜんとしながらツッコむ。

「だ、大体、なんでそんな変なことが恩返しになるんだよ」

「そ、それは……、ほら、あれだよ。やっぱあたし達が仲良し兄妹きようだいだってことをみんなにも知ってもらいたいじゃん？」

「そ、そうですよ。それ以外に他意はありませんから」

「まあ百歩譲ゆずって仲のよさをみんなに知ってもらうってのはかまわないけど、それでもさすがにそういうお互いの尊厳に関わることはマズいだろ……。もっとこう、何か欲しいものがあるとか常識の範はん囲い内ないで──」

「「（お兄さんが）（お兄ちゃんが）欲しい！」」

　……じょ、常識の……。

「あ、い、今のなし！　ちょっと言葉足らずだった！　仲良しなお兄ちゃんが欲しいって意味で、……その、今も仲良しだけど、もっと実感したいってこと！」

「そ、そうです。それです椛！」

「というわけで、仲良し兄妹ならあるあるな、毎晩の添そい寝ねっていうのはどうかな!?」

「あ、待ちなさい椛！　それは私が考えていたことですよ！」

「ぶー、早い者勝ちだよ。こういうまたとないチャンスはスピード勝負なんだからね」

「く……っ！　で、では私は、お兄さんに一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っていただきたいと──」

「おおおお姉ちゃん!?　なに言ってんの!?　さすがにそれはダメでしょ！」

「か、勘かん違ちがいはしないでください。お風呂といってももちろんお互いに水着は着用しますから！　そこで、私がお兄さんのお背中を流すのです！　はぅ……！」

「それだとお姉ちゃんが恩返ししてるみたいじゃん」

「……はっ!?　で、では私の方がお兄さんに洗っていただく……!?　そ、それは想像するだけで恥はずかしいことですが…………、ぽっ」

「ぽっ、じゃないよ!?　どっちにしろそんなことさせられるわけないじゃん！　もしやるっていうならあたしも一緒に入るからね！」

「邪じや魔まするつもりですか!?　なら私もお兄さんと添い寝させていただきますから！」

「お、お姉ちゃんこそ邪魔するつもりなんじゃん！」

「むむむむむ……！」

「うぐぐぐぐ……！」

　気がついたら、二人が額を突つき合わせながら睨にらみ合っている。

　添い寝だのお風呂だの、アレな単語が飛び出していて一いつ瞬しゆん頭が真っ白になってしまっていたが、俺はその光景を見て我に返った。

　……って、なんでまたケンカしそうになってんだ!?　意味がわからん！

「ま、待て二人とも！　よくわからないけどケンカはダメだ！」

　とにかく俺は慌あわてて間に入ろうとするが、

「「……っ！」」

　その直前に、なぜか二人はピタッと自分達から動きを止めた。

「そ、そうでした。今は争っている場合ではありませんでしたね……」

「うん、お兄ちゃんがなんでもお願いを聞いてくれるって言ってるんだから、ケンカなんかしてる場合じゃなかったよ……」

「いや、だからなんでもとは言ってないんですけど……」

　ふーやれやれ、と額の汗あせを拭ぬぐう二人。

　……この二人が自分達からケンカをやめただと……？

「ここはお互い協力して、最善の結果を導きましょう」

「同感だね。これだけの幸運はさすがに山分けしないと」

　さらに、そう言いながらガッシリと謎なぞの握あく手しゆを交わす二人。

　その時点で、俺はなんとなく事態が掴つかめた気がした。

　ようするに、なんかよくわからないけど、今のこの二人は少々頭がバグっているらしい。

　テンションが上がりすぎて脳がオーバーヒートしているんだと思う。

　そうじゃないと添い寝とかお風呂とかあり得ない単語は出てこないし、そもそも自分達からケンカをやめたりしないだろう。この姉妹が。

「……はぁ」

　俺は二人を放置しつつ、なんとはなしに放り出されていたアルバムに手を伸のばす。

　二人が落ち着くまで適当に見ておこうと思ったが、ふと気がつくと俺は、最後のページの写真を眺ながめていた。

　俺達をギュッと抱きしめている遥さん。

　その笑顔は本当にうれしそうで、なんだか涙なみだを流しているようにさえ見える。

　菫と椛はこれが証拠だとか言っていたけど、やっぱり見返しても心当たりはない。

「……ま、なんにせよ、俺の感謝の気持ちの方が大きいことに変わりないけどな」

　俺はそう独り言を呟つぶやきながらアルバムを閉じる。

　なにはともあれ、この恩義は少しずつでも姉妹に返していかないといけない。

　だってそれは、月城家の一員になるのと同じくらい大事な俺の目標だからだ。

　……とはいえ、

「お兄ちゃんお兄ちゃん、壁かべドンって知ってる？　あれを学校でやってもらって──」

「お兄さん、ハグは外国ではごく普ふ通つうの挨あい拶さつですからお兄さんにも是ぜ非ひ毎日──」

「……まともな提案が来ないとどうしようもないんだけどな」

　相変わらず目を爛らん々らんと輝かがやかせている二人を見て、俺は恩返しへの道がどうやらかなり険しいだろうということを悟さとるのだった。




　ちなみに、時間が経たって落ち着いたのか、話し合いに疲つかれてエネルギーが切れたのか、やがて二人は冷静さを取り戻もどし、

「さ、さっきのはしたない姿はどうか忘れてください……！」

「お、思わずテンションが上がっちゃったけど、あれはないなぁ……」

　と、さっきまでの自分達を振り返って真っ赤になって俯うつむいていた。








家族デートでいつも以上に張り合う妹達









「…………」

　ある日の夜のこと。

　俺は浮うかない気分で自分のスマホを眺めていた。

　表示されているのは電話帳で、そこにはある人物の電話番号があり、タップするだけで電話がかかるわけだが──……やっぱり気が進まない。

　とはいえいつまでもこうしているわけにもいかないし、これは文ふみ彦ひこさんとの約束なんだからと、俺は覚かく悟ごを決めてその番号に触ふれた。

　しばらく発信音が流れる。このまま不在を告げる機械音声でも返ってこないかなーと思っていたが、

『…………なんだ？』

　そのギリギリで電話はつながってしまい、俺は小さくため息を吐ついた。

「……俺だよ親父おやじ」

『わかっている。用件を言え』

　紋もん切きり型がたの受け答えに、会話もロクにできないのかよと心の中で舌打ちしながらも、俺は今いま更さらだと諦あきらめて必要なことだけを口にする。

「定期報告。こっちは問題ない」

『迷めい惑わくをかけていないか』

「ああ。みんなよくしてくれてるよ」

『そうか。用件はそれだけか？』

　そのどうでもいいと言わんばかりの返答に、さすがにカチンときた。

　いや、今までだって親父との会話はこんなもんだったが、息子が家を出た後でもまるで変わっていないという事実に、これまでにない腹立ちを覚える。

　文句の一つでも言ってやろうかと思った。この相手にそんなことをしても無む駄だだってのは経験でわかっていたが、面と向かってではなく電話口だからということもあって、多少そんな気も湧わいてきたのだ。……だが、

『……部長、例の件ですが──あ、し、失礼しました。お電話中とは……』

『かまわん。息子だ。それでどうなってる？』

『……あ、いえ、息子さんとのお電話なら……』

『大したことじゃない。それにもう終わる』

「────」

　電話口から部下と思おぼしき人とのそんな会話が聞こえてきて、自分の心が急速に萎なえていくのがわかった。

　大したことじゃない。

　久々の息子との会話さえ、そんな一言で片付けるのか。

『用件がないのなら切るぞ』

　そうして、俺は結局文句の一つも言い返すことなく久しぶりの親子の会話を終えた。

　……いや、今のは会話じゃない。機械音声相手にしゃべってたのと変わらない。

　俺はスマホを投げ出してベッドに転がる。

「……家を出ていった息子より仕事かよ……。知ってたけど、その仕事人間っぷりが全部をぶち壊こわしたんだってわかってんのかよクソ親父……」

　口からは、さっき電話で言うべきだった言葉が自然と漏もれ出てくるが、相手不在のそれは所しよ詮せん独り言に過ぎず、虚むなしく天てん井じように吸い込まれて消えていった。

　俺は大きくため息を吐いてから、間もなく思考を切り替かえる。あんな人間のことで脳のリソースを割くなんて無駄なことだ。バカバカしい。忘れよう。

「「（お兄さん！）（お兄ちゃん！）」」

　とその時、急にドアがバタンと開いたかと思ったら菫すみれと椛もみじが部屋になだれ込んできたので、俺は驚おどろいて跳はね起きた。

「な、なんだよいきなり!?　ビックリした……！」

「も、申し訳ありません。ノックはしたのですが、お返事がなかったので、つい……」

「そりゃノックして一秒も待たずに入ったんだから、返事なんてあるわけないよ……」

「な、何を言っているのですか椛。そもそもあなたが待ちきれないからと、私の背中を押したから思わずなだれ込んでしまったのではないですか」

「あー！　な、なんでそう本当のこと言うかなぁ！」

　入ってくるなり言い争いを始める姉妹。

　もはやあんまり動じなくなってきた自分がいるから困る……。

「……はいはい、それでどうしたんだ？　何か用なのか？」

　俺は何気なく訊たずねる。おそらくまた一いつ緒しよに勉強をしようとか、一緒に映画でも見ませんかとか、そういったいつものお誘さそいの類たぐいだと思ったからだ。……しかし、

「そ、それなのですが、ねえ椛……？」

「う、うん、お姉ちゃん……？」

　なぜか急に二人してモジモジし始めた。……なんだ？

　だがやがて、椛が意を決したように口を開く。

「あ、明日はお兄ちゃんが家に来て、初めてのお休みだよね？　だから、その……、前に言ってたことをするちょうどいい機会だと思うんだよね！」

「前に言ってたこと？」

　俺は首を傾かしげる。何か言ってたっけ？　椛が何を指しているのかいまいちわからない。

　だが二人は顔を向かい合わせて頷うなずき合うと、声を揃そろえてこう言ったのだった。




「（お兄さん）（お兄ちゃん）、明日は家族デートを（します！）（するよ！）」




　　　　[image: つき]




「ほ、本当に家族でデートをするんだなぁ……」

　お兄さんはまだ戸と惑まどったような表情をしていますが、そんな愁うれいを帯びたお兄さんの顔もまた、思わず見とれてしまうくらいカッコイイです。はぅ……。

「前にも言ったけど、仲良し家族ならこんなの普通だよ」

　そんなお兄さんの隣となりで、椛がお兄さんの服の裾すそをクイクイと引っ張りながら受け答えをしています。……くっ、この子はそうやってごく自然にさりげなくお兄さんとの距きよ離りを詰つめてくるから羨うらやましくも恐おそろしいです。わ、私も真ま似ねしましょう。

「そんなもんか……。まあ確かに家族で出かけるなんて普通だよな。うん。デートなんて言ってるけど、実際はただ仲良し兄妹きようだいが休日に出かけるだけだもんな」

　いえ、私も椛も正しい意味でのデートのつもりです。

　これは仲なか睦むつまじい男女が互たがいの愛情を深めるために、普ふ段だんとは違ちがう環かん境きようで同じ時間を過ごすという崇すう高こうな行こう為いとしてのデートなのです。お兄さんはそうは思ってはいないようですが、私はもちろん椛もそのつもりで今日に臨んでいます。

　もっとも、お兄さんはそんなことはまるで考えておらず、本当に家族として一緒にお出かけしてると勘かん違ちがいしているようですが……、それも仕方がありません。そう勘違いするよう仕向けたのは、他でもない私達ですからね。

　……はぅ、まったくもどかしいです。本当は、このお兄さんに対する溢あふれんばかりの愛情をすぐにでも表明したいところですが──……残念ながらそれはできないのです。

　もちろん乙女おとめとしてそのような感情を明らかにすることに恥はじらいを覚えるというのもありますし、もしかしてこの気持ちがお兄さんに受け入れてもらえず、今までのような関係性が崩くずれてしまうかもしれないという怖こわさもあります。ですが、そのような恥ずかしさや不安よりも、私のお兄さんへの愛情ははるかに強いものなのです。

　私にとってお兄さんは絶対の存在です。神様みたいなものです。

　好きで好きで好きで好きで、好きで好きでたまらないくらい好きで、もう好きという言葉では言い表せないくらい大好きな人なのです。

　なぜ私がそこまでお兄さんのことをお慕したいしているかは一言では説明できません。

　出会った時から好きで、日々を一緒に過ごすうちにもっともっと好きになり、それからお兄さんに救われた後などはもう決定的に大好きになって……。

　とにかく、私にとってお兄さんをお慕いするというのはとても自然なことなのです。

　私という人間は、そもそもそうできているのです。そう自分でも納得しているのです。

　そんな、この愛情に一切の曇くもりのない私ですが、残念なことにその気持ちをお兄さんに打ち明けることはできません。その理由は──もちろん妹の椛です。

　椛もまた、お兄さんのことを慕っています。私とはまた違ったベクトルで、しかし私と同じくらいお兄さんを想おもっています。姉妹なので、それがよくわかります。椛も私のお兄さんへの気持ちを知っています。つまり、そこが問題なのです。

　私は椛を妹として愛しています。

　椛は私の宝物です。何があっても守るべき存在です。この世で最も可愛かわいい私にとっての天使なのです。椛のためならば、私はどんな苦しみにだって耐たえる自信があります。

　しかしそんな最愛の妹相手にも、どうしても譲ゆずれないものはあります。

　それが、お兄さんのことなのです。

　妹が望めばなんだって差し出す私ですが、お兄さんだけは譲れません。

　椛もまた、決してお兄さんのことを諦めはしません。そこで私達姉妹は、お兄さんのことについて、固い約束を交わしたのです。それは次のようなものです。




　──お互いに納得できるまで、お兄さんに自分達の気持ちを打ち明けないこと。




　お兄さんに告白をする時は双そう方ほうの同意がなくてはならず、決して抜ぬけ駆がけしないようにしようと、私達姉妹は誓ちかったのです。その誓いがあるからこそ、私は今にも爆ばく発はつしそうなお兄さんへの愛情を、こうやって心の内にとどめているのです。

　…………しかし、です。

「でも、なんでまた出かける先が秋あき葉は原ばらなんだ？」

　その時、お兄さんがそんなことを口にしたので、私は自分の思考から戻もどります。

　お言葉通り、私達は今東京の秋葉原という街に来ているのです。

　椛との数十時間にわたる綿密な事前会議により、お兄さんとの記念すべき初めてのデートはここでと決めたからです。というのも、

「だって、ここって日本一のオタクの街なんでしょ？」

「お兄さんが最も楽しめる場所をと思い、ここを選定しました」

　お兄さんのことを最優先に考えるのが当然ですから、私も椛もオタクというものに詳くわしくはないのですが、いろいろと調べた結果ここが最良であると結論付けたのです。

「な、なるほど、俺のためを考えてくれたわけか。ありがとうな」

　お兄さんはちょっと戸惑ったような表情ながらも、笑顔でお礼を言います。

　……ああ、やっぱりお兄さんの笑顔は最高です。どこまでも優しくて、でもちょっと困ったようにふにゃっと笑うのがもう可愛すぎて、理性を保つのも一苦労です……！

「でも、秋葉原に来たのはいいけどここで何をするつもりなんだ？　俺は別に、今は特に買いたいものとかはないんだけど……。菫と椛はここ初めてだろうから、いろんなところに案内とかすればいいのかな？」

　お兄さんはそう言いながら少し首を傾げますが、私は「いいえ」と首を振ふります。

　私達のことを考えてくださるそのお気持ちはうれしいですし、お兄さんの案内で街を巡めぐるというのも非常に魅み力りよく的てきではあるのですが、実は既すでにプランがあるのです。

「行き先はもう決めてあります。購こう入にゆうしたいものがあるので、お付き合い願えますか？」

「もちろんかまわないけど、何を買うんだ？」

　お兄さんのその質問に、私は「行けばわかります」と言って歩き出します。

　含ふくみを持たせたのは、もちろんただのお買い物ではないからです。

　今回のデートは、お兄さんと濃のう密みつな時間を過ごし愛情をより深めるという椛との共通の目的から計画されたものです。……ですが、実は私はそれ以上のことを考えています。

　先ほど私は、椛との約束について言げん及きゆうしました。

　私はそれを破るつもりはありません。本当は今すぐにでもお兄さんに抱だきついて、この身を焦こがすほどの愛情を爆発させたいところですが、大事な妹との約束を反ほ故ごにするわけにはいかないのでやりません。

　だから約束は守ります。あくまでも約束は。……ただし、




　約束していないことについてはその限りではないですよね……？




　……こほん、私が何を言いたいのか説明いたしましょう。

　先ほどの約束はこういったものでした。

『お互いに納得できるまで、お兄さんに自分達の気持ちを打ち明けないこと』

　ここでは、私達の方からお兄さんに愛の告白をすることは禁じられています。

　しかし、その逆は禁じられていません。

　……そう、つまり、




　お兄さんの方から告白していただくということに関しては禁じられていないのです！




　これは、ものすごい盲もう点てんだと思います。私がそのことに気がついた時は、さまざまな妄もう想そうが溢れ出して思わず夜を明かしてしまったくらいの衝しよう撃げきがありましたからね……。

　本来ならば、お兄さんの方から告白いただけるなど望むべくもないことです。

　まさに奇き跡せきのような出来事──……ですが、その奇跡を自分の手で呼び寄せる手段があったとしたら……？

　その可能性に思い至った時、私は自らの頭脳が怖くなりました。お兄さんへの愛情が、私の発想を飛ひ躍やくさせたに違いありません。

　つまり私が何を言いたいかというと、私の魅力を駆く使しして誘ゆう惑わくし、お兄さんの方から告白していただく限りにおいては、約束違い反はんではないということです！

　……ああ、誘惑などと、乙女としてなんとはしたない発想でしょうか……！

　しかし、お兄さんと結ばれるためならば、私は手段を問わないのです。

　今回のお買い物の真の目的もそれです。今から自分のしようとしていることを思うと恥ずかしさに赤面してしまいますが、お兄さんへの愛情の前ならば、私はどんな羞しゆう恥ちも耐えきってみせます！

　……もちろん、こんなの詭き弁べんだと思われるかもしれません。

　言こと葉ば尻じりをとらえ、約束を勝手に曲解しているだけだというそしりもあるでしょう。

　しかし……、ああごめんなさい椛！　私は姉である前に一人の恋こいする乙女なのです！

　この卑ひ怯きような姉を許してください！　私は、……私は女として生きますから！

「ふふ、ふふふ、うふふふふ……！」

「……なあ椛、菫がなんか不気味なことになってるんだが……」

「また何かよからぬことを考えてる気配……！」




　……まあ、そういった経けい緯いがありまして、

「さあ到とう着ちやくしました。ここでお買い物をしましょう」

　私達は秋葉原の街中を進み、事前に調べておいた目的のお店へとやって来ました。

「「え!?」」

　すると、お兄さんと椛が同時に目を見開きます。

　……む、息がピッタリじゃないですか。妬ねたましいです……。

「お、お姉ちゃん、ここはコスプレショップじゃん！　最初の行き先はお姉ちゃんが考えるって言ってたけど、どういうこと!?」

　椛が顔を赤くして詰め寄よってきますが、私は落ち着いて返します。

「もちろん、今からここでコスプレ衣装なるものを物色するのです」

「な……っ!?」

　椛がなぜか言葉を失っていますが、何をそんなに驚おどろいているのでしょうか？

「な、なんでコスプレ衣装なんかを？」

　お兄さんが慌あわてた様子でそう訊たずねてきますが、私はよどみなく答えます。

「もちろんお兄さんのためです。先日、お兄さんが家にいらした時に偶ぐう然ぜん拝見したスマホのゲーム……。そこで見た女の子達はみな、コスプレというジャンルの服装をしていましたね？」

「……こ、コスプレはジャンルではないと思うのですが」

「残念ながら、私は今までそのようなものを知らず、コスプレなるジャンルの服装は持ち合わせていませんでした。しかし同じ家で暮らす今、お兄さんが好きなのに持っていないなど許されません。なので今日は買いに来たというわけです」

　私がそう説明すると、お兄さんは何とも言えない表情を見せます。

「そ、そうか……。まあ、その……、別に俺はコスプレが好きとかそういうわけじゃないんだけど……、でも俺のためにわざわざこんなことしてくれてるってのは本当にうれしいから、なんつーか……、あ、ありがとうな？」

　はぅっ！　お、お兄さんにまたお礼を言われてしまいました！

　し、しかも、今度はちょっと恥ずかしそうに顔を赤らめながら……！

　ああもう、お兄さんは男子なのに可愛すぎます！　どういうことですかこれは!?

「けど、その……、コスプレ衣装を買うのは止めないけど、そういう服装はあんまり人前ではしない方がいいものだから、そこだけは注意してくれよ？」

「それはもちろんです。お兄さんの前以外で着用するつもりはありません」

　さらに私の心配までしてくださるお兄さん。ああ、どこまでお優しいのですか……！

「……お兄ちゃん、お姉ちゃんはいろいろ勘かん違ちがいしてるだろうから、言うべきことはハッキリ言った方がいいと思うよ……」

「……いや、でも菫は善意でこういうことしてくれてるわけだしさ……」

「……はぁ、もうお兄ちゃんは甘い──ううん、優しすぎるなぁ……。でも、そういうところがいいんだけど……」

　って、私がウットリしている間に何を二人でコソコソ話し合っているのですか。

　……まったく、椛は油断するとすぐこれです。なんでそんなに簡単にお兄さんとの距きよ離りを詰つめられるんですかこの子は。まったく羨うらやましい……。

「ま、まあとにかく店に入ってみようぜ。俺、秋葉原には何回も来たことあるけど、こういうところは初めてだなぁ」

　お兄さんの言葉に従い、私達はお店の中に足を踏ふみ入れます。店内には驚くくらいたくさんの種類の、しかも個性的な衣装が並べてあって、私はもちろん椛も目を見張ります。

「……す、すごいですね。コスプレというジャンルはこんなにも多た岐きにわたるのですか」

「だからジャンルじゃないって……。まったく、お姉ちゃんはこの手の知識が薄うすいくせにこういうビックリすることを急にやるから困るよ……」

　……む、その言葉は聞き捨てなりませんね。確かに私は今までコスプレなるジャンルは知りませんでしたが、日々いろいろと調べているのですよ。ネットで。

　椛は私を機械音おん痴ちとバカにしますが、スマホくらい私だって使えます。ネットだって最大限活用して「男性のよろこばせ方」で検けん索さくをして知識を蓄たくわえているのですから。

　私の調べたところによると、コスプレというジャンルは男性が喜びやすいもののようですから、今日はこのお店に来たのです。ちなみにここを選んだのも、ネットで秋葉原のコスプレを扱あつかう店を調べた結果です。どうです？　立派に使いこなしているでしょう？

「純情乙女おとめなくせして行動力はあるから、変な知識ばっか身に着けて、そのくせ本当の意味とかわかってないんだから……。はぁ……」

「何をブツブツ言っているのですかあなたは」

「……別に。で、何の衣装が目的なわけ？　お姉ちゃんのことだから、コスプレショップに来たはいいけど、どうすればいいかわからなくなってるんじゃないの」

　椛が呆あきれた表情でそんなことを言ってきましたが、私は余よ裕ゆうの笑みを浮うかべます。

「バカにしないでください。今日私はここに確固とした目的を持ってやって来たのです。選ぶべき衣装も既すでに把は握あく済みです」

「え？」

　驚いた顔を見せる椛。私を侮あなどりすぎですよ？

　何の衣装を手に入れるべきかは、既に昨日の間にネットで調べて決定しています。

　それは──……あ、早速ありました！　あれに間ま違ちがいありません！

「お兄さん、それでは今から試着いたしますので、お兄さんは試着室の前でお待ちいただけますか？」

「え、試着するのか？　わ、わかった」

　私はお兄さんにそう言ってから、素早く目的の衣装を手に取ります。

「お、お姉ちゃん？　なに考えてんの？」

　椛は慌てていますが、これこそ私の作戦なのです。

　……それは、男性が喜ぶ衣装を着てお兄さんを誘惑し、お兄さんの方からお慕したいいただくというものです！

　もちろん、これですぐに告白していただけるとは思っていません。ですが、これをきっかけに私に対する好感度を上げていただき、さらに誘惑を続ければいつかは……！




　──菫、俺はお前のことが好きだ。




　なんてことになったりするかも私もお兄さんを愛しています!!

　……ハァハァ……、少々素敵な妄想をして取り乱してしまいましたが、つまりはそういうことなのです……。

　これなら椛との約束を破ることにもなりません。あくまでお兄さんの自発的な意思に委ねるわけですからね。……まさに死角のない完かん璧ぺきな作戦です！

「ふふふ、さあ椛も試着室の外で待っていてください。すぐにお披ひ露ろ目めしますから」

「お姉ちゃん、よだれが……」

　私はそう言って、衣装を抱かかえて一人で試着室の中へと入ります。

　お洋服を脱ぬぎながら、今いま更さらになって心臓がドキドキしてきました。

　計画に抜ぬかりはありません。……ですが、お兄さんはちゃんと私を魅み力りよく的てきだと思ってくださるでしょうか？

　私には椛のように明るく活発で溌はつ剌らつとした魅力はありません。運動は苦手ではありませんが、椛のように部活に入ってまで取り組んではいないので、あんな弾はじけるような瑞みず々みずしい身体からだも持ち合わせていませんし、そんなことを言ったらそもそも胸が──

　……い、いえ、この思考はやめましょう。精神衛生的によくないです。

　わ、私だってこれから育つ可能性はまだ十分ありますし、Ａカップと一口にいっても、厳密にいえばＡ＋とかＡＡとかくらいはあるはずですから……！

　とはいえ、私は急に不安になってきました。

　男性に喜ばれる衣装としてこれを選びましたが、よく考えてみればそれが必ずしもお兄さんの好みであるとは限りません。もし可愛かわいくないなどと言われたら……？

　…………………………………………………………………………………………はっ!?

　あ、あまりの衝撃に少しの間呼吸が止まってしまいました……！

　でも、そんなことが本当に現実になったら、私は生きていけません……。

　着き替がえをする私の手が止まりかけますが、しかしギリギリで持ち堪こたえます。

　不安に押しつぶされそうになっていても仕方がありません。こうなった以上、前に進むしかないのです。私はお兄さんへの愛を信じるだけです……！

　私はもう余計なことを考えずに、着替えを終えます。

　そうして鏡に映った自分を見て、恥はずかしさに全身が真っ赤になります。

　……こ、これが私ですか。な、なんてはしたない……！

　スカートも妙みように短くてスースーしますし、なんだか全体的にすごく派手です。

　で、ですがもはや迷っている場合ではありません。この姿で精いっぱい、お兄さんに振ふり向いてもらえるようがんばらないと……！

「あ、あの、着替え終わりました……」

　私はカーテンの向こうのお兄さん達に声をかけます。

　そうして大きく深呼吸をした後、思いきってカーテンを勢いよく開けました。

「「えええ!?」」

　その瞬しゆん間かん、お兄さんと椛の驚いた声が聞こえてきました。

　私は緊きん張ちように身を固くしながらも、恐おそる恐る二人の様子を窺うかがいます。

「す、菫、それ……！」

「め、メイド服じゃん……！」

　そう、私が今身に着けているのはメイド服と呼ばれるお洋服でした。

　メイドさんという職業の方が身に着ける制服で、男性はもれなくこの衣装が好きだとネットに書いてあったのですが、

「お、お兄さん、あの……、いかがでしょうか……？」

「…………っ！」

　私はお兄さんに訊ねます。するとお兄さんは顔を赤くして慌てて視線を逸そらしました。

「も、もしかして似合っていないのですか？」

　私はそれを見て泣きそうになります。しかしお兄さんは、

「……い、いや、意外すぎて……！　でも、すごく似合ってると思う……！」

「え？　ええ!?　ほ、本当ですか？　か、可愛いと思っていただけているのですか？」

「も、もちろん、可愛いよ……！」

　かわ……っ!?

　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………はっ!?

　あ、あまりの感激に息が止まっていました！

　で、でも今確かにお兄さんは、私を見て可愛いと……！

　うう、うれしくて泣きそうです……！　これ以上の幸せがありますか……!?

　私は喜びを噛かみしめます。お兄さんの言葉にウソがないのはすぐにわかりました。

　だってさっきから、恥ずかしそうにこちらをチラチラと窺っています。これは、まさに私に魅み了りようされている証しよう拠こではありませんか！

　私は「よかった……！」と心の底から安あん堵どします。こんな私でも、お兄さんは魅力的だと思ってくれているようです。なんて優しい人でしょうか！

　……しかし、いけません。喜んでばかりいる場合ではありませんでした。この衣装を着た時には、言わないといけない台詞せりふがあると書いてあったじゃないですか。

「お、お兄さ──い、いえ、お帰りなさいませご主人さま……？」

「ぶふぅっ!?」

　私がネットで調べた通りの台詞を口にすると、なぜかお兄さんは盛大に噴ふき出してしまいました。

「ど、どうしました？　私、何か間違っていましたか？」

「い、いや、その格好でその台詞は間違っちゃいないんだけどさぁ!?」

　ほっ、それならよかったです。お兄さんの前で粗そ相そうなどあってはいけませんから。

　……あ、そういえば、もう一つ効果的だと書かれていた台詞もありましたね。

「ご、ご主人さま？　私、なんでもいたします。ちゃんとお口でもご奉ほう仕ししますので、お好きなようにお申し付けください」

「ごほっ!?　がはっ、ごほ……っ」

「おおおおおお姉ちゃん!?　さっきからなにトンデモナイことを口走ってるわけ!?　ってか、自分がなに言ってるか、ちゃんと意味わかってんの!?」

「し、失礼ですね。ちゃんとわかっています」

　と反論するものの、実は正確にはわかってなかったりします。

　……とはいえ『ご奉仕』というのはお世話をすることでしょうから、お兄さんのお世話をするのはなんの問題もありません。

　お兄さんのお部屋を掃そう除じしたりベッドを整えたり、お食事の時に、あ、アーンしたりなど、いくらでもやらせていただきます。その他、お、お風ふ呂ろでお兄さんのお背中を流したりなんかも、おっしゃってくれれば喜んで行います！　むしろ大だい歓かん迎げいですから！

　けれど『お口で』というのは本当にわかりませんね？　お口を使ってお兄さんのお世話をすることなどあるでしょうか？　……毒見とか？

「大だい丈じよう夫ぶです。椛のお料理はまず私が味を確かめますから！」

「何の話してるの!?　なんかお前が言うなって言いたくなったんだけど!?」

　椛は何を怒おこっているのでしょうか？　よくわかりませんが、それはともかく、

「お、お兄さんは、この衣装は好きですか？」

「い!?　い、いやまあ、そりゃ好きか嫌きらいかと言われたら好きだけど……！」

　私はそれを聞いて深く安堵します。どうやら作戦は成功のようです。

「わ、わかりました！　では購こう入にゆうして、早速家でも着てみますね！」

「ま、待て！　それはその……！　と、特別な時にしか来ちゃいけない類たぐいの服装だから、普ふ段だん着ぎにしちゃダメだぞ!?」

「そうなのですか？　では、特別な時用に購入しますね」

　私はそう言ってカーテンを閉めると、ウキウキした気分で元のお洋服に着替えます。

　……うふふ、この衣装でこれから、お兄さんを存分に魅了して……！

「お待たせしました。それではお会計を──……あれ？　椛はどこですか？」

「へ？　さっきまで隣となりにいたはずだけど」

　私が着替え終わって外に出ると、なぜか椛の姿がありませんでした。

　どうしたのでしょうか？　と首を傾かしげていると、不意に隣の試着室のカーテンが開く音がして、私もお兄さんもそちらを振り向きます。

「お、お兄ちゃん……！」

「椛？　なんでそこに──……って!?」

「も、椛、あなたその格好は……！」

　そしてその瞬間、私達は驚きよう愕がくしてしまいます。

　なぜなら、あろうことか椛が先ほどの私と同じメイド服を着用していたからです。

「ど、どうしてあなたもそれを着ているんですか!?」

「べ、別に？　深い意味はないけど、その……、こ、こういう服って今まで着たことなかったからさ。あれだよ、お、お試し、みたいな？」

　椛が顔を赤くして視線を逸らしながらそう答えますが、それが本心ではないことは姉である私にはすぐにわかります。

　……ま、間ま違ちがいありません。この子は私に対たい抗こうしようとして……！

「お、お兄ちゃん、どうかなこれ」

「え？　い、いや、もちろん似合ってるし可愛いと思うけど……」

「そ、そう!?　えへ、えへへ……」

　ほら！　その証拠に早速お兄さんにアピールしています！

　……くっ、まさかこうも早く行動に移るとは、見くびっていました。

　しかもお兄さんの言う通り、椛のメイド服姿はとてつもなく可愛いから困ります。なんですかあの可か憐れんな魅力は!?　天使!?　天使ですか!?　いえ、椛は天使ですけど！

「……で、でもちょっとこれ、胸元がキツいかな……」

　そのうえ、椛はそう言って胸元に手を置きます。するとその反則で羨うらやましいことこの上ない豊満な膨ふくらみが強調され、お兄さんは慌あわてて顔を赤くしながら目を逸らします。

　……な、なんてあざといんですかあなたは！　そ、そんな破は廉れん恥ちなアピールの仕方をごく自然に……！　谷間とか、どうしたら作れるというんですか本当に！

「あ、あたしもこれ買っちゃおうかな。あ、あくまでも、その、お遊びでね？」

　お兄さんに可愛いと言われ満面の笑みを浮うかべる椛は、恥ずかしそうに身をよじりながらも上じよう機き嫌げんにそう言います。

　……これは、間違いありません。椛は私の作戦を見み抜ぬいて対抗しているのです。

　私は再び椛の姿を眺ながめます。いつも可愛い椛ですが、お兄さんの前で恥じらっている姿はもう最高です。この世で一番可愛い女の子といっても過言ではないでしょう。

　しかし、問題はその最高の美少女が、私のライバルということです。

　私は椛を愛していますし、椛もまた私を慕したってくれています。

　私達は固い絆きずなで結ばれた仲良し姉妹です。ですが運命は皮肉なもので、そんな姉妹がそれぞれまったく同じ人を好きになってしまったのです。

　私は妹をキッと見み据すえながら、心の中でこう宣言します。

　あなたは最愛の妹ですけど、お兄さんを巡めぐる戦いにだけは絶対に負けませんからね!!




　　　　[image: きごう]




「次はあたしが予定してるところに行くよ」

　あたしはそう言って、先導するように歩き出す。するとお兄ちゃんは、さっきあたし達が買ったメイド服の入った紙かみ袋ぶくろを持ちながら、ちょっと疲つかれたような顔で後に続いた。その隣にお姉ちゃんがさりげなく寄より添そうのが見えて、あたしは少しムッとする。

　お姉ちゃんは油断も隙すきもない。さっきもコスプレショップなんかに行ったと思ったら、急にメイド服に着き替がえたりして。まさかそんなことをするなんて思ってなかったから驚おどろいちゃった。驚きすぎて、あたしも焦あせってコスプレしたけど、ま、まあお兄ちゃんに可愛かわいいって言われたからそれはそれでよかったかな？

　それはともかく、お姉ちゃんには注意しないといけない。お姉ちゃんはお兄ちゃんのことが大好きだから、何をしてくるかわからない。普ふ段だんは綺き麗れいでお淑しとやかで優しくて、大和やまと撫なでし子こって言葉がそのまま形になったみたいな超ちよう美び人じんで、あたしにとっては女神さまみたいな理想のお姉ちゃんだけど、お兄ちゃんのこととなると話は違ちがってくる。

　あたしはお兄ちゃんのことが好き。大好き。本当に、泣きたくなるくらい好き。

　あの包み込んでくれるような優しさが好き。とろけるような温かさが好き。一いつ緒しよにいるとすごく安心できる雰ふん囲い気きも、頭がボーッとしてくるようなにおいも、全部全部好き。

　いつからこうなったのかはわからないけれど、記き憶おくの中にお兄ちゃんが好きじゃなかった時期がないってことは、きっと出会った時から好きだったんだと思う。

　一か月だけだけど一緒に暮らして、あたしもお姉ちゃんも、お兄ちゃんの優しさに包まれながら笑顔を取り戻もどしていって、そしてお兄ちゃんがあたし達を決定的に助けてくれた時には本当に大好きになった。本気で自分の全てをあげてもいいと思うくらいに。

　ようするに、あたしはもうお兄ちゃんに夢中で、お兄ちゃんなしでは生きられない身体からだになってしまったってことだ。……も、もちろんエロい意味じゃないよ？　そういう意味がまったくないかっていうと、そうでもないけど……、で、でもそれは将来的な話！

　とにかく、あたしはお兄ちゃんのことが大大大好きなんだけど、残念ながらその気持ちをストレートに伝えることはできない。恥はずかしいし、関係が壊こわれるのが怖こわいっていうのもあるけど、それより大きな問題があるからだ。

　それが、他でもないあたしのお姉ちゃん。

　あたしはお姉ちゃんのことも大好きだ。あんなに優しくて最高のお姉ちゃんは他にいないと思う。いつだってあたしのことを最優先にしてくれて、いつだってあたしのことを守ってくれた、あたしにとっては女神さまみたいな人。お姉ちゃんのためなら、あたしはなんだって我が慢まんできるし、なんだってしてあげたいと思ってる。

　でも、そんなお姉ちゃんなのに、今はなんと敵同士。

　それはなぜかって、もちろんお姉ちゃんもお兄ちゃんのことが好きだからだよ。

　ようするにお姉ちゃんは、お兄ちゃんを巡って争う恋こい敵がたきってこと。

　……はぁ、どうして姉妹で同じ人を好きになっちゃったんだろうね？

　それだけお兄ちゃんが素敵すぎるってのはあるけどさ、運命のイタズラってやつ？　そういうのを感じないわけにはいかないよね。

　まあなんにせよ、あたしとお姉ちゃんはお兄ちゃんのことが好き同士。

　お互たがい決して譲ゆずらないし、諦あきらめたりもしない本気の恋だってのはわかってる。

　そこで、あたし達はお互いにある約束をした。それは、お互いに納得できるまでお兄ちゃんには気持ちを打ち明けないでおこうっていうもの。

　その約束があるから、あたしはまだお兄ちゃんにこの恋心を伝えることができない。

　本当なら今すぐにでもギュッて抱だきついて「お兄ちゃん大好き！」って告白したいくらい気持ちは溢あふれてるけど、そうはいかない事情があるってわけ。もどかしいけど仕方ないよね。だって、そうしないときっといろんなものが壊れちゃうもん。

　……まあ、お姉ちゃんはお兄ちゃんへの気持ちが溢れすぎて、ナチュラルにその約束を破りそうになることが多いから困るんだけどね……。

　その点、あたしはお姉ちゃんよりは冷静だと思ってる。

　けど、冷静だからってお兄ちゃんへの気持ちが弱いなんてことは思わないでね？

　だ、だってあたしは覚かく悟ごができてるもん。お姉ちゃんはそういったことに疎うといから考えてもないだろうけど、あたしは今すぐにでもお兄ちゃんと『大人の関係』になったって平気だもん。こ、心の準備は万全だし！

　それに、あたしはお姉ちゃんみたいに気持ちがダダ漏もれじゃない分、ちゃーんと心の中では計算してるんだよ。そう、あたしは純じゆん粋すい無む垢くなお姉ちゃんと違って、恋のためなら何でもする計算高い女の子なんだ。

　だからあたしは約束は絶対に守るけど、その約束の範はん囲い内ないでできることを何でもするつもりだし、実は既すでに最強の作戦だって立ててるんだからね。

　……それは、こっちから告こくるのはダメでも、お兄ちゃんから告られるのはＯＫっていうことだよ！　この逆転の発想すごくない!?　頭のいいお姉ちゃんでも、これは思いつかないに決まってるよ！

　つまりお兄ちゃんに直接気持ちは伝えられないけど、代わりにいっぱい可愛さとかをアピールして、お兄ちゃんの方から好きになってもらえば反則じゃないってこと。

　あー、我ながら自分の発想が怖いなぁ。もうね、なんというかズルいよね？　抜ぬけ駆がけは禁止だけど、これも遠回りの抜け駆けみたいなもんじゃん？　素直で優しいお姉ちゃんは絶対にこんな発想はしないんだろうなー。

　でも、あたしは遠えん慮りよなくその発想で行かせてもらうよ。

　恋れん愛あいは何でもありの戦いなんだから卑ひ怯きようだなんて言ってられないし、そもそもそれくらいしないと、あたしはお姉ちゃんに勝ち目がない。

　お姉ちゃんは本当にスゴい人だ。頭は最強にいいし、見た目も最強に綺麗だし、性格も最強に優しいし、ハッキリ言って完かん璧ぺき超ちよう人じん。あたしにとっては憧あこがれの象しよう徴ちようで、世界で一番の美人だって思ってる。あたしが男だったらもう惚ほれるを通り越こして崇すう拝はいするレベル。

　つまりは全てにおいて雲の上の存在だ。唯ゆい一いつあたしが勝ってることといったらおっぱいの大きさくらいで、それだってあたしがアンバランスに大きいだけで、お姉ちゃんはスタイルも抜ばつ群ぐんだわ余分な脂し肪ぼう一つないわ肌はだはあり得ないくらい綺麗だわと、全体的にはまるで勝負になってない。

　そんな次元の違う相手に勝つためには、やっぱりあたしは手段を選ばず何でもするしかないんだよ。覚悟だってできてるし、さっき咄とつ嗟さにあたしもメイド服を着たのはその表れだと思ってもらっていい。お姉ちゃんは無意識にお兄ちゃんにアプローチしてるんだろうけど、あたしは意識的にそれを追い越してみせる。

　……姉妹で同じ人を好きになっちゃったけど、お姉ちゃんはあたしなんかじゃ敵かなわない雲の上の人だけど、お兄ちゃんのことだけは絶対に譲らないんだからね!!

「それで、椛が行こうとしてるのはどこなんだ？」

「行けばわかるよ。……えっと、もうちょっと先かな」

　あたしは改めて心の中で決意を固めながら、目的の場所に向かう。

　お姉ちゃんのコスプレショップは意外だったけど、あたしだって事前に綿密な計画を立ててきたんだから、アプローチでは負けないからね！

　……と、言ってる間に到とう着ちやくっと。

「ここだよここ。このゲームセンターが目的地」

「意外なチョイスだな……。もしかして、椛もゲームに興味があったりするのか？」

「んー、まあないわけでもないけど」

　お兄ちゃんの質問に、あたしは曖あい昧まいな返事をする。

　友達と一緒に地元のゲームセンターに何回か行ったことはあるけど、こういうのもあるんだーって感じで一通りサラッと触さわった程度しかゲームの知識はない。

　じゃあ、どうしてゲームセンターなんかに来たんだって思われるだろうけど、一つだけお目当てのゲームがあるんだよ。それをお兄ちゃんと一緒にして、ついでにアピールもしながら、い、イチャイチャするのが今日の目的だからね。

「で、ここで何するかって言うと、んーっと、あっちにある……、これ！　このプリクラをお兄ちゃんとやろうと思って！」

　これでお兄ちゃんとのツーショットを撮とりつつ、その過程で思いっきりくっついたりイチャイチャしたりしてアピールするというのがあたしの計画。

「なるほど、プリクラか。これを俺と？」

「そ、そうだよ。お出かけ記念に兄妹きようだい一緒にプリクラを撮るなんて普ふ通つうじゃん？　か、家族なんだし、変なことじゃないよね」

「……家族！」

「あれ？　どうしたのお兄ちゃん？」

「…………はっ！　い、いや、家族って単語にちょっとトリップしてしまって。つい目の前で火山が噴ふん火かする勇ゆう壮そうな光景が目の前に浮かんでだな……」

「なんかそれ大だい惨さん事じな気がするんだけど……」

　前から思ってたけど、お兄ちゃんの『家族』って単語への反応は独特だよね……。

　強い思い入れがあるっていうのは伝わるんだけど……。

「よし、家族ならプリクラなんて普通だよな。是ぜ非ひ撮とろうぜ！」

　でもまあ、そのおかげでこうやってことがスムーズに運ぶから、こっちとしては助かってる。弱点を利用してるみたいでちょっと罪悪感はあるけど、そこは許してほしい。

「ところで椛、これは一体何をするゲームなのですか？」

　とその時、存在を忘れてたお姉ちゃんが首を傾かしげながら訊きいてきた。

「ま、まあそれは後で説明するよ。とりあえずこれは二人用だから、お姉ちゃんはそこで待っててね！」

　でもあたしはそう言ってカーテンを閉めると、お姉ちゃんを締しめ出してお兄ちゃんと二人きりになる。カーテンの向こうから「ちょ、ちょっと椛？」という声が聞こえてくるけど、とりあえず今は無視！

「え？　二人で撮るのか？」

「ま、まあね！　とりあえずは兄妹でツーショットかなーみたいな!?」

　あたしはそんなことを言いつつ、素早くお金を投入して操作し始める。

「ほ、ほら、お兄ちゃん、もっとくっつかないとはみ出ちゃうよ」

　そうして、あたしは計画通りお兄ちゃんの腕うでにギュッと抱きつく。さらに顔もすぐ傍そばまで近づけちゃって、今にもキスしちゃいそうな体勢になってしまう。

「も、椛？　ちょっと近すぎないか？　こんなくっつかなくてもフレームに余よ裕ゆうは……」

「だ、ダメだよ。離はなれたらこっちから出ちゃうじゃん」

「あれ？　い、いつの間にか画面にハートマークが……？」

　ふっふっふ、キラキラハートのフレームにあたしとお兄ちゃんを収めるんだから、密着しないとダメなんだよ……！

　画面を見ると、お兄ちゃんの目が照れた感じで泳いでいる。これは間ま違ちがいなくあたしを意識してくれてるに違いない。まあ、そういうあたしの顔も真っ赤になってるんだけど。

　……で、でも、これで終わりじゃないよ。ツーショットだけじゃなくお兄ちゃんへのアピールも目的なんだから、ここからさらに距きよ離りを詰つめてほっぺたとかもくっつけちゃったりして、そ、それから胸も押し付けてもっと意識してもらって……！

「も、椛！　何をしているのですかあなたは！」

「うひゃぁっ!?」

　だがその寸前、背後からお姉ちゃんの声が聞こえてきて、変な声が出てしまう。

「お、お姉ちゃん？　ちょっと、入ってこないでよ！」

「そうはいきません！　私を締め出してお兄さんとくっついて……！　それに、これはよく見たら噂うわさに聞く『ぷりくら』なる機械のようではありませんか！　あなた、私を差し置いてお兄さんとツーショット写真を撮るつもりでしたね!?」

「……くっ、気づかれたか……！　お、お姉ちゃん、プリクラなんてよく知ってたね」

「バカにしないでください！　今ネットで調べました！」

　そう言ってスマホを自じ慢まん気げに掲かかげるお姉ちゃん。……少し見くびってた。

「べ、別にいいじゃん。今はあたしの番なんだから、邪じや魔ましないでよね」

　さすがに誤ご魔ま化かせそうもない状じよう況きようなので、あたしは開き直る。

「そ、それは関係ありません。お兄さんとのツーショット写真をどちらが先に撮るかは、厳正な審しん査さのうえ決めるべきです」

　ぐ、正論……！　とはいえ、せっかくのチャンスをみすみす手放すつもりはない！

「いいでしょ。今はあたしの番なんだから、あたしが先に撮るのが当然だよ」

「そ、そんなのは反則です。まさかデートにかこつけてこんなことを画策するとは……」

「……なぁ、よくわからないけど、三人で撮ればいいんじゃ──」

「お兄ちゃんはちょっと黙だまってて」

　あたしはお兄ちゃんの言葉を素早く遮さえぎる。まったく、お兄ちゃんは優しいけど、乙女おとめ心ごころをわかってない鈍どん感かんなところがあるから困るよ。

　それはともかく、お姉ちゃんはどちらが先にツーショット写真を撮るかについて一歩も引く気配がない。でもあたしはそんな事態でも落ち着いていた。というのも、実はあらかじめこういう事態になることもちゃんと計算していたのだ。だからこそ、このゲームセンターという場所を選んだわけだし。

「……じゃあお姉ちゃん、ツーショット先行権をかけてここのゲームで勝負しない？」

「ゲームで、ですか？」

「そう。ここならいろいろ対戦できるゲームもあるからちょうどいいじゃん？」

「……いいでしょう。ただし、先に二回連続で勝利した方が勝ちということで」

　かかった！　あたしはその返事を聞いて内心ほくそ笑む。

　ゲームなんて今までしたことがないだろうお姉ちゃんをゲーム勝負に引き込む。それがゲームセンターを選んだもう一つの理由。あたしもゲーム経験はそれほどないけど、それでも完全未経験のお姉ちゃんになら勝てる！　というか、これ以外の他の勝負だと、運動系以外じゃまずお姉ちゃんに勝てないからね。あたしに有利な状況を用意したってわけ。

　まあ、二連勝先取ってのは予定外だったけど、そこはお姉ちゃんの慎しん重ちようさが出たんだろうと思う。でも、ゲーム勝負ならきっと問題ないよね。

「な、なんで急に二人が勝負することに……？　ってか、またケンカならやめろよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだよお兄ちゃん。これはケンカなんかじゃないから」

「ええ、これはそう……、譲ゆずれない戦いというやつです」

「それっていつも通りのケンカじゃねーか！」

　絶ぜつ叫きようしているお兄ちゃんはとりあえず置いておいて、あたし達は一いつ旦たんプリクラから離れて他のゲーム機の並ぶ場所に向かう。

「まず最初は、あの音楽ゲームで勝負しようよ」

　正式名めい称しようは知らないけど、音楽のリズムに合わせてボタンを押していくゲーム。

　音ゲーとかリズムゲーとかいうんだっけ？　とにかくそんな感じのやつ。

「音楽ゲームですか？　まあ、いいでしょう。ええと、操作方法は……？」

「まずはあたしがやるから見てればいいよ。点数が高い方が勝ちだからね」

　そう言ってあたしはお金を入れてゲームを開始する。実はこのゲームは経験済みで、この前友達に言われてやってみたら、かなりいいスコアを出したこともある。

「……っ、……うんっ」

　あたしは結構な速さで飛んでくる音おん符ぷマークに合わせて、それに対応するボタンを押していく。そうして間もなく曲が終わり、出たスコアはやっぱりかなりのものだった。

「おお、すごいな椛。こんなにリズム感よかったんだな」

「えへへ、リズムには自信があるんだ。ちょっとズレたところもあったけど、とりあえずノーミスでクリアだね。さ、次はお姉ちゃんの番だよ」

　あたしがそう言うと、お姉ちゃんは緊きん張ちようした顔でゲーム機の前に立った。

　お姉ちゃんはこういうゲームの経験なんてないはずだから、きっとあたしが勝つに決まってる。……あ、ほら、もう早速ミスってるし。

　なかなか要領が掴つかめないのか、タイミングがズレている。そうこうしている間にも曲は進み、スコアは全然伸のびてない。やっぱりこれは余裕で勝ちだね！

　……と、思ってたんだけど……、

「……あ、あれ？」

　な、なんかだんだんタイミングが合ってきてない？　っていうか、さっきまでミスってたのに、今はパーフェクトを連発!?　ちょ、ちょっと、どうなってんの!?

「……ああっ！」

　その時、お姉ちゃんの残念そうな声が聞こえてきた。どうやら曲が終わり、ゲームが終しゆう了りようしたみたいだけど、スコアは──……ウソ、ギリギリまで迫せまられてる……。

「うう、せっかくコツを掴んだと思ったのに、負けてしまいました……！」

「い、いや、それでもすごいよ菫！　これが初めてだったんだろ!?」

「ええ。最初はよくわかりませんでしたが、徐じよ々じよに仕組みがわかってきて……」

　興奮した様子のお兄ちゃんに、お姉ちゃんは照れた風に返しているけど、あたしはそれを聞いて戦せん慄りつしていた。

　……ううう、この完かん璧ぺき超ちよう人じんめぇ。あんなわずかな間で上達するなんて、お姉ちゃんはどんだけスゴいんだよ……。いや、お姉ちゃんはマジでスゴい人だけどさ……！

　う、ううん、でもとりあえずこの勝負はあたしの勝ちだ。ギリギリだろうがなんだろうが、勝ちは勝ちなんだから問題ない。あと一勝で、大手を振ふってお兄ちゃんとのツーショットプリクラが撮れるんだから、ビビってる場合じゃないよ。

「まずはあたしの一勝だね。じゃあ、次のゲームは──」

「椛、次はあれで勝負してみたいのですが」

　と、あたしが何を選ぼうか迷っていると、お姉ちゃんがレースゲームの機械を指さしながらそんなことを言ってきた。

「ど、どうして？」

「あれは車を運転するゲームでしょう？　それなら、なんとなくわかりやすいですから」

　……む、確かにそうかも。少なくとも音ゲーよりは直感的に操作できるだろうし。

「わ、わかったよ。じゃあそれで」

　あたしはレースゲームはほとんど経験がないけど、断る理由も思い浮うかばなかったので仕方なく承しよう諾だくする。なにはともあれお姉ちゃんが未経験なことに変わりはないんだから、ここで勝てばそれでいい──……と、思っていたけど、

「えええ!?　ど、どうやったらそのスピードでコーナーを曲がれるの!?」

「……なるほど、ここでギアを上げればいいのですね……」

「も、もう対応してる!?　……あ、ウソ、全然追い付けない……！」

　ゲーム中ちゆう盤ばんからお姉ちゃんがぶっちぎりの独走で全然勝負にならなかった。負けた……。

「ほ、本当に菫ってゲームは未経験なのか？　もしかしてすごい才能があるんじゃ……」

「い、いえ、私はただゴールの先にお兄さんが待っていると想像していたら、いつの間にか勝っていただけです……」

　……しかもナチュラルにアピールまでして、どんだけ完かん璧ぺきなんだよお姉ちゃんは……！

　でも！　あたしだってお兄ちゃんへの想おもいがかかってるんだから絶対に負けない！

　そっちがその気なら、こっちもお兄ちゃんパワーを全開でいくしかない！

「お姉ちゃん、次のゲームにいくよ！　次は……あれ！」

　そうして、あたしが選んだのは格かく闘とうゲームと呼ばれているやつだった。

「え？　あっ!?　そんな動きを……!?　あ、あ、あああ……！」

　ＫＯ。

　あたしの選んだキャラがお姉ちゃんのキャラを蹴けり飛ばし、勝負がついた。

「なあ椛、すごいコンボ出してたけど、このゲームをやりこんでたりするのか……？」

「ううん、友達と一回触さわったことがあるだけだよ。ただ、お兄ちゃんに悪い虫がついた場面を想像してやってたら、なんか勝ってた」

　あたしがそう答えると、お兄ちゃんはちょっと青ざめながら「そ、そうか」と言った。

　……ふう、あたしだってお兄ちゃんへの想いを力に変えればこれくらい余裕だよ。

「椛、今度はあれです！」

　と、次にお姉ちゃんが指定したのはパズルゲームだった。

「……ああ、ここがこうなって……。こうすればいいのですね」

　そしてなんかお兄ちゃんパワーを発揮する前に、お姉ちゃんの頭脳にナチュラルに負けた。……ああもう、次！

「お兄ちゃんのハートはあたしが撃うち抜ぬくんだから！」

　ガンシューティングゲームではあたしが勝ち、

「お兄さんのご加護があれば、運命さえも変えられるのです！」

　メダルゲームではお姉ちゃんがフィーバーし、

「「次！」」

「ふ、二人とも、なんか目が据すわってきてるんだけど!?」

　お兄ちゃんを巡めぐるあたしとお姉ちゃんのゲーム対決は、その後もゲームセンターにある全てのゲームを網もう羅らしながら続けられるのだった。

「……はぁはぁ、あ、あたしの一勝……！　次勝てばプリクラを……！」

「そ、そうはいきません……！　連勝だけは阻そ止しします……！」

　やがて、あたしもお姉ちゃんも一歩も引かないまま小一時間ほどが経たってしまった。

「……いや、もうこのゲーセンにあるゲームは全部やりつくしたぞ……」

　お兄ちゃんがゲンナリとしながらそう言うけど、このまま引き分けなんてあり得ない。

「……ううん、まだ残ってるよ。お姉ちゃん、次はあれで勝負しようよ」

「あれってクレーンゲームじゃないか。対戦ゲームじゃないぞ？」

「問題ないよ。二人で交こう互ごに取っていって、お目当てのぬいぐるみを先に取った方が勝ちってことにすればいいし。それでどう、お姉ちゃん？」

　お姉ちゃんも「いいでしょう」と承諾し、あたし達はクレーンゲームの前まで行く。

　そうして、ゲーム機の底にあった一つだけ種類の違う猫ねこ（？）のぬいぐるみを先に取った方が勝ちということで、勝負が始まった。

「あのぬいぐるみをお兄さんだと思って挑いどみます！」

「俺を勝手に筐きよう体たいに押おし込めないでもらえますかね……」

「あのぬいぐるみにはお兄ちゃんの魂たましいが宿ってると思って取りに行くよ！」

「縁えんもゆかりもないぬいぐるみに勝手に転生させられたんだが……」

　お互たがいお兄ちゃんパワーを全開にしながら戦うあたし達。

　他のぬいぐるみとのバランス。取っていく順番。わざと山を崩くずして場所を移動させたりと、いろんな駆かけ引きを繰くり広げながら、勝負は進行していく。

　でも、ついに決着の瞬しゆん間かんが来た。

「や、やった───────────────っ!!」

　あたしは取り出し口から出てきたぬいぐるみに頬ほおずりする。

　……やっと、やっと二連勝したよ！　お姉ちゃんに勝った！　あたしのお兄ちゃんへの想いが勝ったんだ！　ああもううれしすぎるよ！　この子の名前は今日からハヤトね！

「……そ、そんな、私の想いが破れるなんて……」

「お姉ちゃん、悪いけど今回はあたしの勝ちだね……。ふっ」

「……なんかドラマチックな雰ふん囲い気きになってるけど、結局決まったのはどっちが先にプリクラを撮とるかだって忘れてないよな……？」

　あたし達がそんなやり取りをしていると、お兄ちゃんが疲つかれた顔で言った。

「忘れてるわけないじゃん！　そのためにがんばってきたんだから！　と、とにかくこれでお兄ちゃんとプリクラ……！　早く行こう！」

　あたしははやる気持ちを抑おさえきれず、お兄ちゃんの手を取ってプリクラのところに戻もどると、素早い手つきでさっきと同じキラキラハートを画面に出す。さらに今度は手書きで『もみじ』『おにーちゃん』と付け加えて、その間にも小さなハートマークをちりばめる。

「さ、さあお兄ちゃん、今から撮るからもっとくっついて、もっと！」

「だ、だから、こんなに密着する必要は……」

「い、いいじゃん、あたし達は仲良し兄妹きようだいなんだから。それとも、だ、ダメなの？」

「……いや、椛がそうしたいってんなら全然ダメじゃないよ。正直わけがわからない勝負だったけど、がんばって椛が勝ったんだから、それには報いないとな」

　そう言って、お兄ちゃんはちょっと困った感じの笑顔をあたしに向ける。

　きゅ───────────────────────────────んっ！

　そのカッコよさに、あたしの心臓が思いっきり甘く締しめ付けられる。

　……ああもうああもうああもう！　なんでお兄ちゃんはそんなに優しいわけ!?

　あたしをきゅん死させに来てるの!?　もうお兄ちゃん！　もう好き！　大好き！

「うん！　うん！　じゃ、じゃあ撮るね!?」

「え？　い、いや、でもさすがにこれは密着しすぎじゃ──」

　あたしはもう頭の中がとろけたみたいになって、お兄ちゃんに思いっきり抱だきつくと、ほとんど頬ずりするような体勢のまま撮さつ影えいボタンを押した。

　そうして出来上がったプリクラには、満面の笑みを浮かべるあたしと真っ赤になったお兄ちゃんが、本当のラブラブな恋こい人びとみたいに写っていて、あたしは大満足だった。

「えへ、えへへ、えへへへへ……」

「ま、まあ、椛が満足したんならよかったよ……」

「うんっ！」

　苦笑するお兄ちゃんに、あたしはぬいぐるみとプリクラをギュッと抱きしめながら答える。やっとかなった願いに、あたしは泣きそうなくらいうれしかった──……けど、

「……うう、ううう、お兄さん……」

「……お姉ちゃん、何やってんの……？」

　上じよう機き嫌げんでカーテンを開けると、そこにはお姉ちゃんがものすごく恨うらめしそうな顔をして立っていて、なんか急に現実に引き戻されてしまった。

「お、お兄さんとのツーショットを先に椛に撮られるなんて……。む、無念です……！」

　あー……、まああたしが同じ立場でもそう思うから気持ちはわかるけど、でもこれは厳正な勝負の結果だからね。ふふーん。

「そ、そんな涙なみだ目めになることじゃないだろ。じゃあほら、次は菫も撮ろうぜ」

「……え？　あ、はい！　ありがとうございますお兄さん！」

　すると、お兄ちゃんがそう言ってお姉ちゃんをおいでおいでしたので、お姉ちゃんの機嫌は一いつ瞬しゆんで直ってしまった。

「……ま、いいよ。あたしはもう、先にお兄ちゃんと撮っちゃったしね。えへへ……」

　あたしはカーテンの向こうに消えていく二人を見送りながら、改めて今撮ったプリクラを眺ながめてニヤニヤする。

　うん、これはどう見ても恋人だね！　ああもう、こんなにラブラブでいいのかなぁ!?

　とりあえず、このプリクラの使い道を考えないとね。何枚かは永久保存で、一枚はスマホに貼はってー、一枚は額にでも入れて玄げん関かんに飾かざったり？　それって最高じゃん！

「えへへ、えへへへへ…………、ん？」

　と、そんなことを考えていると、

「……お兄さん、これはどうやって操作すればいいのですか？　……あ、ここでフレームを選せん択たくするのですね。……あ、適当に触っていたら、なぜか教会のチャペルのようなデザインになってしまいました。ぐ、偶ぐう然ぜんですが、これでいきましょうか……」

　カーテンの向こうからお姉ちゃんの声が聞こえて、あたしはピキッと表情が強こわ張ばる。

「そ、それからえっと、このペンのようなものは──きゃっ!?　……あ、す、すみません、足を滑すべらせてしまって……！　さ、支えていただいてありがとうございます……」

　さらに、そんな言葉まで耳に飛び込んできて、さらにピキピキ度合いが増していく。

　……む、あたしがいないとこでイチャイチャしてるなー……。いや、あたしもさっきまで同じことしてたわけだから、文句を言える筋合いじゃないんだけどさ……。

「……お、お兄さんの手は温かいですね……。はぅ……」

　けど、結構グイグイ行ってるのがその台詞せりふから伝わってきて、なんか落ち着かない。

　しかも、お姉ちゃんはあたしと違ちがってこういうアピールというか、アプローチをほとんど無意識でやってるから恐おそろしい。計算も何もなく天然なのに、作戦まで考えてやってるあたしに軽く追い付いてくるんだから、どれだけ手ごわいライバルかわかると思う。

「……でも！」

　あたしは拳こぶしをグッと握にぎりしめる。

　他のことならお姉ちゃんには絶対に敵かなわないけど、お兄ちゃんのことだけは別。

　あたしは絶対にお兄ちゃんのことを諦あきらめないから！　必ずお兄ちゃんとラブラブになってみせるから！　お姉ちゃんにも絶対に負けないんだから！

　あたしは改めてそんな闘とう志しを燃やしながら、これからもお兄ちゃんを誘ゆう惑わくし続けて、絶対あたしに夢中になってもらうんだと決意を固める。

「せ、せっかくこのような背景なので、あの……、お互い向かい合うポーズなどそれらしいのでは？　そ、それからお兄さんが、私の顎あごを軽く持ち上げていただけば──」

「って、さすがにそれはやりすぎでしょ!?」

　けどとりあえず今は、その拳を調子に乗った姉に向けるあたしだった。




　　　　▼




「……なんか、俺は別に何もしてないんだけど妙みように疲れたな……」

　俺は両手に紙かみ袋ぶくろをぶら下げて歩きながら、そんなことを呟つぶやく。初めて家族デートってものをしたけど、なんかいろいろ衝しよう撃げき的てきなことがあって正直よくわからなかった。

　……でも、やっぱりこういう経験はいいものだと思う。家族で一いつ緒しよにどっかに出かけるなんてことは、ここ数年ずっとなかったことだから、なんだかんだでうれしかったし。

「むぅ……、やはり油断なりませんね……」

「……これだからお姉ちゃんは……」

　……まあ買い物が終わって以来、なぜか二人の間にギスギスした空気が流れているわけだが、とりあえず今のところケンカにまで発展しそうじゃないのでほっとこう。

　と、そんなことを考えていると、俺はふと前方にクレープ屋があるのを見つけた。

　そうして何気なく眺めていた時、パッとある考えが閃ひらめく。

「なあ二人とも疲れただろ？　クレープでも食べていこうぜ。俺がおごるから」

「え？　そ、そんな、お兄さんにご馳ち走そうしていただくなんて」

「そ、そうだよ、今日はあたし達が誘さそったんだから気をつかわなくても」

「いや、是ぜ非ひおごらせてくれ。家族デートに誘ってくれたお礼をさせてほしいんだ」

　俺が強くそう言うと、二人は遠えん慮りよがちに顔を見合わせた後、照れたような表情で無言のままコクリと頷うなずいた。

　……よかった。二人には普ふ段だんから善意ばっかりもらってたから、お返しがしたいって思ってたところだ。ちょうどいい機会だから、少しずつでもお礼していかないとな。

「えーと……、何にする？　好きなのを頼たのんでくれよ」

「「（では……）（じゃあ……）ストロベリーホイップで」」

　二人が声をハモらせてそう答えたので、俺はなんだか微笑ほほえましい気分になった。

「飲み物も買おうぜ。何がいい？」

「「シナモンティー」」

　またピッタリと声が合わさって、俺は思わず噴ふき出してしまう。

　そうしてクレープと飲み物を買って、その店のオープンテラスに腰こし掛かける俺達。

　俺は美味おいしそうにクレープを頬ほお張ばる姉妹を眺めながら、何気なく口を開く。

「二人って実は好みも一緒だったりするのか？」

「え？　そうでしょうか？」

「そんなことないと思うけどな。動物とか、あたしは猫ねこ派はだけどお姉ちゃんは犬派だし」

　……なんか一瞬、本人達の性格もそんな感じだよなと思ってしまった俺がいる。

「んー、でも、共通してるところもあるかな……？」

「確かに、食事や服装や音楽の好みなどは似通っているかもしれませんね。あまり自覚はありませんでしたが」

　サラッと言ってるけど、それって相当共通点が多いんじゃないか？

「ほら椛、ほっぺたにクリームがついてますよ」

「え、どこどこ？　とってとって」

「もう、仕方ないんですから。ふふ……」

　そんなやり取りをしている姉妹を眺めながら、俺はぼんやりと考える。

　好みも性格も合がつ致ちして、実際にこうやって仲のいい様子を見ていると、どうしてもこう言いたくなってくる。

「……そんなに仲がいいのに、なんで毎回ケンカばっかりなんだ……」

　それを聞いた姉妹はピタッと動きを止めると、

「……そ、それは、仕方がないんです……！」

「……だ、だって二人ともお兄ちゃんが……なんだから、どうしようもないじゃん……」

「え？」
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「「な、なんでも（ありません！）（ないよ！）」」

　また声をハモらせながら、真っ赤になってそう返してくる。

　やっぱり仲がいいじゃないか……、と俺はため息を吐つくが、もちろん口には出さないでおくのだった。








家族の条件と妹達









「「あっ」」

　ある日の夜。いつも通り姉妹が俺の部屋にやって来て、いつも通りわけのわからない理由でケンカをし始め、いつも通り俺が必死に仲裁するという、月つき城しろ家けに来てからすっかり定着してしまった時間を過ごしていた時、

　ガシャンッ！

　姉妹の声の後、突とつ然ぜんそんな何かが壊こわれたような音が室内に響ひびいた。

　俺が反射的に振ふり向くと、床ゆかの上にガラスの欠片かけらが散乱していて、その傍そばに菫すみれと椛もみじが呆ぼう然ぜんとした顔で立っている。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?　怪け我がはないか!?」

　俺は慌あわてて駆かけ寄よるが、どうやら見た感じ二人に異常はないみたいだ。

　それから改めて散乱したガラスを確認すると、どうやらそれは俺の机の上にあった置き時計のようだった。

「あ、あ……、ど、どうしましょう……!?」

「ご、ごめんなさいお兄ちゃん……！　身体からだが当たっちゃって……！」

　二人は愕がく然ぜんとした表情を見せる。

　どうやらケンカをしている最中に接せつ触しよくしてしまい、その拍ひよう子しに机から落ちたらしい。

「そっか。それより、本当に怪我とかしてないんだよな？」

「う、うん、あたし達は大丈夫だけど……」

「そ、それよりもお兄さん、申し訳ありませんでした……！　わ、私達の不注意でお兄さんのものを壊してしまうなんて、こんな……！」

　二人は必死に謝ってくるが、俺は慌てて首を振り、

「い、いや、そんな深刻に受け止めなくてもいいから。まあ次からはケンカするにしても最低限周りには注意しといてほしいけどな」

　絶望的な顔をしている菫と椛をなだめつつ、散乱したガラス片を片付け始めた。

「あー、完全に粉々だな……。破片を踏ふんだら大変だから、近づくなよ」

「ほ、本当にごめんなさいお兄ちゃん！」

「なんてお詫わびすれば……！　そ、それはもしかして大事なものだったのですか？」

「え？　いや、母さんからのプレゼントだけど、別にいいよ。そんな思い出の品ってわけでもないし」

　俺は平然とそう答える。

　こいつはまだ母さんが家にいた頃ころ、ちゃんと時間を区切って勉強しなさいってことで机に置くよう言われた時計だ。

　……確か、母さんが若い頃にどこか海外旅行に行った時に買ったものだって聞いた記き憶おくがある。まあそれだけといえばそれだけのもので、月城家にやって来た後もなんとなく今まで通り机に飾かざっていたって程度のものだ。

　だが、

「「え……」」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、姉妹の顔から表情が消えてしまった。

「お、お、お母さんからの贈おくり物を……!?　わ、わた、私……！」

「ど、どうしよ……、どうしよ!?　そんな大切なものを……！」

　二人の顔からサーッと血の気が引き、カタカタと震ふるえ始める。さらに二人とも目に涙なみだをためて嗚お咽えつを漏もらし始めたので、俺はその反応にメチャクチャ狼ろう狽ばいしてしまった。

「ど、どどどどうしたんだ!?　別に気にしなくていいって言っただろ!?」

「き、気にせずになんていられるわけがありません……！　ああ、私、取り返しのつかないことを……！」

「ごめんなさい……！　ごめんなさいお兄ちゃん……！」

　菫は肩かたを震わせながら両手で顔を覆おおい、椛はひたすら俺に謝りながら泣き続ける。

　そんな二人を見て、俺はすさまじく混乱してしまう。同時に、二人が悲しんでいる姿を見て胸が抉えぐられるような痛みを覚えた。

「な、泣かないでくれよ頼むから。本当に大したものじゃないんだよ。俺はマジで全然気にしてないんだって……！」

　俺はなんとか二人に泣きやんでもらおうと必死になだめるが、二人はそんなことがあるはずがないと首を振るばかり。

「こ、こんなこと、許されるわけがありません……！　お兄さん、私、なんとしても償つぐないます……！　どんな罰ばつだって受けますから……！」

「ええ!?」

「お、お兄ちゃん、あたしどうすればいい……？　どうすれば許してもらえるの……？　あたし、なんでもするから……！」

「い、いやだから、許すも何もだな……！」

　しかもやがて泣き顔のままそう迫せまってきたので、俺はなんだかこっちが悪いことをしている気分になってしまった。

　俺は二人に、何度も繰くり返し気にしてないと説明する。

　だが二人は決して納得しようとしなかった。母さんからプレゼントされた品を壊したということに、菫も椛もすさまじい罪悪感を抱いだいているようだ。

　とはいえ、俺にとっては本当に大したことじゃないんだ。

　確かに母さんからもらったもので思い出の品といえばその通りなのだが、でもそれが壊れてしまったことよりも俺は、菫と椛の泣き顔を見る方がよっぽど辛つらかった。

「……と、とにかく一度部屋に戻もどって落ち着いた方がいい。俺も掃そう除じ機きとかかけないといけないし」

　俺はそう言って、とりあえず二人を部屋から追い出す。今は興奮して何を言っても無む駄だだと思ったからだ。一いつ旦たん間を置けば、二人とも落ち着いてくれるだろう。

「もう一度言っとくけど、本当に気にしなくていいからな？」

　最後にダメ押しをしておいたが、二人はやっぱり涙目で不安そうな顔をしていた。

　だが、なにはともあれ、明日になればきっと元通りになってるに違ちがいない。

　そう思っていたのだが──……その認識はどうやら甘かったようだ。




「ふぁ……、おはよう二人とも」

　翌日の朝。俺がキッチンへと下りると、そこにはいつも通り既すでに菫と椛がいたので、俺はあくび交じりで挨あい拶さつをした。……が、直後に異変に気がつく。

「お、お兄さん……、おは、おはようございます……」

「お、おお、お兄ちゃん、おはよう……」

　俺が声をかけた瞬間、二人の身体からだがビクッと揺ゆれたのだ。振り向いた顔は一応笑顔ではあったけれどひどくぎこちないもので、こんな二人の表情は見たことがなかった。

「ど、どうしたんだ……？」

「な、なんでもありませにゅよ!?」

「そ、そうだよ!?　昨日のことをどうお詫びすればいいのかわからなくて困ってるなんてことはにゃいからね!?」

　……あー、つまり、やっぱこれは昨日のことを引きずってのことか……。

　姉妹揃そろって似たような噛かみ方をして、ビクビクオドオドしながら俺の方にすがるような視線を投げかけてくる。

「だから、あれは気にしなくていいって言ったじゃないか……」

　俺がそう言うと、二人はまたビクリとして「はい……」「うん……」と俯うつむいてしまう。

　一晩明けたが、どうやらまだ二人は完全に昨日のことを気にしまくっているらしい。

　多分これは俺が何を言っても逆効果にしかならないだろうな……と考え、俺はもうそれ以上昨日の出来事は口にしないでおこうと思った。

　何事もなかったかのようにいつも通り振る舞まっていれば、二人もいずれ忘れるだろう。

　そのためには、……俺が率先して日常を取り戻さないとダメだな。

「えっと……、今日の朝食は目玉焼きかー」

　そんなことを考えながら、俺は自分の席についた。かなりわざとらしい口調になってしまったが仕方ない。こうやってるうちに徐じよ々じよに日常に戻っていくだろう。

「あ、悪い。俺の箸はしを取ってもらっていいか？」

　とその時、俺は自分の箸が手元にないのに気づき、菫と椛の間にあった箸立てを指さしながら言った。

「「…………っ」」

　だが二人はなぜかまたビクッとした後、無言で顔を見合わせ、微び動どうだにしなくなった。

「……お、お姉ちゃんの方が近いから、お願い」

「わ、私がですか……」

　怯おびえた様子でそんな会話を交わす二人。いつもなら「私が！」「あたしが！」と取り合いになる可能性のある場面なのに、今日はなぜかお互たがいにその役を相手に押し付け合っているようだった。

　やがて、菫がおっかなびっくり箸立てに手を伸のばすが、

「あっ」

　手が震えていたため、誤って箸立てを倒たおしてしまった。

「な、なんて粗そ相そうを……！　わ、私はお詫びしないといけない立場なのに、さらにお兄さんにご迷めい惑わくをおかけして……！　ああ、も、申し訳ありません──!!」

「菫!?」

　そして慌てて席を立ち、そのまま家を出ていってしまう菫。鞄かばんを持ってたからいつも通りの早めの登校なんだろうけど、取り残された俺は何が何だかわからない。

　だが、様子がおかしいのは菫だけではなかった。

　その後、俺はいつも通り椛と二人で登校したわけだが、そこでもまた異変が。

「…………」

「………………」

　椛が一言もしゃべらない。いつもなら、はしゃぐ椛が絶え間なくうれしそうに話しかけてくるのに、今日はただただ気まずい沈ちん黙もくを守るばかり。

「ど、どうしたんだ？　今日はえらく静かだな」

　いい加減耐たえられなくなって俺がそう言うと、椛はビクッと怯えた感じで、

「ご、ごめんね!?　な、なにか話した方がいいよね？　え、えーっと……、今日はいい天気だよね!?　気温もそれほど高くなくて、涼すずしくなりそうだし！」

　と、今朝のテレビの天気予報コーナーそのままのことを焦あせって口にした。

　当然そんなよそよそしい感じの話題が続くはずもなく、間もなく椛はまたしゅんとして黙だまり込んでしまい「つ、通学路ってこんな長かったっけ……」なんて呟つぶやく始末。

　さらに、姉妹は学校でもずっとおかしいままだった。

　二人とも俺と一いつ緒しよにいようとするのは普ふ段だん通りなんだけど、そこから先が普段通りにはいかない。まるで俺との距きよ離り感かんを測りかねているような感じで、話しかけてこようとするんだけど、それができないといった様子だった。

　何と言ったらいいのか、俺に気をつかっているような……？　いつもはそんなこと全然考えずにグイグイきてたのに、その対照的な態度には、俺も戸と惑まどうしかない。

「……どうしたのだ御み堂どうくん。姫ひめ達たちの様子がおかしいが、何かのプレイか？」

「どういう発想ですか……」

「ほら、わざと邪じや険けんに扱あつかって焦じらすとか、そういう類たぐいの。だとしたらきみの称しよう号ごうは『鬼き畜ちく魔ま王おう』といったところか。だが、そうなるとコメディ寄りで中二力が足りなくなってしまうのが困りものだな。……どう思う？」

「だから何が!?」

　当然そんなおかしな様子は周囲の生徒にも伝わり怪け訝げんな視線を向けられるし、穂ほ上がみさんからはそんな意味不明なことまで言われる始末。

　まるで間に壁かべがそびえ立ったように、俺達はお互いの距離感が急にわからなくなってしまったみたいだった。……なんだって、こんなことになってるんだろう。

　昨日の出来事が原因だってのはわかる。二人がそのことをすごく気にしてるってのもわかる。でも、どうしてそれがこんなことになってしまっているのかがわからない。

　結局その日、俺はずっとどうしたらいいかわからないまま、二人とギクシャクした重苦しい時間を過ごすことになるのだった。




　　　　▼




「はああぁ……」

　その日の放課後、俺は帰宅すると階段を上って自室に戻る気力もなく、そのままフラフラとリビングへと歩いていってソファに腰こしを下ろした。

　……今日は疲つかれた。本当に疲れた……。

　疲ひ労ろうの理由は言うまでもない。いつも元気な菫と椛がずっと暗い顔をしてて、しかも原因が俺にあるらしく、かといってその原因がなにかわからないとなるとな……。

「なんでこんなことになってんだ……」

　俺は天てん井じようを見上げながら力なく呟く。発ほつ端たんの出来事を思い返してみても、やっぱり今の状じよう況きようが理解できない。あれはもう、済んだことのはずなのに。

　二人の責任感が強いのはわかったけど、俺は本当に気にしてないってのに、なんであんなにも重く受け止めるんだろうか……。

「あら、隼はや人とくん帰ってたのね。お帰りなさい」

　と、そんな感じで脱だつ力りよくしていると、遥はるかさんが洗せん濯たく物ものを抱かかえてリビングに入ってきた。

　俺が慌あわてて居ずまいを正すと、遥さんは微笑ほほえみながら「お疲れみたいね」と言った。

「どうかしたの？　といっても、どうせあの子達関係なんでしょうけど」

　クスクスと笑う遥さんに、俺は「ええ、まあ……」と答える。

　遥さんは今朝の様子のおかしかった姉妹を見ているから、そう言うのも当然だった。

「朝からなんだか変だったものね、あの子達。いつもと違って、まるで隼人くんにすごく気をつかってるみたいだったけど、何かあったの？」

「いや、その……」

　俺は口ごもる。なんとなく言い出しづらかったからだが、

「悩なやみ事があるなら相談してね？　家族なんだから」

「実はですね」

　遥さんのその一言で、俺は瞬しゆん時じに前のめりになった。

「あ、あら、急に乗り気になったのね」

「いえ、遥さんのその一言に元気が出まして……。奈な落らくに落ちている時に、間かん一いつ髪ぱつでロープを投げ渡わたされた光景が目に浮うかびました」

「そ、それは本当に間一髪ね。よくわからないのだけれど……」

　家族って響ひびきはいつだって俺に勇気をくれる。それに、親に悩みを相談するっていうのも結構憧あこがれのシチュエーションだった。

「昨日の夜のことなんですけど……」

　俺は、昨日からの出来事を遥さんにかいつまんで説明した。

　二人が俺の机にあった置き時計を壊こわしたこと。それが母さんからのプレゼントだったこと。そして俺は全然気にしてないと言ってるのに、二人はずっと引きずった様子で、俺に気をつかうような態度を取っていること──

「二人とも責任感が強いっていうのはわかるんですが、それにしたって当の本人が気にしてないって言ってるんですけどね……」

　俺はそう言って説明を終えた。改めて言葉にしてみると、やっぱり起こった出来事自体はそう大したことじゃなかった。二人がどうしてあそこまで気にするのかが相変わらずわからないが、人に打ち明ける悩みとしては笑い話レベルなことに間ま違ちがいはない。

「…………」

「……遥さん？」

　だが、遥さんはなぜか俺の話を聞いて無言だった。

　見ると、なぜか顔からいつもの微笑みが消え、真しん剣けんな様子で何かを考えているようで、俺はその反応に少し焦る。てっきり「あの子達は仕方ないわね」といった感じで苦笑される程度だと思っていたからだ。

「あ、あの、どうかしましたか？」

　俺はひょっとして、気づかないうちに何か家庭内ルールでも犯していたのだろうかと、恐おそる恐る訊たずねる。

「…………ねえ隼人くん、少し昔話でもしましょうか？」

「へ？」

　だが遥さんから返ってきたのは意外な言葉で、俺は呆あつ気けに取られてしまった。

「昔話って、なんで急に……？」

「まあまあいいから。……それで、隼人くんは私があの子達の本当の母親じゃないってことは知ってるわよね？」

　さらにそんなことを穏おだやかな笑顔のままいきなり言ってきたので、俺は焦ってしまう。

「……え、ええ。それは……、はい……」

　もちろん、俺はそのことを知っている。というか、初めてこの家に来た子供の時に姉妹から直接聞かされたし、その後に両親からも聞かされた。姉妹の本当の母親は病気で亡くなってしまって、遥さんは文ふみ彦ひこさんの再さい婚こん相手だってことを。

　それは秘密とかでもなんでもなく公然の事実ってやつだったのだが、やはり繊せん細さいな問題でもあって、それをこうもあっけらかんと言われたので俺は少々困こん惑わくする。

「ふふ、そんなに深刻な顔をしなくてもいいのよ。今となっては何でもないことなんだから。……でもこの家に初めてやって来た頃ころは、いろいろ大変だったけれど……」

　遥さんはそう言って、少しの間遠くを眺ながめるようなそぶりを見せた。

「中でも一番大変だったのは、やっぱり子供達のことだったわ。大好きなお母さんが死んでしまって、そして新しい母親が来たなんて、幼い子供じゃなくたって受け入れがたいことだものね。当然最初はぶつかった」

「……そんなことが？」

「ええ。といっても、別にわざと私を困らせるようなことをしたわけじゃないわよ？　あの子達は本当にいい子だから、そんなことは全然しなかった。私の言うこともちゃんと聞いてくれたしね」

「じゃあ、別にぶつかっていないのでは」

「……ううん。穏やかだったのはあくまで表面上の話。お互い感情を表に出してやり合わなかったというだけで、別に打ち解けたわけじゃなかったの。その証しよう拠こに、あの子達は決して私のことを『お母さん』とは呼んでくれなかったから」

「そ、そうだったんですか……？」

「そう。あの子達は別に表立って私を避さけたわけじゃなかった。でも、私とあの子達の間には確実に壁があった。私はなんとかその壁を乗り越こえようといろいろ努力したけれど、あの子達はそうさせてくれなかったわ。ハッキリと私を嫌いやがったりはしないけれど、母親とは決して認めないという意志を感じたもの。ようするに、あの時の私は家族として認められてなかったということね……」

　そう語る遥さんの顔は笑っていたけれど、やはり少し寂さびしそうだった。

「隼人くんが初めて家に来たのは、そんな時期だったのよ？」

「え？」

　言われて、俺は意外な気分だった。

　なぜなら、俺にとってその頃は楽しい思い出ばかりで、人生で一番幸せだったという記き憶おくしかなかったからだ。その直後に俺の両親が離り婚こんし家庭が崩ほう壊かいしたから、余計にそういった印象しかない。

　なのに、その裏で実は遥さんと姉妹がそんな関係だったと言われて、俺は困惑するしかなかった。

「表面上は波風の立たない関係。でもその実は家族でも何でもない、ただ同じ家で暮らしているというだけの赤の他人。そんなギクシャクしていた時期に、あなたはこの家にやって来たの」

「……全然知りませんでした」

「まあ子供の頃だから、そんなことには気づかなかったかもしれないわね。……あ、そんなに暗い顔はしないでね？　別に重い話をするつもりじゃないから。そんな私達の関係を変えてくれたのは、他でもない隼人くんなんだってことが言いたいだけよ」

「……お、俺が？」

　そんなことを言われて、俺は面食らう。

　遥さんと姉妹の関係を俺が変えたって……、そんな記憶はまるでない。

「その様子じゃ、もしかして覚えてないのかしら？」

「お、俺、何かしたんですか？　そんな大層なことをした覚えはないんですが」

「まあ、隼人くんにとっては大したことじゃなかったかもしれないわね。でも、私達にとってはとても大きい事件だったわ」

　遥さんはそう言って、笑いながら続けた。

「その頃のある日、あの子達が私のカップを間違って割っちゃったのよ。それは私が自分の家から持ってきたもので、私の死んだお母さんからプレゼントされて大切に使ってた、いわゆる思い出の品と言っていいものだったの」

「そ、それは大変なことじゃないですか」

「まあね。でもそれを知った私はあの子達を怒おこらなかった。私はその頃なんとかあの子達に家族として認めてもらいたかったから、怒れなかったといった方が正しいかもしれないわね。で、あの子達も謝らず、それでその件はおしまい──……のはずだったんだけど」

「……何があったんです？」

「あなたがやって来たのよ」

　遥さんはニッコリとそう言った。

「お、俺ですか!?」

「そう。あなたが私のところに来て、こう言ったの。『家族だったら、悪いことしたらちゃんと怒らないとダメだ』って」

　遥さんは大切な思い出を振ふり返るように、微笑みながら遠くを見つめる。

「しかも呆気に取られる私の前にあの子達を連れてきて、さらにこう言ったのよ。『兄ちゃんも謝るから、お前らも謝るんだぞ。お母さん、カップを割ってごめんなさい』って」

「……ぜ、全然覚えてないです……」

「私達にとっては衝しよう撃げき的な事件だったのよ。私はあなたのその一言で目が覚めた思いだったんだから。……その後、私はあの子達をちゃんと𠮟しかって、あの子達も私に謝って、初めてお母さんって呼んでくれて……、そこからようやく私達は親子になれたのよ」

　そう言われて、俺はハッとあることに思い至る。

「あ、も、もしかして、その後に写真とか撮とりましたか？」

「写真？　ああ、隼人くんも覚えてた？　その後に、私が感極まって菫と椛、それから隼人くんも一いつ緒しよに抱だきしめたの。そこを文彦さんが写した写真があるわ。あの時、私ってば感動でちょっと泣いちゃってたから、今見返すときっと恥はずかしいわね」
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　そう言って、頬ほおに手を当てながら恥ずかしそうに微笑む遥さん。

　俺はその話を聞いて、いろんなものが一つにつながった気がしていた。

　この前二人に見せてもらった写真、そして恩返しという言葉──……あれは、そういうことだったのか……。

「とにかく、そういうわけで私達はやっと本当の意味で親子になれた。その橋はし渡わたしをしてくれたのが、他でもない隼人くん、あなただったの」

「……子供の頃の俺には、そんな深い考えはなかったと思いますけど……」

「そんなことはどうでもいいの。結果として、あなたは私にとって大恩人になったんだから。あなたのおかげで、私もあの子達も救われたのよ」

　ありがとう隼人くん──と、遥さんはギュッと俺の手を握にぎる。

　その表情は、俺に写真を見せながら語っていた菫と椛のそれとそっくりだった。

　だがそんな話を聞いても、俺はやっぱり感謝されるようなことをしたって実感は湧わかなかった。

「……遥さん、お礼なんて言わないでください。だって、その頃の俺は子供心に両親が離婚するって雰ふん囲い気きに気づいていて、その現実を振り払はらいたくてここで家族の一員として振る舞まっていただけなんですから。……だから、たとえ遥さんにそんなことを言ったんだとしても、そこには深い意味なんて全然なくて、むしろ家族ってものはそうあるべきだって俺が思いたかっただけです。単に厳しい現実から目を背けたくて、理想を周りに押し付けていただけで……」

「……隼人くんの家庭の事情は知っているし、あなたがそう思うのも無理はないかもしれないけれど、それでも私やあの子達の大恩人であることに変わりはないわ」

　だから──と、遥さんは続けて、

「そんな隼人くんに、私からの恩返し。あの頃私が受け取った言葉を、今のあなたに返すわ。『家族だったら、悪いことしたらちゃんと怒らないとダメだ』ってね」

「い、いやでも、俺は本当に気にしてないんです。悪いことだなんて思ってなくて」

「私もあの時、悪いことをされたなんて思ってなかった。……でもね、たとえ本人がそう思ってたとしても、やっぱり悪いことは悪いことなの。だから、悪いことをした人の謝る権利を奪うばってはいけないわ」

「謝る、権利ですか……？」

「あの後、私はあの子達から聞いたの。実はあの子達はずっと謝らないといけないって思ってたけど、私がそんなことしなくていいって雰囲気だったって。だから謝れなかったしそこに壁かべを感じたって。……なんてことはない、家族だって思ってなかったのはあの子達だけじゃなく、私の方もそうだったんだって気づいたの」

　遥さんの言わんとしていることはなんとなくわかる。でも……、

「……それでも、やっぱり俺はあの二人に怒ったりはできないんです。だって、菫と椛は俺にとってそれこそ大恩人だから。……両親が離婚して俺の家庭が崩壊した後、ここでのあの二人との思い出が心の支えになってくれてたんです。ここであの二人に家族として接してもらった日々が、どれほど俺を救ってくれたか……」

「隼人くんがあの子達をとても大切に想おもってることは、私にもわかっているわ。でも、だからこそちゃんと怒ってあげなさい」

「怒って、あげる、ですか？」

「そう。だってあの子達は今、きっとこう思ってるはずだもの。悪いことをしても怒ってさえもらえないのは、自分達が隼人くんにとってその程度の存在だからなのかって」

「そ、そんなわけがありません！　俺にとってあの二人は本当に大事な存在で……！　マジで天使だって思ってるくらいで……！」

「だったら──」

　と、遥さんが言いかけた時、玄げん関かんの方から姉妹のただいまという声が聞こえてきた。

「……だったら、もうどうすればいいか、わかるでしょ？」

　遥さんはそう言い残して、最後に軽くウインクをしてからリビングから去っていった。

　それと入れ替かわるように、今度は菫と椛がやって来て、俺の姿を見て息を吞のんだ。

「こ、ここにいらっしゃったのですか、お兄さん……」

「あ、その……。な、なにかしてほしいこととかあったら、言ってね？　お兄ちゃん」

　そうしてやっぱりよそよそしく、どこか辛つらそうな顔で遠えん慮りよがちに話しかけてくる。

　俺はそんな二人を眺めながら、さっきまでの遥さんとの会話を思い出していた。

　……だったらどうすればいいか、か……。

　本当は、ずっとわかっていたのかもしれない。わかっていたけれど、勇気が出なかったのかもしれない。もう二度と家族を失いたくないという恐きよう怖ふが、こんな簡単なことさえ気づけなくさせていたのかもしれない。

　……家族だったら、悪いことしたらちゃんと怒らないとダメだ……、か……。

「お、お兄ちゃん、どうしたの？　なんで黙だまってるの……？」

「…………やはりまだ、お兄さんは私達をお許しくださらないのですね……」

　俺が無言で思考に集中していると、椛と菫がオロオロとさらに不安そうな顔になる。

　だが間もなく菫が意を決したように顔を上げると、どこか悲ひ壮そう感かん漂ただよう雰囲気で言った。

「……っ！　お、お兄さん、お願いがあります！　私は許さなくともかまいません！　ですが、ですがどうか椛だけは許してあげてください！　家族として──妹としてちゃんと接してあげてください！」

「……へ？」

　いきなりそんなことを言われて、俺は意味がわからず面食らう。

　しかし、どういうことなのか問い返そうとする前に、椛が焦あせった様子で口を開いた。

「お、お姉ちゃん!?　急にどうしたの!?」

「……聞いての通りです。私達は取り返しのつかないことをしました。お兄さんがお許しくださらないのも当然です。……ですがその罰ばつは私が受けますから、せめてあなただけはいつも通り接していただけるようお願いしてるのです」

「な、なに勝手なこと言ってんのよ！　そんなの……、そんなの逆だよ！　お兄ちゃん、わたしのことは無視してもいいから、お姉ちゃんだけは許してあげて！　あんなの、絶対無理して言ってるんだから！」

「え？　え？」

　そう言いながら二人して迫せまってくるが、俺は何を言われたのかまるで理解できない。

　……罰？　許す？　椛だけは菫だけはって、ま、マジで何の話をしてるんだ？

「む、無理などしていません！　あなたの方こそ今にも泣き出しそうじゃないですか！」

「お姉ちゃんこそ、全身が震ふるえてるじゃない！」

「し、仕方ないでしょう!?　ですが、私はあなたのお姉さんなのですから、こうするのが当たり前ではないですか……！」

「なにそれ!?　いつもそうやってあたしのことを優先して……！　美人で優しくて、どこまで完かん璧ぺきなお姉ちゃんだったら気が済むわけ!?」

「あなたこそ、本当は辛くて泣きたいくらいなのに、それでも私のことを気にかけてあんなことを言うなんて……！　可愛かわいい妹もいい加減にしなさい！」

「あ、あの……？」

　……なんだこれ？　いや、本当になんだこれは？　なんで二人とも、思いっきり相手を褒ほめながら睨にらみ合ってるんだ？　しかもなんか、いつもと雰囲気が違ちがうような……。

　気がつけばいつの間にか、場に剣けん吞のんな気配が漂い始めていた。

　これまでずっと意い気き消しよう沈ちんしてたからか、それとも俺に気をつかっていたからか、今日は一度もケンカしてなかった二人だが、ここにきてまるで臨界点を超こえたかのように、二人の間の空気がヒートアップしていく。

　そうしてついに、また俺を挟はさんでワーワーギャーギャー始める二人。

　相変わらず、なんで急にケンカが始まったのかまるで理解できない。いや、いつも理解できないけど、今回はいつも以上に何について争ってるのかが不明だった。

　ただ、それでも一つだけわかることはある。

　それは、二人の間には一切の壁なんてなくて、ただただお互たがいに好き放題を言っているということだ。

　でもその根っこには確かな絆きずながあって、だからこそこれだけケンカしてても決して関係が壊こわれることがない。なぜなら──それはきっと、家族だから……なんだろうな。

「ですから、そのような辛い役目は姉である私が負うべきと言っているでしょう!?」

「はぁ!?　なにそれ、理由になってないよそんなの！」

「なっています！　あなたはお兄さんに許していただき、いつも通り接していただけばいいのです！　あなたの辛そうな顔は見ていられません！」

「それはこっちの台詞せりふ！　辛そうなのはお姉ちゃんの方でしょ!?　強がりはやめてよ！　許してもらうのはお姉ちゃんの方だよ！」

「いえ、あなたです！」

「お姉ちゃんだよ！」

　むむむ、ぐぬぬと睨み合う二人。

　そして、




「「（お兄さん！）（お兄ちゃん！）どっちを選ぶの!?」」




　二人はそう言いながら、同時にこちらを振ふり返る。

　その瞬しゆん間かん、俺の中で何かがキレた。

「……お前ら」

「「え？」」




「お前らいい加減にしろ────────────────っ!!」




　そして、気がついたら俺は思いっきり叫さけんでいた。心の底から。

「ああもう……っ！　そうやってお前らがケンカばっかしてるから、昨日もあんなことになったんだろうが！　反省してるってんなら時計を壊したこと自体じゃなく、根本的なところを反省しろ根本的なところを!!」

「お、お兄さん……？」

「お兄ちゃん、ど、どうしたの……？」

「どうしたもこうしたもあるか！　大体お前らは──」

　俺は感情の爆ばく発はつするままに、姉妹への不満を吐はき出していく。

　といっても、二人に対する不満なんてケンカの一点しかないわけだが、それが結局昨日の出来事も引き起こしたわけだから重大だ。

　俺は二人のケンカでいかに迷めい惑わくを被こうむっているかを口にする。

　家でも学校でも、そのせいで平へい穏おんなんてありゃしない。

　いくら善意から来てるからって毎日毎日飽あきもせずケンカを繰くり返すとはどういう了りよう見けんなんだと。仲裁してもキリがないじゃないかと。

　とにかく、俺は月城家にやって来てからの不満を全てぶちまけ、そして最後にこう締しめくくった。

「とにかくだ！　あの時計が壊れたこと自体は別にいいけど、そうなった原因については深く反省すること！　いいな！」

　言い終わった後、俺はハァハァと息を荒あららげている自分に気がついた。

　いつの間にか、こんなにも興奮してたのか……。

「「…………」」

　一方で姉妹の方はというと、俺がまくし立てている間もそれが終わった後でも、ただただ無言のまま目を見開いて呆ぼう然ぜんとしていた。

　俺は全てをぶちまけて多少は落ち着いたことで、今いま更さらそんな二人の様子に気がついて不安な気持ちになる。……感情に任せて怒おこってしまったことで、やっぱり二人に嫌きらわれてしまったんじゃないか、と。

「……お兄さん！」

「……お兄ちゃん！」

　だが、間もなく二人は目をキラキラと輝かがやかせ始め、そしてパッと表情を明るくさせたかと思うと、満面の笑みを浮うかべながらこう言ったのだった。

「「ごめんなさい!!」」

　……い、いや、この場面で謝罪の言葉が出てくるのは自然な流れだけど、それってそんなメッチャいい笑顔で言うことだっけ……？

「ああ、お兄さんにちゃんと𠮟しかってもらえて、私は幸せ者です……」

「お兄ちゃんは怒ってる顔もカッコよかったなぁ……。反省しろ！　ってところなんて、すっごいよかったよぉ……」

「いやお前ら、それ怒られた時の反応としておかしいよなぁ!?」

　二人の反応があまりにアレだったので、さすがにツッコまずにいられなかった俺。

「……ほ、本当に反省してるのか？」

「もちろん反省しています！　反省していますが……！」

「それ以上にうれしいんだよ、あたし達は！　お兄ちゃんにやっと怒ってもらえて！」

「お、怒ってもらえて……？」

　俺がその言葉に困こん惑わくしていると、やっぱり二人は満面の笑みで、

「だって、あんなに真しん剣けんに怒ってもらえるってことは、あたし達がそれだけ大事ってことじゃん？　どうでもいい相手に真剣になんてならないじゃん」

「椛の言う通りです。だから私達は不安だったんです。あれほどの罪を犯してしまったというのにお兄さんは平然としてたから、もしかして私達はその程度の存在なのかと」

　それは──遥さんも言っていたことだ。

　……大事な相手だからこそ、真剣に怒るもの、か……。

「でもまあ、俺が今まで怒らなかったのはそういう理由じゃなくて、家族相手に怒ったりするのはダメなんじゃないかって思いがあったからなんだけどな……」

「それは逆ですお兄さん」

「そうだよお兄ちゃん。家族だからこそ、怒らないとダメなんだよ」

　俺の言葉に、二人は即そく座ざにそう反論する。

「個人同士が同じ家に住んでいるんですから、感情の摩ま擦さつは必ず生まれます。それを時にぶつけ合い許容し合うことこそが家族なのではありませんか？」

「我が慢まんしててもギクシャクしちゃうだけで、きっとどこかで爆発しちゃうよ。知り合いとかなら付き合わなければ済むかもだけど、家族はそうはいかないからね」

　……感情の摩擦を我慢してても爆発するだけ。

　その結果崩ほう壊かいしてしまった家族の一員だった俺には、その言葉は深く刺ささる。

「お兄ちゃんも、あたし達に何か言いたいことがあったら何でも言って」

「お兄さんのお言葉なら、私達は何であれすべて受け止めてみせます」

　……ったく、お前らはマジで天使だよ。油断してるとすぐに俺を泣かせにくる。

　けど、じゃあ……、

「お言葉に甘えて、もう一つ、お前らに言いたいことを言っていいか？」

「やった、またいっぱい怒られるのかな！　どの件だろ？　あれかな？　これかな？」

「お兄さんのお説教……！　どうしてこんなにも身体からだが火ほ照てるのでしょうか……！」

　……いや、やっぱ二人ともいろいろ反応がおかしいから。元気が出たと思ったら、さっきまでのしおらしさが綺き麗れいさっぱり消しよう滅めつしてしまったのは、どうなんだ……？

　まあそれはともかく、今から言うことはそういった期待には沿えない。なぜなら、

「二人とも、本当にありがとう……！」

「「え？」」

　俺は二人に向かってお礼を言いながら、深々と頭を下げた。

　そうして、キョトンとしている姉妹に向かって、俺は言葉を続ける。

「今も昔も、俺を家族として迎むかえ入れてくれてありがとう……。そのおかげで、俺はこうやってなんとか生きてられるんだ。二人とも俺の家の事情は知ってると思うけど、そんな状じよう況きようを乗り切ってこられたのは二人との思い出があったからだ。菫と椛と一いつ緒しよに暮らしたあの一か月間が、今まで俺の心の支えだった。そして……、今もまた、こうやって支えてもらってる。本当に、感謝してもしきれない」

　これは、俺の正直な気持ちだった。

　とはいえ、個人的なことといえば個人的なこと。

　俺一人の思い込みでしかない以上、胸にしまっておこうと思っていたことだ。

　でも、二人はあくまでも俺を家族として見てくれた。何でも受け止めるとも言ってくれた。だから、俺は随ずい分ぶんと久しぶりに家族に甘えてみようと思ったのだ。

「そ、そそそそそそんな！　お、お兄さんにお礼を言われるようなことは何も……！」

「あ、あたし達が心の支え!?　そ、そんな、えへへへへへへへ」

　二人は顔を真っ赤にしてワタワタしたり身をクネらせたりしている。

「お礼なんて言わなくてもいいよぉお兄ちゃん。だってあたし達も昔、お母さんとのことでお兄ちゃんに助けてもらったんだから。ねえお姉ちゃん？」

「そ、その通りです。そもそも私達がお兄さんをお支えするなんて当然のことなんですからお礼など必要ありません」

「そ、そう言ってもらえるとうれしいけど、当然は言いすぎじゃないか？」

「いえ、全然言いすぎではありません。お兄さんのために尽つくすのは当然と思っていますから。だって私はお兄さんのことがす──わぷっ!?」

「おおおお姉ちゃん!?　また勢いで何言おうとしてたのかなぁっ!?」

　慌あわてて菫の口を押さえる椛に、真っ赤な顔でハッと我に返った感じの菫。

「……俺のことが、なんだ？」

　俺が首を傾かしげると、二人は思いっきり狼ろう狽ばいした後、顔を見合わせて頷うなずき合った。

　そして、

「お、お兄ちゃんのことが家族として大切だから当然ってこと！　ね、お姉ちゃん!?」

「そ、その通りです。……まあ、いずれ本当の家族になるという意味も込めて、あながち誤ご魔ま化かしているわけでも……」

「だーかーらー、なんでお姉ちゃんはそうダダ漏もれなの!?」

「あの、ちょっと……」

　なぜかまた言い争いが始まって、俺は呆あつ気けに取られる。

　そんな流れじゃなかったはずだが……、まあいいか。こうやってケンカしまくれるってのは、それだけ絆きずなが強いって証あかしでもあるとわかったわけだし。

「なぁ、二人とも……」

　俺は言い合っている二人に、新たな気持ちでこう声をかける。

「これから、改めてよろしくな」

　すると二人はピタリと動きを止めた後、しばらく俺の顔を眺ながめてから、




「「こちらこそ、よろしくお願いします！」」




　そんな天姉妹な笑みを返してくれたのだった。








エピローグ









『何の用だ。定期報告ならこの前したばかりだろう』

　電話口から聞こえてくる親父の声はいつも通り乾かん燥そうしていて、いつもならもうこの時点でうんざりしていたんだろうけれど、今は不思議とそんな感じはなく妙みように落ち着いている自分がいることに気がつく。

「親父おやじ、話がある」

『今は忙いそがしい。後にしろ』

　それはこれまで聞くたびに心がくじけていた台詞せりふだったが、今は逆だった。

「今じゃないとダメなんだ」

『だから忙しいと──』

「いいからたまには息子の話くらい聞けよ、このクソ親父!!」

　俺がそう怒ど鳴なると、電話の向こうで少し息を吞のむ気配がした。きっと、俺がこんなことを言うなんて想像もしていなかったに違ちがいない。

　俺は続けて、今まで親父に対して抱いだいていた不満をぶちまけていった。

　仕事仕事で家庭をないがしろにしてきたこと。

　そのせいで母さんにも愛想をつかされたこと。

　俺を引き取った後も変わらず、ほとんど息子の相手をしてこなかったことなど──

　積もり積もった親父に対する鬱うつ憤ぷんを、俺はとにかく思いつく限りまくし立てていく。

　今まで親父との交流なんてほとんど諦あきらめていたのに、なぜ俺が急にこんなことをしようと思ったのか。……それは、菫すみれと椛もみじからのお願いがあったからだ。

　あの騒そう動どう──俺が姉妹を怒った件の後、俺は二人にこう提案した。

「二人も、俺に言いたいことがあったら何でも遠えん慮りよなく言ってくれ」

　俺はそうしたけど、家族だっていうならお互たがいさまだから、菫と椛も俺に言いたいことがあるなら同じようにしてほしいと思ったからだ。

　すると二人は真っ赤になってしばらく慌てていたが、やがてお互いに向き合うと、無言で頷き合った後、遠慮がちに声を揃そろえてこう言ったのだ。




　──お父さんと、ちゃんとお話をしてほしい。




　二人は、もちろん俺の家庭の事情を知っていた。

　俺が親父に定期的に電話をし、そこでさえほとんど会話をしていないことも知っていたし、その後しばらくの間、俺が浮うかない顔をしていたことにも気づいていたそうだ。

　二人はそんな俺を心配して、ずっと心を痛めていたという。だから、差し出がましいかもしれないけどそんな提案をしたと。

　俺はそれを聞いて、お前らはどんだけ優しいんだよ……と苦笑してしまった。

　でもとにかく、それが妹の──家族のお願いだっていうのなら、俺は正面から向き合わないといけなかった。

『……お前は、ずっとそんな風に思っていたのか……？』

「……話ってのはそれだけだ。じゃあな」

　やがて言うべきことも尽きると、俺は親父の返事も待たずに電話を切った。

　会話というには一方的だったけど、今はこれが精せいいっぱいだ。親父とまともな話をしたのはこれが初めてなうえ内容が内容だったから、電話を終えた今も胸がドキドキしている。

「はぁ……、緊きん張ちようした…………けど」

　……少し、ほんの少しだけ、胸が軽くなったような気もする。

　ただ不満をぶちまけただけといえばその通りだけど、これでなにがどうなるってこともないと思うけど、それでも、

「……初めて家族らしいことをしたかもしれないな……」

　俺は深呼吸をしながらそう呟つぶやく。

　なにはともあれ、こういうことができたのもあの二人が背中を押してくれたからだ。

　俺は自室を出てリビングへと向かう。

　そこで菫と椛が待っているはずで、親父との電話が終わったら教えてくれと言われているので、とりあえず報告に行こうと俺は階段を下りる。

「二人ともありがとうな。おかげで電話は──うぇっ!?」

　そうしてリビングのドアを開けたわけだが、その瞬しゆん間かん、俺は絶句してしまった。

　というのも、

「で、ですから、その大役は私が引き受けます！」

「ううん、こ、ここはあたしに任せてよ！」

　菫と椛がまた言い争っていたからだが、それ自体はいつもの光景。

　問題なのは、なぜか二人の格好がスク水というあり得ないものだったことだ。

「…………俺、疲つかれてるのかな」

「あ、お兄ちゃんが戻もどってきたよ」

「ど、どうでしたかお電話の方は？」

　俺に気づいた二人が駆かけ寄よってくるが、やっぱりその姿はスク水のままだった。

「お父さんとちゃんと話はできたの？」

「私達、とても心配していたのです」

「そ、それはまあ、なんとか……。そんなことより二人とも、その格好は……！」

　俺がそう言うと、二人は今いま更さらハッと気がついたかのように顔を赤らめて、

「こ、これはその、違うんだよ。あたし達はただお兄ちゃんにお詫わびをしようと……」

「いろいろご迷めい惑わくをおかけしましたから、お兄さんもお疲れでしょう？　なので、その、お、お背中をお流ししようかと……」

「それって、つまり一緒に風ふ呂ろに……!?」

「あ、か、勘かん違ちがいはしないでね!?　水着を着てるから大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　……いや、そういう問題じゃないと思うんですが!?

「と、とにかく、お兄ちゃんも学校指定の水着持ってるでしょ？　早く行こうよ」

　そう言って椛が俺の腕うでを引っ張ろうとするが、

「なにをどさくさにまぎれてお兄さんを連れて行こうとしているんですか！」

　その手を横から素早く菫が掴つかんだ。

「まだどちらがお兄さんのお背中をお流しするか決まっていないでしょう……！」

「だから、あたしの方がお姉ちゃんよりちっちゃいから、二人で入ってもそんなに狭せまくならないって言ってるじゃん。そ、それに妹とお兄ちゃんが一いつ緒しよにお風呂なんて普ふ通つうだし」

「そういうことなら私も妹です！」

「自じ称しようでしょ自称！　同い年なんだからこういう時は自重するべきだよ！」

「む、むむむ……！　それに、あなたは小こ柄がらといっても胸が大きくて、お風呂場のような狭いスペースではお兄さんに当たってしまう可能性があります！　そのようなはしたない事故を防ぐためにも、私がご一緒するべきです！」

「な……っ!?　あ、あたしの密ひそかな狙ねらいを見破ったうえに、お姉ちゃんが自分から胸の小ささを武器にした……!?」

「甘く見ないでください。いつまでもコンプレックスのままにしておく私ではありませんよ。……ふぐ、ひっく……っ」

「って、思いっきり涙なみだ目めじゃん！　でも、そこまでしてお兄ちゃんと一緒に入りたいだなんて……！」

「ぐす……っ、とにかくそういうわけですから、ここは私に譲ゆずっていただきます」

「そうはいかないよ！　お兄ちゃんの背中はあたしが流すの！」

　そして気がついたらまた始まってしまった言い争い。

　俺は最初は唖あ然ぜんとして見ていたが、すぐに我に返って叫さけんだ。

「ちょ、ちょっと待って二人とも！　さっき俺がケンカのことで散々怒おこったのに、なんでまた平然と繰くり返してんだ!?」

　すると、二人は言い争いをピタリとやめて、同時に俺の方を振ふり返る。

「……すみませんお兄さん。言いたいことは何でも言ってほしいとは言いましたが」

「だからって、何でもその通りにするとは一言も言ってないんだよ」

「えええ!?」

　……い、いや、それはそうかもしれないけどさぁ!?

「で、でも、ああいう流れなら普通、もう姉妹喧げん嘩かなんてしませんってなるだろ……？」

「確かに、お兄さんに多少のご迷惑をおかけすることは心苦しく思います」

　……多少ではないんですが。

「でも、これはとってもとーっても大事なことのためにしてるから、いくらお兄ちゃんからお説教されてもやめるわけにはいかないんだよ！」

　バーンと主張する二人に、俺は愕がく然ぜんとする。

「そんな……!?　た、確かに家族だからって全部言われた通りにする必要はないかもしれないけどさ、それにしたってケンカはやっぱやめるべきでは!?　そもそも、そのとっても大事なことってのはなんなんだよ！」

　そう、二人の話を聞く限りそこが重要なポイントだ。

　根本的な原因さえわかれば、ケンカを止めることができるかもしれない。

「「…………っ！」」

　だが、なぜか二人はその質問にかああぁと真っ赤になって黙だまってしまった。

　そうして二人で顔を見合わせると、一度頷うなずき合った後、

「そ、それは……、お兄ちゃんと真の家族になるためなんだよ！」

「その通りです！　これは、私と椛のどちらがお兄さんの真の家族になるべきかを決めるために必要不可欠な過程ですので、やめることなどできません！」

　そんなトンデモナイことを口にしたのだった。

「し、真の家族……!?　でも待ってくれ、家族なら別にどっちもなれるはずじゃ……」

「で、ですから、そのような不道徳で非ひ倫りん理り的てきなことはダメです！」

「そうだよ！　どっちともとか、そんなのフィクションの世界だけだよ！」

「なんでだよ!?」

　俺はツッコむが、二人はそれはダメだの一点張り。

　そうこうしているうちにまた言い争いが再開され、二人に挟はさまれて立ち尽つくす俺。

　……二人が何を言ってるかまるでわからないけど、一つだけ確かなことがある。

　それは、どうやら俺はまだこの二人から『真の家族』とやらで見られていないらしいということだ。

　そして、その真の家族ってのがどんなものかはいまいちわからないけれど、そこに家族という名がついているのなら俺はそいつを目指さないといけない。

「あ、姉として、妹が嫁よめ入いり前に異性とお風呂に入るなど認められません！　そもそも、あなたならこんなあからさまなことをしなくてもいいでしょう!?」

「それはこっちの台詞せりふ！　お姉ちゃんならこんな小細工なんてしなくても大丈夫じゃん！　ズルいよ！」

　二人は相変わらずなにやら言い争っているが、俺は新たな決意を固めていて聞いちゃいなかった。

　今回、少しは二人から家族として認められたみたいだが、それは真の家族には程ほど遠とおい。

　だから、俺はいつか必ず二人から真の家族として認められるようになる。そのために、絶対に二人のケンカを止めて、元の仲良し姉妹に戻してみせるぜ！

　俺はそんなことを考えながら、うんうんと頷いていたが、

「ん？」

　ふと気がつくと、菫と椛がジッとこちらを見つめていた。

「こうなったら、お兄さんに決めていただきましょう……」

「望むところだよお姉ちゃん……」

　そうしていきなり前のめりになったかと思ったら、俺は今後も延々と聞き続けることになる台詞をぶつけられたのだった。




「「（お兄さん！）（お兄ちゃん！）どっちを選ぶの!?」」
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あとがき









　こんにちは、恵え比び須す清せい司じと申します。

　はじめましての方ははじめまして。そうでない方は、またお会いすることができてうれしいです。今後ともよろしくお願いいたします。




　さて『両手に妹。どっちを選んでくれますか？』はいかがだったでしょうか？

　本作はそのタイトル通り、二人の妹に事あるごとに迫られては、その溢あふれんばかりの愛情に翻ほん弄ろうされるシチュエーションが主題となった物語となっております。

　私としては、今までとは少し違った試みによる作品となります。シチュエーションコメデイ的な要素を意識しつつ、これまでとはまた違った妹の可愛かわいさというものを追求してみたい──そういった考えを念頭にこの作品を書き上げたわけですが、そういった想おもいや試みは果たして伝わったでしょうか？　まあそんな小難しいことは置いておくとして、とにかく読者の皆みなさんに楽しんでいただけたなら幸いです。

　実は今回の作品は、私が今まで執筆活動をしてきた中で一番スラスラと書けたものでした。普ふ段だんなら物語のバランスとかテーマとかを真ま面じ目めに考えた上で慎しん重ちように書いていた部分もあるのですが、この作品に関してはそういった「気負い」のようなものがほとんどなくて、ひたすら楽しんで書けたという気持ちしかありません。

　まあそれが読者的な楽しさとか面おも白しろさに直結するかどうかはまた別の話なのですが、少なくとも私自身は気持ちよく、思いのままに書かせていただきました。なので、その気持ちの一部でも、読んでくれた人に伝わるといいなと思います。




　……そして、はい、また「妹」です。

　前作『俺が好きなのは妹だけど妹じゃない』シリーズに引き続き、二作連続の妹モノとなっております。

　お前はどんだけ妹が好きなの？　妹要素がないとラノベ書けないの？　今まででもう散々妹は書きつくしたんじゃないの？　妹に対する欲望は底なしなの？　……などなど、そういった類の褒ほめ言葉（？）をいただくかもしれません。

　まあ、その辺りの事情とか、私の妹モノに対する想いみたいなものは、とりあえずここでぶちまけたところで仕方がないので、今回は語らないでおこうと思います。（そうするとページ数がまるで足りないという実際的な問題もある）

　なにはともあれ、こういった作品を私がまた世に送り出したという事実が全てです。

　ほら、日本には「妹の力」という言葉が学術的にもあるわけで、私は古来より連綿と受け継がれる妹という概念を、現代でも立派に受け継ぐ伝承者の一人として活動しているというわけですよ。

　……うん、伝承者、実にカッコいい響きじゃないですか。そういうことにしておきましょう。実態は「妹ハァハァ……！」みたいなことでも、そう言っておけばみんな幸せになれるというものです。なので今後、素す晴ばらしい妹モノ作品を世に送り出した作家さんのことは、妹文化の伝承者とか妹モノの伝道師とか呼んであげてください。あ、でも、私は謹つつしんで遠えん慮りよしておきます。いや本当に。




　それはさておき、ここらで謝辞を。

　この本が世に出るにあたって尽じん力りよくしていただいた全ての方々に、ここでお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

　特に担当編集の田辺さんには、新作を出すにあたっていろいろとご迷惑をおかけしました。いくつものアイデアに目を通してもらい、その度に適切なアドバイスをたくさんいただきました。そういった試し行こう錯さく誤ごに辛しん抱ぼう強く付き合っていただいた結果として今作が生まれたことを思うと、本当に感謝しかありません。そして私が一番苦手とするタイトルを考える工程でも大いに御助力いただきました。

　それから本作のイラストを担当していただいたポップキュンさんにも、もちろんお礼を述べたいと思います。本当にもう、すさまじく素敵で可愛いイラストを描かいてくださって感激しかありません。こんなに素晴らしいイラストで作品に命を吹き込んでいただき、私はもちろんキャラクター達も幸せだと思います。皆さんも是ぜ非ひ、ポップキュンさんの魅力的なイラストを堪たん能のうしてください。私のおすすめ注目ポイントはアングルと肉感です！

　そして最後に、この作品を手に取ってくださった皆様に心からの感謝を。

　本当にありがとうございました。

　作品を読んでくださる読者がいるからこそ、作家という職業は成り立つのです。そして作家は、そんな読者の方々を楽しませることが使命だと思っています。だから、この作品を通して皆様が少しでも楽しい時間を過ごせたならば、それに勝る喜びはありません。

　それでは、またどこかでお会いできる機会があることを願って──





二○二○年一月二○日　恵比須　清司
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